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　　　第一章　猫は獲物を狙い定める







　オルテンシア・ヴォントレンは会場内にいる男性の視線を独り占めにしていた。

　ちなみに女性陣の熱視線を集めているのは、兄であるリディオットだ。極稀ごくまれに男性でもそちらを熱心に見つめている人もいるけれど、それはまぁ、そういう趣味なのだろうと数に入れないこととする。

　決して自分が負けたわけではない。

「ああ……美の化身よ！　今宵こよいこそは私に貴女あなたとダンスを踊る栄誉を与えてくださいませんか？」

「貴様、オルテンシア様に願い出るなど、身の程を弁わきまえろ！」

「そうだぞ。こうして我々の前に姿を見せてくださるだけで、感謝せねばならないのに」

　大勢の崇拝者たちに囲まれ、嫣然えんぜんと微笑ほほえむ。

　するとオルテンシアと正面から眼が合ってしまった青年は、真っ赤になって膝から崩れ落ちた。

「女神が……私に向けて微笑んでくださった……！」

「違う！　あれは私に向けて慈悲をくださったのだ！」

「馬鹿め、私に決まっているだろう！」

　ぎゃあぎゃあと喚わめく取り巻きはいつものこと。順番に視線を合わせて思わせ振りに瞬まばたけば、全員勝手に自分だけがオルテンシアの特別であると勘違いして盛り上がってくれる。そうなれば、こちらの思うつぼ。

「皆さま、私を巡って争うのはやめてくださいませ」

　悲し気に柳眉をひそめ睫毛まつげを伏せれば、男たちが慌てていさかいをやめた。

「オルテンシア様！　私たちが間違っていました。申し訳ありません。ああ、我らの女神を悲しませてしまうなんて……この罪をどう償えばいいのだ！」

「分かっていただけたなら、良いのです」

「お優しい……心根までお美しいなんて、神々は我々人間へ貴女という救いをくださったのですね」

　簡単に掌握できる彼らの心をがっちり握り締め、オルテンシアは本日最高の流し目を全員に送った。

　誰もが皆、オルテンシアの足元に跪ひざまずき愛を乞う。

　未いまだ誰のものにもならない孤高の花を求め、せっせと貢物を贈り、一言声をかけてもらう栄誉にあずかろうと必死なのだ。しかし今夜の目的は、従順な僕しもべに餌をやることではない。――自分史上最も高難易度の狩りである。

　熱心な崇拝者を侍はべらせながら、女王の如きオルテンシアは妖艶な仕草で扇をあおいだ。

「私、少し人に酔ってしまいましたわ。暫しばらくの間でいいので、一人にしていただけるかしら？」

「それは大変だ。オルテンシア様、存分に休憩なさってください」

　よく調教されている彼らは文句ひとつ口にすることなく素直に従い、オルテンシアの周囲から離れていった。これでようやく、今夜の作戦に移ることができる。

　いつものことではあるが、会場に到着した途端オルテンシアは男性たちに取り囲まれてしまい、どうやって速やかに抜け出すかが問題だったのだ。

　同じく女性陣から黄色い声を浴びていた兄のリディオットも、取り巻きたちからの離脱に成功したらしい。

　カディール子爵主催の夜会は、裕福な財力を惜しげもなく示す豪勢なものだった。

　身分としてはさほど高くないけれど、やり手の子爵は横の繋つながりが大きい。それなりの立場の者も多く出席している。

　標的であるルチアーノ・オズワルドも。

　伯爵家嫡男にして、商才に溢あふれる物腰が柔らかな彼こそ、今夜のオルテンシアの獲物だ。

　視界の隅に捕らえた妹のアリシアを顎をしゃくって誘導し、三兄妹は賑にぎわう会場内から夜の闇に沈む庭園へと移動した。

　夜風がひやりとして気持ちがいい。絡みつく男たちの視線から解き放たれ、オルテンシアはほっと息を吐く。

「さて、計画は事前に話した通りよ。ああ、アリシア、そのドレス本当によく似合っているわ。可愛かわいらしい」

　貧乏男爵家であるヴォントレン家にとって、三人揃そろって夜会に出席するのは、随分久し振りだ。

　ドレスにも流行がある。いつまでも古臭い昔のものを着倒すわけにはいかないから、今夜のために全員新調した。その金額を考えると頭の痛いところである。

　しかし大いなる目的のために贅沢ぜいたくは言っていられない。何かを手に入れるのならば、相応の出費は仕方ないこと。経費をかけたからには元を取ればいいだけである。

　故に今夜、オルテンシアは失敗が許されない。何としてもルチアーノを籠絡ろうらくし、意のままに操れるようにならねばいけないのだ。家のため。金のため。権力のために。それには兄妹の協力が欠かせない。

「――オルテンシアお姉様、私には無理です！」

　集合した途端、妹のアリシアが涙目で首を振る。

　家を出る前に散々説明したのに、まだ覚悟が固められていなかったらしい。そんな鈍どんくさいところも可愛らしいのだが、今夜は悠長なことを言っている場合ではなかった。

　オルテンシアは小動物のように震える妹を黙らせると、兄に向き直る。

　もうこの際、多少強引にでも話を進めてしまおう。獲物は既に、一人で温室へと向かった。おそらく酔い覚ましに行ったはずだ。しばらくは夜会会場に戻らないと思うが、いつ何時邪魔が入らないとも限らない。

　この二人きりになれる絶好の機会を、オルテンシアは無駄にするつもりがなかった。

「ヴォントレン男爵家はお前の肩にかかっている。見事押し倒してくるといい」

「お任せになって、お兄様。必ずやオズワルド伯爵家のご子息を誑たぶらか……私に夢中にしてみせますわ」

　がっちりと握手を交わし、兄と妹は瞳で会話をした。

　男女の差はあれど、この兄妹は容姿も性格も似通っている。つまり非常にしたたかで、己の欲望に忠実であり人を従える才能に溢れているのだ。末娘のアリシアだけが、この場で最後までオロオロとしていた。

　――しょうがないわね。だって、あの子は『本当のこと』を知らないんですもの。

　きっと彼女は、姉が最良の結婚相手を捕まえるために躍起やつきになっていると思いこんでいるだろう。そう言いくるめたのはオルテンシア自身だが。

　アリシアには、没落寸前のヴォントレン家を守るためオルテンシアがお金持ちで御し易やすそうな良家の子息を騙だまし、既成事実を結んで結婚に漕こぎつけると説明してある。そう、信じていてほしい。あの純粋で汚れを知らない素直な娘には、薄汚い裏の真実など永遠に触れてほしくないから。

　家になど縛られず、どこまでも自由に生きてくれることこそが、自分たち兄妹の望みだ。

　だからアリシアの今夜の役目は、姉と獲物が二人きりになるため、庭園に向かう人間を足止めすることである……と説明してあった。同時に、可愛い妹を夜会会場で狼おおかみたちの群れに取り残さないようにする目的もある。

　――本当はあの子が考えているほど、うちは貧乏ではないけどね。

　しかし周囲に取るに足らない没落寸前貴族と思われている方が色々と都合がいい。そう、色々と。

　オルテンシアは背筋を伸ばし、堂々と歩き出した。

　目指すは庭園の奥まった場所にある温室。そこで、勝負に出る。

　自分と家族、ヴォントレン家そのものの命運をかけた戦いだ。ひいてはこの国の――行く末のために。

　オルテンシアたち三兄妹が生まれ育ったヴォントレン男爵家は、表向きしがない貧乏貴族である。それこそ辛うじて爵位を持っているだけの、要職にもついておらず領地や財産は乏しい、下っ端中の下っ端である。

　本来なら、上流階級からは歯牙にもかけられない存在だろう。それがこうして夜会に呼ばれ、持もて囃はやされるのにはわけがあった。

　端的に言うならば、顔がいいからだ。

　長兄のリディオットも長女のオルテンシアも、両親のいいところを凝縮したように容姿が並外れて優れていた。それこそ、天使や神々と崇あがめられるほどに。勿論もちろん、アリシアも非常に可愛らしい。

　いやむしろオルテンシアからすれば、妹以上に愛らしい生き物をこの世で見たことがない。あれこそ、奇跡だ。神の作りたもうた傑作品に決まっている。

　やや自信なさげなところも、警戒心が強いのに騙されやすく押しに弱い性格など、もはや罪作りな魅力である。堪たまらない。

　アリシアの長所についてなら、オルテンシアは一晩中でも語っていられる。

　だが、今は残念ながら時間がなかった。

　うす暗い小道を進むと、カディール子爵の屋敷から聞こえてくる音楽が遠のいて行く。辺りに人の気配はない。静寂が、オルテンシアの緊張を高めていった。

　――失敗は、許されない。必ずルチアーノ様を私の虜とりこにしてみせる。従順な犬として、使役してみせるわ。

　胸の前で強く拳を握り、オルテンシアは呼吸を整えた。

　整った外見にしか価値がないヴォントレン男爵家。きっとこの国の誰もがそう思っているだろう。

　――我が家が王家に次いで歴史がある血筋だとは、知っている者はほぼいないわ。

　いつの時代においても表舞台に立つことなく、貴族社会の片隅にひっそりと生息しているだけの一族に、注意を払ったり興味を抱いたりする物好きは少ない。

　それでいい。

　それこそがヴォントレン家が望んで選んだ生き方なのだから。

　――たった一人、敬愛するあの方だけが理解してくださっていれば――

　オルテンシアの脳裏に浮かぶのは、ただ一人。直接謁見が許されたのは、一度だけ。今や病床にあるこの国最高の権力者。国王のために生き、死ぬことこそが喜び。

　国王直属の間諜かんちよう。それがヴォントレン男爵家の正体だった。

　常に歴史の裏側で暗躍し、国王のためだけにその手を汚すことも厭いとわない。大切なのは、『王家』に仕えているのではなく、あくまでも国王個人に頭を垂れていることだ。

　もしも代替わりすれば、次の玉座に座った者に従う。そうやって長い時をヴォントレン家の者は過ごしてきた。

　だから、王妃や王子たちにも存在は知られていない。

　新たに王位についた者だけが、王冠と共にこの事実を引き継ぐのである。

　オルテンシアとリディオットは、生まれた時から自分たちの役目を繰り返し両親に言い聞かされ育ってきた。だから、成長すれば当然のように様々な訓練を受け、身体を鍛え、あらゆる知識を身に着けた。

　誇り高く、光栄な役目だと思っている。兄がどう考えているのかは正直よく分からないが、少なくともオルテンシアは自分の生き方に迷いはない。

　国王様のため、任務を完璧に遂行すること。これこそ一番の望みである。

　しかし、妹だけは巻きこみたくないと感じていた。

　二歳下のアリシアは、純粋でとにかく優しく性格がいい子なのだ。そんな彼女に、醜い裏社会のことを知ってほしくない。

　いっそのこと、多少お馬鹿なままでも、幸せな普通の一生をおくってもらいたいのだ。オルテンシアには叶かなえられない、平凡で穏やかな日々を掴つかみとってほしい。叶うなら、心から愛する人と。

　本当は、妹も生まれて間もないうちから間諜としての技術を学ぶはずだった。

　だがオルテンシアとリディオットが強硬に反対したのだ。

　ヴォントレン家の跡継ぎならば、自分たち二人が立派に担う。だから、どうかアリシアだけは巻きこまないでくれと、両親に懇願した。

　最初は渋い顔をしていた父と母だが、何か思うところがあったのだろう。最後は納得してくれ、妹は家の事情とは全く関わらせないと約束してくれた。彼らとしても、我が子を危ない目に遭わせる葛藤を抱いていたのだと思う。

　――もっとも今考えると、危険云々うんぬんよりアリシアを間諜として鍛え上げずにいて大正解だったわね……だってあの子ったら本当に鈍くさくて抜けているのだもの……そこが可愛らしいけれど、あれではあっという間に命を落としてしまうわ……

　オルテンシアは、過去に妹がしでかした失敗を思い出し、思わず口元を綻ばせた。

　まったくどうしてあの子は、兄に遊ばれ突撃してきた未亡人に恋人と勘違いされて湖に突き落とされたり、オルテンシアに嫉妬の焔ほのおを燃やした令嬢が投げつけたワインを頭からかぶったりするのだろう。しかも爪で引っかかれたこともあったはず。ただ隣にいたというだけで、被害のほとんどがアリシアに降りかかる。

　当の本人たちである兄姉は無傷であるのにも関わらず。

　間が悪いと言うか何と言うか、不幸体質でいっそ笑いが込み上げた。

　家族のことを考える時だけ、オルテンシアの顔には自然な笑みが広がる。

　愛いとしい妹と家を守るためなら、どんなことでも耐えられるし、辛いとも思わない。

　そう。たとえばこの身体を使って、好きでもない男を誘惑するなど容易たやすいことだ。

　オルテンシアは、辿たどり着ついた温室の前で深呼吸をした。

　もう引き返せない。自分の任務は、この扉の中にいるルチアーノ・オズワルドを骨抜きにすること。そして最終的には、どちらの王子に与くみするかを探り、最悪の場合彼を始末しなければならない。

　現国王には二人の息子がいる。

　一人は正妻の息子である第一王子、ルヴィオ殿下。もう一人が身分の低い側室が生んだ第二王子、ライナス殿下だ。

　表向き、父親である国王は次の後継者を明確に指名してはいない。そのため、水面下で権力争いは激化していた。

　今のところ優勢なのは、正妃の息子であり長子であるルヴィオ。弟のライナスは公務に手を抜いてばかりの上能力が低く、女の尻ばかり追いかけている――というのが世間的に流れている噂うわさだ。しかしこれは大半が真実ではない。

　第二王子の悪評は、そのまま第一王子の蛮行だった。どこでどう主語が入れ替わったのか、本来無能と罵られるべきはルヴィオの方なのだ。

　正妃の権力が絶大故にライナスは活躍の場を奪われているのに過ぎない。実際の彼は、与えられた数少ない任務はしっかりこなし、人望も集めている。

　だが問題は、第二王子に玉座への野心がないことである。ライナスは兄を慕い、補佐することを望んでいる。対してルヴィオ側はできのいい弟を疎んでいる――

　立場に能力と器が伴わないことは、ある意味悲劇だ。この兄弟も生まれた順番が逆であったなら、ここまで拗こじれなかったのかもしれない。あまりにも正反対な二人の王子。

　――似ているのは、女好きという点だけかしら。

　まったく男というものは……と溜ため息を吐きたくなるのをぐっと堪え、オルテンシアは温室内の気配を窺うかがった。

　中では、微かすかに人の気配がする。淡い光がガラス越しに滲にじみ、獲物の影を浮かび上がらせていた。

　まだ二十八歳のルチアーノは、次期宰相とも謳うたわれる優秀な男だ。そしてオズワルド伯爵家は、どちらの王子を支持するのかを明確にしていない。おそらく彼がどう動くかによって、王位争いは大きく変わる。

　現時点では政治の中枢にいなくても、将来的に大きな力を発揮するだろうルチアーノ。オズワルド家は伯爵家の中でも歴史が古い家柄として、地位が高い。

　男嫌いのオルテンシアも、少々興味をそそられた。

　できる男は嫌いじゃない。世の中に、あまりにもできない男が多すぎるだけだ。

　今夜のオルテンシアの任務は、ルチアーノを落としてどちらの王子に仕えるつもりか見極めること。そして万が一第一王子ルヴィオを選ぶのであれば――

　――この手で、殺す。

　おそらく現国王は、ライナスに玉座を譲るつもりだ。まだ年若いけれど、聡明そうめいで思慮深い、そしてしたたかなあの青年に。

　ヴォントレン男爵家は、国王の意に逆らわない。むしろ先んじて、忖度そんたくする。

　慈悲深く、息子たち二人にも国民にも愛情を注いでいる国王は、間違ってもルヴィオを排除せよなどと命令を下すはずはない。更に言うなら、後ろ盾となる力を削そげとも言わないはずだ。

　どんなに未来を憂いていても自ら動くことなど、あの老王には難しい。ならばオルテンシアの役目はただ一つ。

　重いガラス扉を開き、温室の中に足を踏み入れる。緑と花の香りが、ぶわりと鼻腔びこうを満たした。静謐せいひつな月の光が、幻想的に植物を照らしている。

　湿度を含んだ空気が動き、中のベンチに腰かけていた男が顔を上げた。

　暗がりでも輝く、サファイヤブルーの瞳。月光に似た銀の髪。やや長めの前髪が、サラリと揺れた。

「誰ですか……？」

　最初に感じたのは、耳に心地いい声だということだった。

　低すぎも高すぎもせず、穏やかに耳を擽くすぐる。やや間延びし、ゆったりとした喋しやべり方かた。どこかで聞いた覚えもあるが、思い出せない。

「おや、妙齢の女性が供もつけずにこんな暗がりに入ってくるものではありませんよ」

　注意と言うには柔らかな声音で、彼は苦笑した。笑うと、実年齢よりずっと若く見える。優し気な顔立ちのせいか、身体つきはしっかりとしていて男性的なのに、どこか中性的にも感じられた。

「お邪魔して申し訳ありません、ルチアーノ様。なにやらご気分がすぐれないご様子でしたので、心配で後を追ってしまいました」

「僕のことをご存知なのですか？」

「勿論です。オズワルド伯爵家のご嫡男様を知らない者などおりませんわ。そんなことより、酔い覚ましにいらしたのですよね？　ご気分はいかがですか？」

　ずいっと距離を縮めたオルテンシアは、自分が一番美しく見える角度で首を傾かしげた。ついでに両腕で谷間を強調することも忘れない。過去、これで頬ほおを赤らめなかった男はいなかった。けれども。

「ご心配をおかけしてしまったのですね。申し訳ない。もう大丈夫です。では会場に戻りましょうか」

「え」

　あっさりと笑顔で躱かわされ、思わず二の句が継げなくなった。オルテンシアの予定ではここで語らった後、二人きりになれて色々仕込みやすい密室に移動するつもりだったのだ。まさか夜会に帰ろうと言われるとは、想像さえしていなかった。
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　しかもこの男、自慢の胸には一瞥いちべつもくれてこない。

「さ、行きましょうか。お送りしますよ」

「もう少し休まれた方がよろしいのでは？」

　むしろ、この場に留とどまってくれ。

　オルテンシアは動揺を悟られないよう、平静を装ってもう一度渾身こんしんの笑顔をこぼす。更にベンチから立ちあがりかけていたルチアーノの隣に素早く腰を下ろした。

「やはりまだ顔色が優れませんわ。急いで戻らなくてもよろしいのではなくて？」

　悩ましく眉根を寄せ、やや上目遣いで彼を見上げた。ルチアーノの頬に手を添えかけ、寸前で恥じらい指先をさまよわせる演出付きだ。どんなに野暮やぼな男でも、これでチェックメイト。だが。

「大丈夫ですよ。本当は少し一人になりたかっただけです。ですがもう貴女に見つかってしまいましたから、かくれんぼも潮時ですね」

　頑かたくなに戻ろうとしているが、耳が赤くなっているところを見ると照れているのだろうか。

　いまいち真意を測りかね、オルテンシアは頭を働かせた。

　ルチアーノの顔を覗のぞき込こみ、裏に隠された本音を探る。人の裏側を暴く能力には、自信がある。オルテンシアは体力腕力で男性に劣る分、これまで言葉を弄して危険な任務をこなしてきたのだ。

　普段、超絶美形の兄を見慣れているせいで、自分の美的感覚がやや麻痺まひしている自覚はあるが、ルチアーノもそこそこ整った顔立ちだと思う。物腰が柔らかく丁寧な言葉遣いは女性に受けるだろう。

　僅かに垂れた眼元。いつでも優美な笑みを絶やさない唇。そして醸し出す優しい雰囲気。

　いかにも人畜無害なお人好ひとよし――それが第一印象だ。

　よく言えばおっとり癒いやし系。悪く言えばぼんやりした青年である。せっかく整った容貌が、草食動物めいた長閑のどかさで台無しになっていた。

　――でも、この方が次期宰相と囁ささやかれる切れ者なのも事実なのよね。人は見かけによらない。私は油断しないわ。

　改めて腹に力を込め、オルテンシアは作戦を変更した。

「では、本当のことを申し上げますわ。少しの間でいいのです。どうか私とお喋しやべりをしていただけませんか？　私はヴォントレン男爵家のオルテンシアと申します。実は以前からルチアーノ様をお慕いしていました」

　どうやら遠回しな言葉では彼に届かないと悟り、直球勝負に打って出る。下品にならない程度、身を寄せれば、ルチアーノは微かに片眉を引き上げた。

「……社交界の華と名高い貴女を知らない男など、貴族社会にはいないでしょう」

　声音が変化したのは、こちらに興味が湧いたからか。先ほどから眼はあっていたはずだが、今やっと本当の意味で視線が絡んだ気がした。

「ですが意外ですね。オルテンシア様は孤高で高根の花だと伺っています。誰のものにもならない。触れさせもしない。許されるのは足元と手の甲へのキスのみだとか」

「そんな。まるで私が異性を誑たぶらかし翻弄する悪女ではありませんか」

「滅相もない。気高く皆の憧れだと申し上げたかったのです」

「では、そう言われている私が、たった一人の男性に恋焦がれていると申し上げても、信じてはもらえないでしょうか？」

　愁いを帯びた瞳を伏せ、媚こびと取られないよう敢あえて身体を離した。一定の距離を測り、切なく睫毛を震わせる。意図せず想おもいを吐露してしまった令嬢を演じ、頬を染めるのも忘れない。

　オルテンシアにとって、顔色を赤く変えることくらい造作もないことだ。

　どうやらルチアーノには、色仕掛けよりも清純派な女性を演出した方が効果的だと判断し、切ない恋心に身を焦がす眼差しを彼に向けた。

　だが、オルテンシアは未だ恋も愛も知らない。家族以外の人間に、特別な感情を抱いたことがなかった。

　必要だから、振りをしているだけ。いつも自分に向けられている崇拝者たちの潤んで熱っぽい視線を真似まねしているだけだ。それでも、嘘うそだと見抜かれない自負はある。

　――そうよ、もっと私を見つめなさい。あらゆる努力と労力をかけ磨き上げたこの肢体に、触れてみたいとは思わない？　だったら遠慮せず、手折ってくれて構わないわ。

　代わりに相応のものを支払ってくれるのなら。

　ルチアーノ・オズワルドならば相手にとって不足はない。勿論、一夜限りのお遊びで終わらせる気は毛頭ないし、きちんと責任も取っていただく。つまりは結婚だ。

　男爵令嬢風情が伯爵家嫡男を射止めるのはなかなか難しい。しかし不可能ではない。オルテンシアは愛人などという不安定な身分に落ち着く気はまるでなく、いついかなる時も上を目指していた。

　身分は高くて邪魔になることはない。だが流石さすがに王族や公爵家を狙うのは難しい。立場上、煩わしいことも増えるだろう。ならば伯爵家が適当か。もっと言えば、馬鹿と不細工もごめんである。

　面倒な親類縁者がいないことも重要な条件だ。それら諸々もろもろを鑑みた結果、ルチアーノは理想的な結婚相手と判断を下した。オルテンシアは与えられた任務も果たすが、同時に安定した生活も手に入れたい。

　いつ家族に危険が及ぶのか、永遠の別れが訪れるのかと怯おびえながら過ごすには、一生は長すぎる。だったら、オルテンシアが強い後ろ盾を得ればいい。

　――私が嫁いだ先が、簡単には切り捨てられないくらい力のある家ならば、国王様もそうそう危ない任務をお父様やお兄様に命じはしないでしょう……

　ただの伯爵家では、弱いかもしれない。しかし、ルチアーノにはとある秘密があった。

　それは、彼が現国王の今は亡き姉の子供であるというものだ。しかも彼女が未婚のまま産み落とした赤子である。王家にとっては大いなる醜聞だ。知る者はごく少数に限られているが、ヴォントレン男爵家にはこっそりと伝えられていた。

　若くして命を落とした王女は、もともと素行が褒められたものではなかったらしい。次々と恋人を変え、奔放なお付き合いを隠さず、最後は父親の分からない子供を産んだ。対外的には病死と伝えられているけれど、真実は産後の肥立ちが悪く、衰弱したらしい。

　全てはオルテンシアが生まれるずっと前のこと。

　娘の軽はずみな行為に激怒した前国王も、幼い孫の命を奪うことはできず、こっそり信頼の厚い臣下であるオズワルド伯爵にその子を託したそうだ。その子供こそがルチアーノであった。

　つまり現国王にとって彼は、甥おいにあたる。

　――無下には扱えないでしょう。同時に、脅威でもあるはず。

　現在この事実を認識しているのは、国王とオズワルド伯爵、そしてヴォントレン家のアリシアを除く家族だけ。オズワルド伯爵夫人は、既に亡くなっている。

　それでも、絶対に安心などということはない。仮に証拠がないとしても、一度噂が立つだけで命取りになりかねないものだからだ。それほど、この秘密は重く大きかった。

　――脅威を取り除く方法は二つ。味方に引き入れ同調するか、はたまた完全に排除するかだわ。

　もしもルチアーノがライナスを支持してくれるのなら、オルテンシアは任務遂行しつつ最強の夫と後ろ盾を手に入れられる。まさに一石二鳥。一粒で二度美味おいしい。だが、万が一彼がルヴィオを選択するのなら――自分は王族殺しになる。

　あまりにも真逆の賭。

　――さて、あなたはどちらの道を行く？

　オルテンシアは、存分にルチアーノの視線を引き付けていることを意識しながら、しどけなく肩を震わせた。

「そんなに凝視なさらないでくださいませ。私、穴が開いてしまいますわ」

「ああ……申し訳ありません。噂通り、とてもお美しい方だと思い、見つめてしまいました」

「嫌ですわ、恥ずかしい」

　やはり押すより引いた方が、彼には有効のようだ。先ほどより格段に、いい雰囲気になっている感じがする。

　丁寧に口紅を塗った唇を綻ばせ、オルテンシアは横目でルチアーノを観察した。

　普通の男であれば、そろそろ肩を抱こうと機会を窺ってくるはずだ。さもなければ手を握ろうとそわそわしていてもおかしくない。どちらにしろ、オルテンシアに触れようとしてくるに決まっている。

　他の崇拝者たちには簡単に触らせたりしないけれど、ここはぐっと我慢。覚悟を決めたオルテンシアは、彼が動くのを今か今かと待っていた。

　だが、ルチアーノは一向に動かない。ただひたすら、こちらをじっと凝視している。痛いほどの眼差しで。真っすぐ瞬きもせず。

　――な、何なのこの人……まさか経験がなさ過ぎて女の扱いが分からないのかしら？

　しかし前情報では、人並みに色々しているはずだ。彼が極端に奥手だとか、男色家などという話は聞いたことがない。友人は多く、非常にモテるとも耳にしていた。

　――まさか、私が好みではないということ？

　何という屈辱。

　オルテンシアは想像だけで、意識が飛びかけるほどの衝撃を受けた。異性から、対象外と烙印らくいんを押されたのは、生まれて初めてだったからだ。けれどもそれにしては、見つめてくるルチアーノの瞳は熱心だった。

「あの……そんなに見ないでいただけます？」

　今度は計算づくの恥じらいではなく、オルテンシアは思わず本音を漏らしてしまった。声も作った甲高いものではなく、やや低くなってしまう。

　十五歳の時から本格的に家のために働き出し、こうして素の部分を任務中に出してしまうのは何年ぶりだろう。最初の内は時折動揺してしまったこともあったが、もうずっと完璧に仮面を被っていられたのに、今夜は何故なぜか失策を犯してしまった。

　しまった、と思ったがもう遅い。

　このままでは彼に呆あきれられ、会話を終了されて、夜会会場に戻られてしまう。そうなっては、計画が台無しだ。

　――この私が、乱されるなんて……っ、やはり油断のならない方だわ……

　主導権を渡すわけにはいかない。手綱を引くのはオルテンシアの方だ。

　呼吸を整え、気分を切り替える。

　挽回ばんかいするため、いっそ強引に仕掛けるべきかとオルテンシアが思案していると、ルチアーノが突然笑い出した。

「……ふ、ははっ……オルテンシア様は噂に聞いていたのと、随分違うのですね。もっと取り澄ましたご令嬢だと思っていました。面白いな、もう少し僕と話していただけませんか？　できれば、二人だけで」

「え……？」

　けれど予想外に、彼の興味を引くことに成功したらしい。

　明らかに先刻よりも生き生きとして、彼は深い碧あおの瞳を煌きらめかせていた。

「ほ、本当ですか？　ええ勿論です」

　オルテンシアが頷うなずくと、ルチアーノは眼を細めた。笑っているとあどけなく見えた表情が、それだけで別の印象に変わる。野生の獣が草むらに身を潜め、獲物に飛びかかろうとする直前のような緊張感が一瞬生まれた。

「……誰のものにもならない貴女がご自分から近づいてきてくださるなんて、僕は多少自惚うぬぼれてもいいのでしょうか？　オルテンシア様、僕はこう見えて一度手に入れたものは絶対に手放さない質たちなんですよ？」

「は、はぁ、そうなのですか」

　――この方、何だか捉えどころがないわ。まるでお兄様みたい。

　リディオットも、本音や内面を悟らせないところがある。外見や醸し出す空気はまるで違うのに、ルチアーノと兄は奇妙に似ていた。つまりは、油断していると噛かみつかれそうなのである。

　オルテンシアは背筋を正し、負けてたまるものかと己を鼓舞した。

「場所を移動しましょうか。温室は、長居するには蒸し暑いですから」

「ええ」

　差し出された彼の手に自らの手を重ね、オルテンシアはベンチから立ち上がった。まずは第一段階成功。このまま止めを刺してやる。一晩明ければ、ルチアーノの身も心も財産も地位も全て自分のものだ。

　優雅な足どりとは裏腹に、オルテンシアは黒い笑みを浮かべた。あくまでも、心の中で。実際には一分の隙も無い可憐かれんで麗しい微笑を保っている。

　――少しは他の方と違うのかと期待したけれど、ルチアーノ様も所詮普通の男ね。眼の前に美味しそうな女がいれば、喰くらいつかずにいられないのだわ。

　正直、オルテンシアは落胆していた。自分から誘っておいて何なのだが、もう少し別の反応を待っていたのだと首尾よく事が運んで気がついた。

　拒絶されては困るが、本当は自分の誘惑を突っぱねてほしかったのかもしれない。いくら据え膳を用意されていても、手を出さない自制心や忍耐力、それに紳士的な対応を望んでいたのだ。

　――五年前、私を助けてくれた男性のように……

　オルテンシアは社交界デビューしたての頃、男に襲われそうになったことがある。

　当時まだ十五歳。一応は大人の仲間入りを果たしたと見なされたとは言え、実際には心も身体もまだまだ子供だった。いくら昔から絶世の美少女と讃たたえられていても、手足の細さや顔つきには幼さが残っていたのだ。

　しかしオルテンシアの魅力は、何よりも印象的な瞳にあった。

　新緑に似た双眸そうぼうはどこまでも澄んでいて、見る者を老若男女問わず引き込まずにはいられない。どこか物憂げで哀愁を帯びた眼差しは、とても年若い娘のものではなかった。力強く光を放ちながらも、翳かげりを宿した色。相反する視線に囚とらわれれば、誰しも心を奪われてしまう。

　これこそが、オルテンシアを年齢不詳で唯一無二の存在に引き上げていた。

　ただ容姿が整っているだけではなく、不思議な雰囲気を持つ少女。僅か十五歳にして妖しい色香を漂わせる無垢むくな乙女を、遊び慣れた男たちが放っておくわけがない。

　ましてやその娘が、明らかに格下の『貧乏男爵家の長女』ともなれば、金をちらつかせて味見をしてみたいと不埒ふらちな願いを抱く下種どもは後を絶たなかったのだ。

　故にあの夜も、オルテンシアの周りには大勢の男性が集まっていた。

『ああ、何て美しいんだ。まるで女神のようじゃないか』

『次のダンスは私と踊ってくれるね？　オルテンシア』

『抜け駆けはいけませんぞ、ギムレット伯爵！　レディ、先日の贈り物は気に入っていただけたかな？』

『まぁ……皆さま、いっせいに話されては、私聞き取ることができませんわ』

　蠱惑的こわくてきな唇で弧を描き、オルテンシアは小首を傾げた。一番可愛いと言われる角度だ。

　計算しつくされた仕草で睫毛を震わせる。

『本当に申し訳ありません。私、不注意で足をくじいてしまい、本日はダンスをお断りしているのです』

　今夜何度目か知れない言い訳をという名の嘘を口にした。

　本音は、『お前たちなんかと踊りたくない』の一言に尽きる。

　既婚者や、理想の結婚相手の範疇はんちゆうから大幅にはみ出ている男たちに構っている暇はないのだ。そんなことは時間の無駄。労力の無駄遣いである。

　愛想笑いだってタダじゃない。目的があるからこそ、表情筋を酷使する気にもなる。

『足を怪我けがしただって？　それは大変だ！　是非私が手当てしてあげよう』

『お気遣いありがとうございます。ですが間もなく兄が迎えに来てくれますので、ご心配には及びませんわ』

　だからその汚い手を放せ、と心の中で罵って、オルテンシアは優雅に男の魔手から身を翻した。

　彼はさもこちらを案じ、親切めかしてはいるが、『空き部屋に連れこんであれこれしよう』という目論見もくろみが駄々洩れである。もう少し、建前を上手うまく使い分けてほしい。その程度のことができない時点で、オルテンシアにしてみれば『外れ』以外何ものでもなかった。

　利用価値がなく、見てくれも頭もイマイチな男など、断固お断りだ。

『そう言わず、休憩だけでも』

　オルテンシアが断れば、ほとんどの男は諦めてくれたが、一人だけしつこく誘ってくのはギムレット伯爵だった。馴なれ馴なれしい距離感が不快感を呼び起こす、男盛りの三十歳。

　早くに結婚した妻とは別居中。遊び人と名高く、にやけただらしない口元が、せっかく整った容姿を台無しにしていた。

『えっ……』

『今夜はここに滞在させてもらう予定で、部屋を借りている。そちらでゆっくり二人きりで語らおうじゃないか』

　オルテンシアを取り囲んでいた中で最も高位の貴族でもある彼に、他の男たちは強く意見できないらしく、誰も止めてくれなかった。いや、あわよくば次のおこぼれにあやかろうと下卑た考えでも巡らせたのかもしれない。

『ちょ……』

　ギムレット伯爵に人の輪の中から連れ出されたオルテンシアは、あっという間に会場から廊下へと連行されてしまった。

『は、放してください』

『遠慮することはない。リディオット君なら、先ほどワイズ未亡人とどこかに消えていったよ。きっと今頃取り込み中だ。とうぶん君の迎えには来られないだろう』

『はいっ？』

　オルテンシアの鉄壁を誇る外面が、思わず剥はがれかかってしまった。いくら優秀で聡明であっても、まだ十五歳なのだ。駆け引きの実戦経験は足りないし、何よりも成人男性の力に敵かなうはずもない。身体を鍛えていても、こんな場合の対処法はまだ分からなかった。

　引ひき摺ずられるようにして廊下を進み、段々ひと気がなくなってゆく。すれ違う使用人の数は減り、会場内で演奏されていた音楽や人々の喧騒けんそうが聞こえなくなっていった。

　――これは、まずいわ……お兄様の馬鹿っ、本当に頼りにならないんだから……！

　オルテンシアは心の中で、兄にあらん限りの悪態を吐いた。

　姿形は神々もかくやという超絶美形の兄ではあるが、いかんせん何を考えているのか分からない。そして無類の女好き。しかしそれさえどこまで本気でどこからが演技なのかが読めず、優秀なのにちゃらんぽらん。

　家族であっても、彼の全てを理解することは難しい。まるで底なし沼。それも一見透明度が高く麗しく見えるのが質が悪いところだ。

　――今夜は私をエスコートして、きちんと危険から守ってくださる約束でしょう……っ？　傍を離れてどうするのよっ！

　とにかくこのままでは最悪ギムレット伯爵に部屋へ連れ込まれてしまう。そしてリディオットの助けが期待できないことは理解した。だとすれば、オルテンシアは自力でこの窮地を抜け出さねばならない。

『困ります、ギムレット伯爵様』

『何を言う。最初から、こうなることを期待していたんだろう？　大丈夫、分かっている。援助してくれる男を漁あさりに来たくせに、今更もったいぶるなんて無粋だよ』

　酷ひどい侮辱に、一瞬オルテンシアの意識が飛びかけた。

　人間、あまりにも腹が立つと、頭が真っ白になるらしい。

『失礼ですわ、伯爵。我がヴォントレン家にも、懇意にしている方はおりますのよ？』

　ここで感情のまま憤慨すれば負け。

　オルテンシアは強張こわばりそうになる口元を、無理やり綻ばせた。

　――私もまだまだね。この程度で気持ちを乱すなんて、修行が足りないわ。

　吹き出しそうな憤怒を押しこめて、理性の天秤てんびんを傾ける。これくらいで動揺するとは、所詮小娘と侮られても仕方ない。

　そもそも男性一人あしらえないようでは、ヴォントレン家の長女として不適格だ。

　オルテンシアは、もしかしたらリディオットから試験を仕掛けられているのかもしれないと思い至った。兄の手助けがなくても、己の任務を果たせるかどうか試されている。だとしたら、絶対にオルテンシアは無様な真似などするわけにはいかなかった。

　――独りで何とかしなくては……誰にも頼っちゃ駄目。

　大きく息を吸い、オルテンシアは鏡の前で何度も練習した男を虜にする微笑みを繰り出した。

　体力でも経験でも兄に遠く及ばない自分ではあるが、これだけは負けていないと自負している。オルテンシアの最高にして最強の武器。――女の色香だ。

『性急に事を運んでは、駆け引きの過程を楽しめませんわ』

　言外に、がっつく男を揶揄やゆすれば、ギムレット伯爵の勢いがやや削がれた。

　だが、これで体勢を立て直し逃げられる――とオルテンシアが思った瞬間。

『ごちゃごちゃ煩うるさいな。貧乏貴族の娘ごときが、出し惜しみするな』

『……っ、ぐっ？』

　どうやら、ギムレット伯爵はオルテンシアが想像しているよりずっと、下種で卑劣な男であったらしい。

　何かの薬剤が浸しみ込んだ布で口と鼻を塞がれ、一息吸っただけで喉が焼かれた。瞬く間に視界が滲み、オルテンシアの身体から力が抜ける。

『あっ……？』

　立っていられなくなり、倒れこんだ先はギムレット伯爵の腕の中。嗅ぎたくもない男の体臭に、吐き気が込み上げた。

『ふふ……私が大人の遊びを教えてあげよう』

　いらぬお世話だと叫びたい。

　もしもオルテンシアが大人の階段を上るのなら、相手はこんなつまらない男となどではない。自分を一番高く買ってくれる者――そして家族を守り救ってくれる度量と器量がある者だ。

　愛は求めない。代わりに、安定と安寧を約束する財力と知性を希望する。

　――飲み物や食べ物には充分気を配っていたのに、まさかこんなっ……

　オルテンシアは妙な薬を混入されないよう、万全を期していた。しかし犯罪同然の直接的手段に打って出られたのは計算外だ。自分が甘かったとしか言いようがない。

　ぎりりと奥歯を噛かみ締しめながら、必死で抵抗を示す。

　こんな男に好き勝手されて純潔を失い、愛人まっしぐらだなんてごめんだ。

　しかし勇ましい気持ちとは裏腹に、手足は思うように動いてくれなかった。景色はどんどんぼやけて、頭は霞かすみがかってくる。更に聴覚にも影響を及ぼしたのか、ギムレット伯爵の言葉は不明瞭な雑音にしか聞こえなくなっていった。

『さ、部屋はこちらだ』

　オルテンシアは半ば引き摺ずられながら、開かれた扉の奥に押し込まれそうになる。中に入れられてしまえば、身の破滅。未婚の乙女としての評判は地に堕おちる。そして大切な家族も。

　――それだけは嫌！　何も知らない妹のアリシアだけでも、幸せな結婚をさせてあげたいのに……！

　濁る思考の中、懸命に退路を模索しても、重い身体は言うことを聞いてくれなかった。これでは、どこにでもいる『何もできない貴族令嬢』と全く同じだ。自分はヴォントレン家の娘として、色々なことを身に着け厳しい修行を積んできたのに、全てが無駄になってしまう。

　オルテンシアはままならない足を踏ん張り、全力で声を絞り出した。

『……い、いい加減にしてくださいませ、冗談では済みませんよ……！』

『勿論冗談などではない。大人びていても所詮小娘だな。瞳を潤ませて、そそられる』

　しかしギムレット伯爵は余計に興奮したらしく、今や劣情も露あらわに下半身を押しつけてきた。その禍々まがまがしくおぞましい感触に、流石のオルテンシアも泣きたくなる。

　誇り高く、同年代の友人と比べずっと精神的に成熟していても、まだ子供同然。異性から剥むき出だしの情欲をぶつけられれば、怖くて堪らない。

　――お兄様、助けて……！

　当てにならない兄とは言え、この場で頼れるのはただ一人。オルテンシアは心の中でリディオットを呼んだ。その時。

『――嫌がる女性をどうこうするのは、紳士として恥ずべき行為ですよ？』

　場違いなほどのんびりとした声が、背後で聞こえた。

　――もしかして、お兄様が助けに来てくれた……？

　頭がぐらぐらして、眼も耳も使い物にならない。全てが薄い幕の向こうに隔たれているみたいだ。

　不快なだけだった伯爵の腕の中から救い出され、別の男性に支えられたのをぼんやり感じる。その瞬間、兄が好んで使っている香水とは違う香りがオルテンシアの鼻腔を満たした。

　――お兄様じゃない……誰？　でも……不思議とこの人の手は、怖くない……

　オルテンシアの瞼まぶたが落ちてゆく。言い争う男たちの声も遠のいていった。

　後は、暗闇。意識を失うオルテンシアの身体を危なげなく支えてくれる人の姿は、最後まで確認することができなかった。

「――では行きましょう。カディール子爵には部屋を借りています。そちらでよろしいでしょうか？」

　過去の思い出に浸っていたオルテンシアは、ルチアーノの声で我に返った。

　ここが五年前の夜会会場ではなく、カディール子爵の屋敷であることを思い出し、慌てて頭を切り替えた。

「はい、喜んで」

　あの時自分を助けてくれた男性については、残念ながら、声もろくに覚えてはいない。薬で朦朧もうろうとし、どうにか眠らずにいるだけで精一杯だったのだ。オルテンシアは男たちの遣やり取りもほとんど聞き取れず、お礼もきちんと伝えられなかった。

　あの人はオルテンシアの外聞に傷がつかないよう取り計らい、人目につかない場所で介抱してくれたのに、とある一室に運ばれた時、最初自分は失礼にも警戒してしまった。ギムレット伯爵と同じで、彼もまた獣欲を露にするのではないかと怯えてしまったのだ。

　男性は皆、オルテンシアの美しさに惑わされる。

　平静でいられるのは、父と兄だけ。こちらには誘惑の意図などなくても、勝手に都合よく解釈して強引に迫ってくる者ばかりだった。いつしか極度の男嫌いになっても仕方がないだろう。

　だからこそ余計に、異性のあしらい方を熱心に学んだのだ。

　家業のため。そして自分自身を守る術を得るために。オルテンシアの計算されつくした媚態びたいは、生き残るために磨かれた刃物も同然だった。

　――万が一、ルチアーノ様を手にかけなければならなくなっても、結婚さえしていればオズワルド伯爵家の恩恵に与あずかれるんじゃないかしら？　むしろその方が好都合かもしれないわ。

　夜会会場である屋敷に滞在するとなれば、他者の眼に触れる可能性が高く、目撃者がいれば既成事実を盾にして結婚を迫りやすい。

　望んだ以上の収穫に、歓喜で背筋が震えた。

　にんまりとしてしまいそうになる唇を愛らしく微笑ませ、控えめに彼と腕を組む。

　偶然を装って豊満な胸を掠かすめさせれば、ルチアーノの肩が微かに強張った。

　――……ふ。勝ったわ。

　共に温室を出て庭園を歩き出すと、遠目にアリシアが立っているのが視認できた。オルテンシアの視力はいいのである。しかも愛しい妹の姿を見逃すはずはない。

　どうやら人払いをするという役目をきちんと果たしてくれていた彼女に満足し、礼を告げるつもりで軽く顎を引いた。

　気になるのは、一緒にいる男性がリディオットではなかったことだが、この場は気にしないこととした。何かあれば、流石の兄も助けに入るだろう。

　アリシアの側から男性の手を取って歩き去ったところを見ても、絡まれていたわけではないのだろうし、もしかしたら好みの人を見つけたのかもしれない。だとすれば、喜ばしい限りだ。

「暗いので、足元に気をつけてください」

　月明かりの下、ルチアーノの銀髪は幻想的で美しかった。美形を見慣れたオルテンシアでさえ、はっと息を呑のむ。

　サファイヤブルーの瞳はまるで、星が輝く夜空だ。思わず引き込まれそうになって、慌てて視線を逸そらした。

「あ、ありがとうございます」

　どうにも調子が狂う。こんなふうにエスコートされるのは初めてではないし、のぼせ上がるほど初心でもない。なのに何故かオルテンシアの心臓はいつもより早い鼓動を刻んでいた。

　もしかしたら、ほんの少しだけ五年前に助けてくれた紳士と、彼の声や香りが似ている気がしたからかもしれない。もっともあの時は意識朦朧いしきもうろうだったので確信は持てないけれど、何となくルチアーノの間延びした穏やかな話し方や雰囲気は、オルテンシアに安堵あんどをもたらしてくれた。

　――馬鹿馬鹿しい……彼は私の『獲物』よ。余計な感慨はいらないわ。

　感情も不要。むしろ邪魔である。恋や愛など自分には関係がない代物だ。結婚は家同士を結ぶただの契約でしかない。

「オルテンシア様は、猫に似ていますね」

「え？　猫？」

　瞬時に、オルテンシアの頭に勝手気ままな猫が浮かんだ。飼い主を翻弄し、何物にも縛られない自由な生き物。

　妹のアリシアは動物全般が好きだが、オルテンシアはどちらかと言えば逆だ。特に従順さを持たない猫は苦手だった。

「……自分勝手、とおっしゃりたいのでしょうか？」

　とても誉ほめ言葉とは思えず、もしや本当の目的を見破られているのかと警戒する。オルテンシアが見上げると、ルチアーノは屈託なく破顔した。

「まさか！　大きな眼が印象的で愛くるしいという意味です。僕は動物の中で猫が一番好きなのですよ。彼らは人間の都合などお構いなしだ。あの気高い自由が羨ましい。僕はもっと振り回され、めちゃくちゃにされたいんです」

「……え」

　前半はともかく、後半は何だかうすら寒い心地がする発言をし、彼は頷いた。

　気持ちが悪い。

　動物を愛玩することは良いが、めちゃくちゃにされたいとまでのたまう神経はオルテンシアに理解できなかった。

　やや引いてしまった気持ちを立て直すのに必死で、オルテンシアは頭を全力で働かせる。ここは何か気の利いたことを言って、会話を弾ませるべきだ。ならば同意し共感を示すか。

「……その警戒心を漲みなぎらせているところも堪らないな」

「何かおっしゃいました？」

「いいえ、何も。猫は餌をもらう時には甘える仕草をするのに、目的がなければ近づいて来ないところも可愛らしいですよね」

　オルテンシアは真剣に考えていたせいで、ルチアーノの言葉を聞き逃してしまった。だがあまり重要な話ではなかったらしい。と言うか、猫が如何いかに愛らしい生き物であるかの力説が続いていたようだ。

「え、ええ。そうですわね。自分から撫なでろと要求しておいて、満足すると急に爪を出したりしますわね」

「そんなところもまた、胸が締め付けられます」

　満面の笑みを浮かべた彼は、我が意を得たりといった風情で何度も首肯した。そしておもむろに立ち止まり、オルテンシアを見つめながら右手を包みこむように両手で握ってくる。

「僕たち、気が合いそうですね」

「はい、ルチアーノ様」

　躊躇ちゆうちよなく嘘を吐き、オルテンシアは瞳を細めた。こうなったらいくらでも猫好きの仮面を被ってやる。

　賑わう夜会と人を避け、二人は屋敷の中に戻った。オルテンシアは誰かに目撃されたかったが、残念ながら人目に触れることなく彼が借りている部屋に到着してしまう。

　促されて入った室内は、おそらくカディール子爵邸で最もいい客室だろう。立派な調度品が置かれ、広々としていた。ヴォントレン家ではお目にかかれない豪華さである。

「どうぞ、座ってください。今飲み物を用意しましょう」

「私がいたします。それであの、先ほどから気になっていたのですが、ルチアーノ様が私などに敬語を使う必要はありませんわ。名前もどうぞ、呼び捨てにしてくださいませ」

　同じ貴族でも、伯爵と男爵では天と地ほどの差がある。しかも彼は秘密裏とは言え王族の血を引いているのだ。オルテンシアとしては、呼び方を変えてもらうことで距離を近づける思惑もあったのだが。

「そんなことを気にされていたのですか？　この喋り方は僕の癖みたいなものです。父にももっと堂々としていろと諭されるのですが、子供の頃から染みついているので、きっと今後も直らないと思います。オルテンシア様もどうぞ、気になさらないでください」

「あ……そうですか」

　企たくらみは、あえなく失敗した。

　やや接近できたかと思えば、壁を築かれた気分だ。本当に扱いにくい。ならば、こちらから一歩前に出る。

「ルチアーノ様はご家族やご友人からはどんな愛称で呼ばれているのですか？」

　遠回しに、オルテンシアも愛称で呼びたいと匂わせた。相手が近づいてこないのなら、こちらが踏みこむまでだ。

「ルカなどですかね」

「素敵ですね。私も……」

「でも僕は気に入っていないのですよ。だって聖人と同じ呼び名だなんて、恐れ多いでしょう。僕はそんな大それた人間ではありませんから、オルテンシア様はルチアーノと呼んでください」

　いきなり先手を打たれた。手強てごわい。

　獲物の防御力の高さに、オルテンシアの闘争心が俄然がぜん燃えてくる。

「聖人と同じ名を避けたがるなんて、ルチアーノ様は奥ゆかしくていらっしゃるのですね」

「ははっ、友人たちからはもっと野心を持てと助言されますけどね。表立って争うのは、苦手なんです」

　裏で暗躍するのは得意であると聞こえなくもない。いささか解釈に悩まされる。

「ですが貴方は実業家でもいらっしゃいますよね。あれも一種の勝負事ではありませんか？」

「よくご存知ですね。貴族にとって労働は卑しいものと考える人が多いので、一応は秘密にしているのですが」

「私も友人は多いので、色々な方面からお話が耳に入ることがあるのです。ルチアーノ様はお目立ちになりますし」

　オルテンシアが抱える大勢の崇拝者たちは、情報網でもある。彼らは自分の歓心を得るために、こぞって秘密や噂を咥くわえ持ってきてくれるのだ。もっとも、それがなくてもヴォントレン家の調査力を舐なめてはいけない。

「そうですか……まぁ、人の口に戸は立てられませんからね。ですがオルテンシア様もあまり言いふらさずいてくださると、助かります。僕にとって商売は暇潰しのようなものですが、立ちいかなくなると迷惑をかけてしまう相手もおりますので」

「暇潰し……ですか」

　てっきりお金儲もうけが好きなのかと予想していたが、全く別の理由らしい。しかしよく考えてみれば、オズワルド家ほど裕福な貴族がせっせと働く理由もなかった。

「……私は労働を卑しいとは思いません。むしろ先祖が残してくれたものを食い潰し、他者から搾取することを当然と考える輩やからは吐き気がします」

「え？」

　ポロリと本音を漏らしてしまい、オルテンシアはハッとした。何を語っているのだ。つい口を滑らせてしまったのをごまかすため、強引に話題を変えた。

「で、ではルチアーノ様は何がお好きなのですか？」

「沢山ありますよ。食べ物は何でも食べます」

「それでは嫌いなものは何ですか？　興味があることは？　趣味は？」

　あっさり完結してしまい、話が弾まないではないかと地団太踏みたい気分を抑え、矢継ぎ早に質問攻めにした。

「嫌いなもの……そうですね、雨の夜……かな」

「雨？」

　天候不順は領地の作物へ打撃をもたらし、諸々の予定を狂わせることもある。だが『夜』に限定されているのは、深い意味があるのだろうか。オルテンシアが疑問に思っていると、彼はどこか寂し気に微笑んだ。

「あとは退屈です。そんなことより、オルテンシア様は労働を肯定してくださるのですね。そんな方は今までお目にかかったことがないので、嬉うれしいです。一応僕の仕事も、役立つことがあるのですよ。貿易をしていると、相手国の経済状況が手に取るように分かりますから」

　なるほどとオルテンシアは納得した。

　やはり彼は油断ならない。無欲なようでいて、その実、爪と牙を隠し持っている。

　現在この国は安定しているけれども、王妃の生国である隣国と何も摩擦がないわけではなかった。むしろ、一触即発と言えなくもない。

　もしも第二王子ライナスが王位につけば、義母である彼女が黙っているはずがなく、おそらくは強硬に抗議するだろう。下手をすれば戦争になりかねない。

　そうでなくても最近、王の不調に便乗して王妃が力をつけてきているのだ。これ以上増長されては、いずれ隣国からの干渉が増すのは眼に見えていた。

　――この方は、そういった諸々も見越しているのかしら……だとすれば、どちらの王子につくつもりなの？

　今までも言動からでは、まだ見えてこない。だがこれ以上切り込むのは、時期尚早であるとオルテンシアは感じていた。いきなり政治的な話を振っては、警戒されてしまうかもしれない。もう少し二人の仲を深めてからの方がいい。

　オルテンシアは当初の計画通り、ルチアーノの誘惑を実行する。

「ルチアーノ様……お隣に座ってもよろしいですか？」

　部屋に通したとなれば、当然彼もその気だ。多少あからさまに誘っても、拒まれることはあるまい。

　オルテンシアは双眸に色香を乗せ、思わせ振りに瞬いた。こちらを見返す男の眼に、今までにない劣情の焔が揺らぐ。草食動物めいた穏やかな顔が、途端に危険な色を帯びた。酩酊めいていしそうなほどの色香が、彼の全身から放たれる。

「……悪い人ですね。貴女のような美しく魅力的な女性が、男を煽あおるようなことを言ってはいけませんよ」

「……っ」

　長い前髪の奥で深い碧の瞳が細められた。頭髪と同じ銀色の睫毛は、男性と思えないほど長く眼の縁を彩っている。先ほどまで微塵みじんもなかった艶つやめいた空気がルチアーノから滲にじみ出した。

　刹那の変化に息を呑んだのは、オルテンシア。

　男性の生理については充分勉強してきたし、彼らをその気にさせ自分に夢中にする手練手管は、普通の女よりも知っているつもりだ。しかしそれらはあくまでも『知識』でしかない。体験を伴わない、頭でっかちなもの。

　オルテンシアが手にしている情報の中には、生身の異性が放つ温度や香り、そして威圧感が伴っていなかった。

「あ……」

　今夜、自分は純潔を失う。貴族令嬢として価値を下げることになるが、釣り合う見返りが得られるのなら、安いものだ。覚悟はとっくに決めていた。全ては計画通り。

　だが。

　頭と身体、そして心は別物であったらしい。

　学んできたはずの言動が、出てこない。

　頭の中は真っ白で、オルテンシアは至近距離でこちらを覗き込んでくる彼を凝然と見つめることしかできなかった。滑稽なほど、何一つ思いつかず、指先一本動かすことが難しい。

　心臓の音だけが、ドッドッと加速してゆく。

　――嘘……私ったら、この期に及んで怖気おじけづいているの……？

　オルテンシアは自分で自分が信じられず、瞬きを繰り返す。唯一自由になるのが、瞼だけだからだ。

　身体を許すなど、たいしたことではないと思っていた。兄だってそれはもう奔放にあちこち手を出しているからだ。しかし。

　――怖い。

　心が伴わない接触は、単純に恐怖でしかなかった。

　熱のこもった眼差しも、今まさにオルテンシアの肩に伸ばされる大きな掌にも、足が竦すくむような混乱しかない。十五歳の時にギムレット伯爵から向けられた気色の悪い視線を思い出す。

　こちらを性的な対象としか見ていない侮蔑に満ちた瞳が、オルテンシアの脳裏によみがえった。

「……っ、ぃ……」

「この部屋はオルテンシア様にお譲りします。どうぞ朝までゆっくりお休みください」

　叫び出しそうになった直前、ルチアーノからかけられたのは、斜め上からのものだった。

　クラクラするほど濃厚に香っていた妖しい空気は完全に消え去り、あるのはのんびりとした雰囲気だけだ。眼前に座っているのは、人畜無害な笑みを浮かべた一人の男性。彼は温和な微笑みを更に深めた。

「夜会で大勢の人に取り囲まれて疲れたのですね。可哀想に」

「え？」

「さ、僕に遠慮することはありません。横になってください」

　想定外の事態でオルテンシアが唖然あぜんとしている間に、彼はさっさと立ちあがってしまった。そしてにこやかに扉の前で振り返る。

「後で着替えや洗面用具を届けさせます。朝の支度が必要でしょうから、人を手配しておきましょう。心配しなくても、カディール子爵邸の使用人たちは皆口が堅く信用できる者たちばかりなので、妙な噂が広がることはありませんよ。貴方のお兄様であるリディオット様にも、僕からきちんと伝えておきます。ええ勿論、僕の部屋に泊まったなんて余計な誤解を生むことは言いませんので、ご安心を」

「あ、あの」

　気遣いが細やかすぎるが、今そんなことは望んでいなかった。オルテンシアが欲しいのは、妙な噂であり、余計な誤解なのだ。こんな時に、仕事ができる片鱗を覗のぞかせないでほしい。

「僕は大好物は最後まで残し、自分を焦らしたい性格なのです。では」

　あわあわとしかできない内に、ルチアーノは優雅に部屋を出ていってしまった。残されたのは、呆然とするオルテンシア。

　口が半開きになっているのに気がついたのは、放置されて少し経たった後だった。

「……何よ、これ」

　広々とした豪奢ごうしやな客室に一人きり。途中までは完璧に作戦通りだったのに、どういうことなのだ。

　せっかく隙なく化粧を施し、ドレスを新調したのに台無しだ。むしろオルテンシアのやる気が、滑稽なほど空回りしていた。

　確かに直前で怖気づいてはいたけれど、こんな展開を望んでいたわけではない。本当なら今頃、すっかりオルテンシアに骨抜きにされたルチアーノができあがっていたはずなのに。現実には、こちらが軽くあしらわれた事態に等しい。

　何という屈辱。

　オルテンシアは青くなったり赤くなったりしながらぶるぶると震えた。

　この顔色は、作り上げたものではない。本当に、溢れる感情の発露だった。

　まさか自分が処女で、初体験に怯えていたことが彼にバレたのか。いや、そんなはずはない。オルテンシアの演技は完璧だったはずだ。だとすると、直前でルチアーノが萎えたというもっと屈辱的な回答が浮かび上がってしまうのだが、それは敢えて考えまいとする。

「……いいえ。まだ勝負は終わっていないわ。男性は一度火がつけばそうそう後には引けない生き物だとお兄様も言っていたもの……」

　ルチアーノだって普通の男だ。もしかしたら一度は格好をつけてこの部屋を出ていったものの、もっと夜が更ければオルテンシアというご馳走ちそうを食べに戻ってくるのではないか。そうでなければおかしい。彼だって、欲情していたではないか！

　もしも違うというなら、任務失敗ということになる。

　すぅっと背筋が冷たくなってゆく。

　オルテンシアは頭を左右に振って状況の整理を試みた。

　たぶんこれは、引くと見せかけて押してくる駆け引きなのではないか。高度な技だ。ルチアーノは穏やかな風貌に似合わず、男女の遊びに精通していると思われる。だったら、負けるわけにはいかない。

　オルテンシアは無理やり頭を切り替えると、これから起こるだろうことに対応するため準備に取り掛かった。

　まずは彼が約束通り派遣してくれた使用人に手伝ってもらい、夜着に着替える。美容の大敵である化粧は落とし、メイドが退出してから改めて薄化粧を施した。

　自分にとって化粧は戦闘服だ。何も塗りたくっていない状態で獲物の前に出るなど考えられない。一見素肌のままに見える技術も、会得していた。

　続いて借りた夜着をじっくり吟味する。

　どの程度乱れると異性の劣情を刺激できるのか、下品と色香の狭間を探り出す。この境界が大事なのだ。見えすぎてはいけないし、隠しすぎてもいけない。

　鏡の前で裾を捲めくったり、肩をはだけさせたりしながら、オルテンシアは来るべき決戦に備えた。

「ふふ……今度こそ、気圧けおされたりしないわ。あれは一生の不覚よ。私は与えられた責務をちゃんとこなしてみせる……！」

　誰に言うでもなく決意を語り、鼻息も荒くベッドに横たわる。

　気分は『さぁ、来い！』である。

　獲物に罠わなを張り、準備万端で待ち構える。しどけなく足を交差させ、ふくらはぎをチラリと覗かせるのも忘れない。食中花になった気分で、オルテンシアは艶あでやかに微笑んだ。

　だがしかし。

　待てど暮らせど一向にルチアーノがやってこない。

　夜会も終わったのか、聞こえていた音楽もやみ、帰る人々の喧騒も薄れていった。後はもう、ひたすら静寂である。

「あら……？」

　いつしか外は白み始め、夜明けが近くなっていることをオルテンシアは悟った。部屋の中には相変わらず自分一人だけ。彼がやって来る気配もない。

　――どうなっているの……っ？　徹夜は肌をボロボロにするのよ？　しかも薄くとは言え化粧を落としていないのに、どう責任取ってくれるのよ！　いえ、問題はそこじゃないわ……

　怒りと混乱のあまり、まともな思考が働かない。オルテンシアは勢いよくベッドから起き上がると、思いきり枕を殴りつけた。

　ぼふん、と平和的な音が鳴る。舞い上がった埃ほこりを吸い込み、ますます苛立ちが募った。

　――許せないわ。ルチアーノ・オズワルド……！　この報いは必ず受けさせる。そう、貴方の全財産と家柄、命を私が握ることでね……！

　決意を新たにしたオルテンシアの緑色の双眸には、メラメラと怒りの焔が燃え盛っていた。





　　　第二章　一歩進んで二歩下がる







　翌日、オルテンシアはオズワルド伯爵邸を来訪していた。

　今朝自分を侮辱したルチアーノにどうやって報復……もとい、新たに接触する方法を考えながらカディール子爵邸で身支度を整え終えた頃、彼からメッセージが届いたのだ。

　内容は、『昨晩は満足いくまで語り合えなかったので、是非もう一度お会いしませんか？』というものだった。

　当然二つ返事で承諾したのは、言うまでもない。

　このまま何の成果もあげられず、おめおめとヴォントレン家に帰ることなどオルテンシアの誇りが許さないし、せっかく得たか細い繋がりを断つなど以もつての外ほかだ。

　――ふふ、何だかんだ言っても、あの人も私に興味を持っていたのね。むしろ一晩お預けを喰らって、尚更想いが募ったのではないかしら？

　あちらから誘われたことで、僅かばかりオルテンシアの機嫌が上昇した。まだ彼を許すつもりはないけれど、話くらいはしてあげてもいい。会話すれば、オルテンシアが見た目だけ取り繕った頭が空っぽの女ではないと分かるはずだ。

　勿論、ルチアーノがお人形的従順な女をご所望なら、そつなく演じる自信はあったが、彼はそういった女性を好まない気がする。

　オルテンシアは姿勢よく背筋を伸ばし、オズワルド伯爵家の応接間にて、ソファーに腰かけていた。

　――それにしても、手際の良さは流石だわ……

　こちらが『私もお会いしたいです』と返事を返すや否や、迎えの馬車が用意されていた。まるでオルテンシアが断るわけはないと、最初から分かっていたみたいだ。多少もやっとするものはあったけれど、手間が省けたので良しとする。

　――それにこのドレス……驚いたわ。まさかルチアーノ様が用意してくださった物だなんて。

　朝になり、オルテンシアは着替えなど持っていなかったので、昨夜のドレスを着るつもりだった。だがカディール子爵邸でメイドに差し出されたのは、見たこともない新品のドレスだったのだ。

　驚いていると、ルチアーノが手配したものだと告げられた。

　――悔しいけれど、配慮がすごいわ。それに、財力も。まだ恋人でもなく手さえ付けていない女に、これほど高価なものをポンと贈るなんて……

　用意されていたのは、繊細なレースを幾重にも重ねた上質なものだった。淡いラベンダー色が、オルテンシアの白く美しい肌によく映える。袖口や裾には銀糸の刺繍ししゆうが施されていて、動く度に控えめな光を放っていた。

　――綺麗きれい。緊急にこれを用意できるなんて、女性に贈り物をし慣れているのかしら？　ルチアーノ様のお母様は既に亡くなっているし、姉妹もいらっしゃらないのだから、誰かご家族のものではないわよね。

　ドレスの美麗さにうっとりしつつ、あれこれと思考を巡らせる。

　――とは言え、私はまだルチアーノ様を把握しきれていないわ……

　彼は見た目とは違い、案外複雑な人間のようだ。浅瀬に見せかけておいて、深遠。捕らえたと思えば、すぐに擦り抜けていってしまう。手強い。これまでオルテンシアが対峙たいじしたことのない部類の人物である。

　そこまで考え、はたと気がついた。

　――いいえ、違う。お兄様にそっくりだわ。

　嫌な答えに辿り着き、オルテンシアは顔をしかめていた。

　兄のことは家族として愛しているし、尊敬もしているけれど、どうにも理解の範疇を飛び越えた人という印象を抱いている。常にふわふわとして本気か冗談か分からない物言いをしながら、しっかり結果を出す人だからだ。

　才能なのか、運なのか。

　麗しい容姿の中に人外としか思えない思考回路が宿っている。傲岸不遜。自分勝手。天衣無縫。リディオットを表すのに浮かぶ言葉は、どれも誉め言葉とは言い切れない。しかしそれでも、憎み切れない人柄だ。

　きっとああいう人間を神に愛された者と呼ぶのだろう。

　顔だけは似ていても、オルテンシアとは違う。他人は、三兄妹の瞳の色になぞらえて、ヴォントレン家の三つのエメラルドと、兄妹を陰で讃えているらしいが、オルテンシアには忸怩じくじたる思いがあった。

　使いどころを間違えつつ才気溢れる兄や、純真で汚れのない妹が宝石にたとえられるのは納得できる。むしろ可愛いアリシアのことはもっと称賛してほしい。

　だが自分は――

　――所詮私は、見てくれだけの紛まがい物もの。

　水面下で足をばたつかせ、必死で体裁を整えているに過ぎない。死に物狂いで努力して、やっと兄の半分ほどの活躍しかできないのだ。

　だからこそ、今回の大役は完璧にこなしたい。

　オルテンシアは膝の上で握り締めた手に、力を込めた。そろそろルチアーノが顔を見せる時間か、と扉に視線を走らせた瞬間、ノックの音が響き渡る。

「はい」

「お待たせして申し訳ありません、オルテンシア様。ようこそ我が屋敷へ」

　現れた彼は、今日はシャツにズボンという軽装だった。銀の髪を無造作に下ろしていて、長めの前髪から人懐こいサファイヤの瞳が覗いている。

「少しも待ってなどおりませんわ。美しいお屋敷の内装や美術品を鑑賞しているだけで、時間など忘れてしまいます。天井画の素晴らしさに、心奪われておりました。もしやあちらの作者はミケイユですか？」

「ご明察です。オルテンシア様は芸術事に興味がおありなんですね。教養の高い方だ」

　狙い通り、感心した様子のルチアーノに「いえ、そんな」と謙遜する。オルテンシアはおもむろに立ちあがると、優雅な所作で礼を述べた。

「昨夜は、お部屋を貸していただきありがとうございました。それにこんなに素敵なドレスまで……なんとお礼を申し上げればいいか。言葉では、とても足りませんわ」

　言外に、何か要求してくれても構いませんよと匂わせたが、彼は全く気にせずオルテンシアの向かいに座る。そしてドレスが似合っていることを称賛してくれた。

「ああ、想像よりずっとよくお似合いです。美しい貴女を引き立てることができて、服も喜んでいることでしょう」

「大袈裟おおげさですわ。ありがとうございます」

　内心では『違う！　そうじゃない！』と叫びつつオルテンシアはにこやかに返事をした。ルチアーノは決して頭の回転が悪くはないし、空気が読めない男でもないはずだ。ならばわざとはぐらかされているのか。

　昨夜は暗くて分からなかったけれど、じっと彼を見つめていると人畜無害に思える碧の瞳が楽し気に煌めいている。リディオットがよく見せる、何かを企む色だ。

　――面白いわ。この私と、駆け引きを楽しむつもり？

　オルテンシアの頭の中で、決戦の合図が鳴り響いた。

　――いい度胸だわ。そっちがその気なら、存分にやりあいましょう。

　さぁ、どう調理してやろう。やや嗜虐しぎやく的な面を持つオルテンシアの本性が、舌なめずりを脳内でした時。

「オルテンシア様、どうぞ僕と結婚してください」

　跪き、一輪の花を差し出す彼がいた。

「……はい？」

　人は、あまりにも想定外の事態に陥ると、思考停止するものらしい。

　わけが分からずパチパチと瞬きしたが、眼前の光景は変わらない。相変わらず銀髪の麗しい男性が、片膝をついてこちらを見上げていた。

「えっと、あの……？」

「昨夜、僕は貴女の美しさに心奪われてしまいました。一晩じっくり考えてみましたが、これはもうオルテンシア様以外に癒いやすことのできない病です。どうか拒まないでください」

　オルテンシアはこれまでも、一目惚れされて熱烈な求愛を受けたことはある。しかし一足飛びに『結婚』の話をされたのは初めてだ。貧乏貴族と言われるヴォントレン家の娘を正妻に据える利益が薄いからである。

　故に、求婚者は爵位のない大金持ちや、年齢がたいそう上の人が大半だった。まして伯爵家という上位貴族が、既成事実からの責任を取るという前提なしに、結婚を申しこんでくるなど考えられない。

「ええと……一応確認しておきますが、私たちの間には何もなかったですよね……？」

「ええ、これから築いていきましょう」

　もしや、少々危ない人なのかと思い、オルテンシアは仰のけ反ぞった。しかし後方にソファーがあるため後退あとずさることはできない。

　人は理解できない存在を恐れる生き物だ。オルテンシアは本能的に逃げかかる身体を、強引に宥なだめすかした。

「参考のためお伺いしますが、何故結婚という結論に……？」

　頭がお花畑な男に嫁ぎたくはない。一生を共にするならば、能無しはお断りである。何故なら、ヴォントレン家の後ろ盾になるには力不足どころか、足手纏あしでまといでしかないからだ。

「愛する女性を独り占めしたいと願うのは、男として当然の本能でしょう」

「はぁ……」

　しかしまだそこまでの関係性を構築した覚えのない身としては、腰が引けてしまう。冷静に考えれば計画通りなのだが、肝心な前提条件が不足しているのである。つまり、身分差や諸々の問題を飛び越える『既成事実』という一点が。

「オルテンシア様は僕が嫌いですか？」

「まさか！　お慕いしていると申し上げたではありませんか」

　瞬時に頭を切り替えたオルテンシアは、心情を込めて嘘を吐く。

　少し予定は狂ったが、誤差の範囲内だ。

　ルチアーノは女性への感情を表現するのがやや不慣れなのかもしれないと前向きに捉え、瞳に偽りの恋情を滲ませた。

「ですが、オズワルド伯爵様がお許しにならないでしょう……私如き身分では……」

「父のことでしたら、ご心配なく。僕が必ず説得してみせます。そもそもあの人は僕の結婚相手について、家柄など重視していません。本当に好きになった相手を迎えればいいといつも言ってくれていますので」

　心の中で拳を突き上げ、オルテンシアは快哉を叫んだ。

　第一関門突破だ。しかも今の情報はとても重要である。

　――なるほど……オズワルド伯爵は、息子であるルチアーノ様に有意義な縁組をさせる気が乏しいのね。少なくとも積極的に権力拡大を狙っていないということだわ……

　だとすると、政権への関りについても熱が低いと解釈できた。王族の血を引く彼を、表舞台に押し上げようとは考えていないのか。

　――彼の自由意思に任せているということね。だったら尚更、ルチアーノ様のお心ひとつで勢力図は大きく動く……

　オルテンシアは深く呼吸した。

　今まさに自分がその渦中にいるのだと思えば、身が引き締まる。選択は間違えないよう、慎重にこなさねばならない。いくつもの道を瞬時に計算し、オルテンシアは一番適している解を選択した。

「どうぞ私をルチアーノ様の花嫁にしてくださいませ」

　それが正しいか過ちか、判別するにはしばらくかかる。未来ではっきりした際に、笑っている人物は果たして誰か。

「ありがとうございます！　オルテンシア様！　心より愛しています」

「ええ、私も……」

　男女の愛なんて、信じていない。

　両親は仲睦むつまじいけれど、あれは奇跡のようなものなのだ。短くない年月、人の裏側ばかり見続けて来たオルテンシアは、すっかり恋愛にも結婚にも夢を抱いていなかった。

　自分の周りに集まるのは、見てくれの美しさに惹ひかれた醜い生き物ばかり。年端もいかない少女に、欲望をぶつけようとする大人たちだらけだった。

　――それなら、一番利用価値が高い相手を選ぶわ。所詮彼も、私の容姿だけが目当てなんでしょう？

　オルテンシアはどこかがっかりとした気分に蓋をして、ルチアーノから花を受け取った。

「キスをしてもいいでしょうか？」

「え？　ええ、勿論ですわ。私たち夫婦になるのですもの」

　オルテンシアは花を持っていない右手を、いつもの癖で差し出した。てっきり手の甲へ口づけされると思ったからだ。

　だが微かに苦笑した彼は立ち上がり、オルテンシアを抱きしめる。

「……っ」

　悲鳴を噛かみ殺ころせた自分を、褒めてやりたい。咄嗟とつさに表情を取り繕い、狼狽ろうばいする心を押し殺した。

「挨拶のキスでも、崇拝のキスでもありません。想い合う男女がする、特別な口づけをさせてください」

「と、特別？」

「はい。夫婦や恋人同士がする甘く深いものです」

　それは父と母が交わしている熱烈なものか。はたまた兄があちこちで安売りしている淫らなものか。

　知識としてだけ熟知しているオルテンシアは眼を白黒させた。だが初心うぶだと侮られたくない一心で、何でもない振りをする。

「ええ、是非」

　まだ誰にも許したことのないオルテンシアの唇は、微かに震えていたかもしれない。意志の力で懸命に抑え込み、優美な弧を描かせる。

　近づいてくるルチアーノの顔に、心臓が破裂するかと思った。

「……眼を閉じてください、オルテンシア様」

「え、ええ、そうですね」

　いつ閉じればいいのかさっぱり分からない。だいたい鼻がぶつかりそうだ。眼を瞑つぶっていては、不測の事態に対応できないではないか。しかし焦点が合わないほど間近に迫った彼の顔に困惑し、オルテンシアは慌てて瞼を下ろした。

　視覚情報を遮断すると、途端に他の感覚が鋭敏になる。聴覚に嗅覚、何よりも触覚が生々しいほどルチアーノの存在を突き付けてきた。

　彼の体温。意外に逞たくましい腕の太さと力強さ。

　ダンスの時とは違う密着度が、オルテンシアの鼓動を加速させる。

　柔らかく温かいものが、唇に重なった。

「……っ」

　初めは触れるだけの淡い接触。驚きでオルテンシアの顎が緩んだ瞬間、口づけが深くなる。歯列をくぐり、ルチアーノの舌が侵入してきた。

「……っ、んんっ……」

　鍛えられない口内を、内側から舐められる。舌先で擽くすぐられ、怯えて縮こまっていたオルテンシアの舌は誘い出されていた。粘膜を擦り合わせられ、擽ったさと初めての心地よさに背筋が痺しびれる。

　駆けあがる震えは、尚強く掻かき抱いだかれることで抑え込まれていた。

　息が苦しい。混じり合った唾液が口の端から垂れる。オルテンシアが酸欠で喘あえいだ刹那、角度を変えて再び唇を貪られた。

　今度は後頭部を押さえられて、ほんの僅かも逃げ道がない。ただひたすら口の中を蹂躙じゆうりんするキスに翻弄されるだけだ。

　じゅる、と聞くに堪えないいやらしい水音が鼓膜を揺らし、同時に耳たぶや頬を摩さすられ、オルテンシアの体温は天井知らずに上がってゆく。今や燃えてしまいそうなほど、全身が発熱していた。

　もがきたくても、がっちり拘束されて身を捩よじることさえ難しい。女性としては力があるオルテンシアだが、彼の腕の檻おりから逃げ出すのは到底不可能と思われる。

　薄目を開ければ、ルチアーノが蕩とろけた瞳でこちらを凝視していた。

　――う、嘘吐うそつき……！　自分はしっかり眼を開けているなんて、酷い裏切りだわ！

　騙されたのだと察し、オルテンシアはカッと両目を見開いた。そして至近距離からギラギラと彼を睨にらみつける。

　負けたくない。この男には。

　こちらからも舌を伸ばし、反撃に打って出る。

　自分がされて心地好ここちよかった角度と場所を再現し、逆にルチアーノを追い詰めにかかった。学習能力は高いのである。

　すると唇を密着させたまま、彼が笑う気配がした。

「……ん、っく……」

　だがルチアーノにとって、付け焼刃のオルテンシアの攻撃を躱すなど、赤子の手をひねるのも同然だったらしい。

　更に深く喰らいつかれ、舌と唇を甘噛みされて、彼の口内に啜すすり上あげられる。内頬を愛撫あいぶされれば、もう限界だった。
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「ふ、ぁんっ……」

　オルテンシアの両膝から力が抜ける。どうにか座りこまずにいられたのは、ルチアーノに支えられているからだ。もはや自力では立っていられず、彼にもたれ掛かる形になっていた。

　ねっとりと舌を絡ませられたかと思えば、軽やかに蠢うごめく舌先に擽られる。湿った吐息に肌を嬲なぶられ、擦れる鼻が尚更卑猥ひわいだった。

　慄おののくオルテンシアの背中を上下するルチアーノの手は、繊細な動きで官能を高めてゆく。下腹に溜たまる見知らぬ感覚に、涙が滲んだ。

　何も考えられない。頭の中は真っ白で、オルテンシアは細い肢体を頼りなく震わせた。

「……ぁっ……」

　ようやく唇が解放された時、二人の間に淫らな銀の橋が架かり、音もなく途切れたそれをオルテンシアは息も絶え絶えで見守っていた。

「早速、貴方のご両親に正式な挨拶をしましょう。ああ、書類も揃えなくては」

　ルチアーノは淫猥いんわいな色に染まった己の唇を、親指で拭った。オルテンシアの口紅が移ったものだと分かり、恥ずかしくて堪らない。つまり化粧がはげるほど執拗しつようかつ熱烈にキスをしていたということだ。

　――私ったら、思わず溺れそうになっていたわ……！

　きっとみっともないことになっている自身の顔を見られたくなくて、オルテンシアは慌てて下を向いた。

　恥ずかしい。口づけがこんなにすごいものだとは知らなかった。魂まで吸い取られるかのような衝撃だ。でも、嫌ではない。その事実が何よりも驚きだった。

　未だに心臓は大暴れ中だが、精一杯の虚勢で乱れた呼吸を整える。オルテンシアは三秒数える間に、いつも通りの自分に戻った――つもりだった。

「新緑のような貴方の瞳が潤んで、この上なく美しいですね」

　囁かれたのは耳朶じだのすぐ脇。吐息が耳に直接注がれる。産毛がそよぐ感覚に、平温になりかけていた体温は急上昇した。

　密着する胸から、飛び出さんばかりに心臓が脈打っている。不意に擦れた布が、オルテンシアの胸の頂を刺激した。

「……っん」

　淫らな声が喉から漏れ、羞恥が飽和する。己の身体の変化に困惑し、自分にできたのは忙せわしなく瞬きすることだけだった。

「可愛い。オルテンシア様」

　彼の穏やかな声音に変化はないのに、含まれる色が濃厚すぎてクラクラする。まるで度数の高い酒だ。さもなければ、違法な薬。

　ふらつく身体を支えられ、ソファーに座らせられたオルテンシアはようやく一息ついた。完敗である。やはり経験値の差は如何いかんともしがたい。けれどここで白旗を上げるわけにはいかなかった。

　どうにか当初の目的を思い出し、頭を高速回転させる。

「……私、結婚式は大勢の方々に祝っていただきたいと思っていますの。ルチアーノ様ほどの地位と名誉をお持ちの方であれば、色々な人を招待されるのでしょうね？」

　たぶん、王族も誰かは列席するのではないか。それが直系の王子ではなくとも、どちら寄りの関係者かで色々なことが推し量れる。

　誰を呼ぶつもりか、遠回しながら核心に至る質問を繰り出して、オルテンシアは固唾をのんで返事を待った。

「そういったことも決めていかねばなりませんね。ですが私は些末さまつなことより、オルテンシア様のウエディングドレスや婚約指輪について今は話し合いたいです。ああ、きっとこの世のどんな花嫁より美しく光り輝くことでしょう。天上の神々に嫉妬されてしまうかもしれません」

　熱に浮かされたかのような彼は、夢見る眼差しで頬を染めた。質問に答える気は、ないらしい。

　いったいどこからどこまでが本気なのか、さっぱり分からない。

　全て計算づくにも見えるし、完全に天然の気配もある。オルテンシアはいまいち意思の疎通が難しいもどかしさに、苛立ちを募らせた。

「そ、そうですわね。決めなければならないことは沢山ありますわ。特に席順など簡単には決められませんもの」

「デザインも縫製も、最高の職人に頼みましょう。いっそ布から織らせましょうか？　ああそれだと時間がかかるな……私は一日でも早くオルテンシア様と結婚したいのに」

　強引に軌道修正を図るがどこ吹く風で流される。

　わざとか？　わざとなのか？

　オルテンシアの眉がピクリと跳ねあがった。

「あの！　招待状は早めに出した方がいいと思います。ルチアーノ様の関係者は、どなたもお忙しいでしょうから……」

「ふふ、苛立ついらだ貴女も可愛らしい」

「え」

　内心煮にえ滾たぎるものはあったが、オルテンシアは怒りを極力態度には出していなかったつもりだ。少なくとも、本心を読み取られるとは思っていなかった。己を偽ることには慣れている。

　驚いて彼を見上げれば、柔らかな笑みに受け止められていた。

「今すぐオルテンシア様を僕だけのものにしてしまいたい。愛しています、心から」

「……！」

　急に纏まとう空気を変えるのは狡ずるい。咄嗟に反応できなかったオルテンシアは、ものの見事に固まってしまった。

　悪い気はしない。褒められれば、どんな人間でも不快になりはしないだろう。まして手を取られ、小指を食はまれれば、先ほどの淫猥なキスを思い出さずにはいられなかった。

　ルチアーノの舌がオルテンシアの指の上を艶めかしく動く様を見せつけられ、鼓動は再び落ち着きをなくす。

　いけない。このままでは雰囲気に流され、呑まれてしまう。

　オルテンシアは理性を総動員して、社交界に君臨する高嶺たかねの花の仮面を被った。

「ありがとうございます。嬉しいわ」

　愛しているとは言わないことが、オルテンシアにとって最後の良心だ。嘘に塗まみれ偽りに慣れ親しんでも、この言葉だけは軽々しく口にすることができなかった。

　だから、あざといのは承知の上で、目線と仕草で匂わせる。男性が勝手に勘違いし盛り上がるよう、巧みに誘導するのだ。

「早く貴方だけのものになりたいです」

　そっと俯うつむき伏せた睫毛の下から彼を見つめた。無言で三秒。そのまま何も言わずに視線を逸らしてはにかめば、ルチアーノの喉が上下したのが分かった。

　――あともう一押しね。

　仕上げは取られたままの手を微かに動かし、指先で彼の肌を辿たどる。偶然とも故意ともつかない絶妙な力加減で。

「オルテンシア様……」

「何でしょう？　ルチアーノ様」

　勝った、と確信を抱いたオルテンシアは、蠱惑的な唇を綻ばせた。

　――もっと私に愛を乞いなさい。跪き、何もかもなげうって、私だけを求めるといいわ。可愛く理想的な、私専用の傀儡かいらいに仕上げてあげる。今の貴方がするべきは、私だけを見て、忠誠を誓うことよ。さぁ。言いなさい。私の下僕になると……！

「このままオズワルド伯爵家に住んでください。それがいい。今日から一緒に暮らしましょう」

「ええ。勿論……えっ？」

　オルテンシアは彼が一瞬でも離れたくないと言い出すことを期待していたが、ちょっと意味合いが違う。あくまでも観念的な希望を口にすることを望んでいた。決して住居を移すとか物理的なことではない。

「え、ちょ、あの」

「貴女と一日でも離れて暮らすなんて、考えられません。どうせいずれ同じ屋敷で寝起きするのですから、多少早まっても問題はないでしょう」

　問題ありまくりである。

　貴族同士の結婚とは、そう簡単なものではない。ましてルチアーノは伯爵。高位貴族の縁組となれば、方々に許可を求めなければならない。

　オズワルド伯爵家の嫡男は独身令嬢たちにとって、最高の婚姻相手候補だ。そこへ下位貴族のオルテンシアがちゃっかり収まったとなれば、面白くないと感じる者も多いだろう。無用な諍いさかいを避けるためにも、事前の根回しは重要だった。

「そ、そんなに焦る必要はないのではありませんか？」

「何をおっしゃいますか。オルテンシア様はご自分がどれだけモテるのか自覚がないのですか？　隙を見せて貴女をどこかの馬の骨に奪われたら、僕は生きていかれません」

「大袈裟ですわ……」

　熱烈で強引な求愛と言えなくもないが、何か違う。囲い込む勢いが強すぎて、オルテンシアは大いに引いていた。

　ようやくルチアーノの心を手中に収めたかと思った矢先にこれだ。展開が早すぎて目まぐるしい。

　二人の間には何もない――いや、たいそう淫らなキスはしたが、肉体関係は皆無である。それなのに婚約をすっ飛ばして同居とは、頭が沸いているどころの騒ぎではなかった。大きな醜聞になりかねないし、もはや後には引けなくなる。

　――でも、好都合と言えなくもない……

　オルテンシアにこの結婚を撤回する気はないのだから、外堀から埋められるのは願ったり叶ったりだ。ここは前のめりに乗っかっていく方が得策か。

　――多少の醜聞など、実際に結婚してしまえば立ち消えるわ。むしろルチアーノ様を逃がさないためには、私にとって非常に都合がいい？

　瞬時に導き出した答えを採択し、オルテンシアは偽りの涙を両眼に浮かべた。

「ルチアーノ様はそこまで私のことを……不束者ふつつかものですが、どうぞよろしくお願いいたします」

「ああ、受け入れてくださるのですね！　オルテンシア様」

　二人、ひしっと抱き合う。

　オルテンシアは彼の胸に顔を埋め、邪悪な笑みを噛み殺した。

　――色々細かい部分で予定が狂ったけれども、目的は達成したわ。

　オズワルド伯爵家へ食い込むことには成功した。今後はルチアーノがどちらの王子に従うのかを注視すればいい。そして万が一、ルヴィオを選ぶとなれば――

　ざわりと走った悪寒には気づかぬ振りをして、オルテンシアは瞳を閉じた。

　仮定に仮定を重ねるのはやめよう。最悪の可能性はまだ考えなくていい。今は彼の気持ちを完璧に掌握することだけに注力すべきだ。

「では貴女の部屋にご案内しますね」

「ん？」

　にこやかにルチアーノは告げたが、オルテンシアが奇異に思ったのは当然である。

　たった今、オズワルド伯爵家に滞在することが決まったオルテンシアの部屋が、何故もう用意されているのだ。

　客間の準備をするにしても、今すぐというわけにはいくまい。

　掃除や飾りつけ、諸々の手続きがあるのではないか。

「こんなこともあろうかと、昨夜のうちに手配しておきました。家具はもともと置いてあるものですが、気に入らなければ全て替えていただいて構いません。何せ急なことだったので行き届かない点もあるかもしれませんけれど、おいおい手を加えればいいですよね」

　絶句とは、こんな場合に使う表現なのだろう。

　文字通り言葉をなくしたオルテンシアは、思わず間抜けな表情で彼を見遣みやってしまった。

　先回りするにしても、早すぎる。仕事ができるできないの範疇ではない。もしオルテンシアが同居を断ったらどうするつもりだったのか。

　――いいえ、絶対に拒否されない自信があったのだわ……私の自由意思と思わせて、実は掌の上で転がされている……？　何て手強い男なの。あと、ちょっと気持ち悪いわ。

　感激を表さねばならないのに、頬が引ひき攣つってしまったのは仕方がない。今のところ、先手を打たれっぱなしなのだから。

　しかしまだ勝負は始まったばかり。やっと出発地点に立ったようなものだ。最終目的地は勿論、ルチアーノの本心を探ること。

　最後の瞬間、どちらが主導権を握っているか。それこそが大事なのだと己に言い聞かせ、オルテンシアは彼の案内に従い廊下を歩いた。

「――こちらです。ちなみに僕の部屋は隣ですので、何かあればいらしてください」

　辿り着いたのは、広々とした日当たりのいい部屋だった。客間というより、主寝室と呼んだ方が相応ふさわしいような設しつらえである。

　配された調度品はどれも歴史の重みを感じさせるもの。けれど古めかしさはなく、品がいい重厚感だけが漂っていた。

「こんなに立派な……私、何だか申し訳ありませんわ。もっと小振りなお部屋で構いませんのに」

「未来の花嫁を、客間などには通せませんよ。ここはいずれ、夫婦の寝室にする予定です」

「ふっ、んんっ……素敵ですね」

　驚愕きようがくで詰まった声を咳払せきばらいでごまかし、オルテンシアは楽しそうに室内の説明をするルチアーノの後姿を見守った。

　――ううん……やっぱり天然なのかしら……？　少々奇人変人なのかもしれないわ。常識にとらわれない自由な人と言えなくもないけれど……いや、どう考えても変り者よね。

「着替えなどはこちらに入れてあります。まだ全然足らないので、これからどんどん新調しますね。ああ、本日早速仕立て屋を呼びましょう」

　――変り者どころの騒ぎじゃないわ。まさか、変態？

　ワードローブから溢れんばかりの下着類を示され、オルテンシアは自分の眼が死んでゆくのを感じた。それでも口元に張りつけた笑みは崩さなかったのだから、褒めてほしい。

　部屋の準備だけなら、日常的に来客が多い屋敷でいつでも人を通せる状態に保っている可能性があるが、オルテンシアのサイズや趣味にぴったりのドレスや小物、下着まで備えているとなれば話は別だ。

　偏執的で気持ちが悪い。先走るにもほどがある。

「ルチアーノ様ったら、張り切りすぎですわ……」

「オルテンシア様のことを考えると、どうにも自分が止められなくて」

　立ち止まれ。深呼吸しろ。

　言えない言葉を噛かみ砕くだき、別の台詞せりふに変換する。

「とても嬉しいのですが、性急すぎて貴方のお父様に叱られてしまいませんか？」

　まだ誰にも婚姻の許しを得ていないことを思い出させるため、やんわりと現実を突きつけた。

「今夜、父が帰ってきたらすぐに話します。先ほども言いましたが、本当に心配はいりませんよ。あの人が反対などするはずがありません。むしろ諸手もろてを挙げて喜んでくれるでしょう」

「理解のある……お父様でいらっしゃいますね」

「はい。自慢の父です」

　血が繋がっていないことで、もしかしたらギクシャクした親子関係なのではと勘繰っていたのだが、そうではないらしい。彼の言葉には、紛れもない親子の情が感じられた。

　――それなら、良かった。

　ごく自然にほっとして、オルテンシアは肩の力を抜いた。

　ギスギスした家族仲を見せられるのは苦手だ。血が繋がっていてもいなくても、一つ屋根の下に暮らすなら、仲睦まじくあってほしい。

　普通からかけ離れた生活を送るオルテンシアにとって、家は素の自分に返ることができる大切な場所だった。

　何も取り繕わず、駆け引きを必要としない、心休まる居場所。誰にとってもそうであってほしいと願っている。人々の裏側を見続けて、幸せを維持するのが簡単ではないと熟知しているが故に。

「お父様を大切になさってください。あ、そうだわ。では伯爵が帰られる前に、ルチアーノ様のお母様にご挨拶してもよろしいですか？」

「母は……」

「存じ上げております。お花を供えさせていただきたいのです」

　言いい淀よどむ彼に、オルテンシアは微笑んだ。

　ルチアーノを育てた母親は、十年前に流行はやり病で亡くなっている。

　しかし、この家に嫁ぐとなればきちんと挨拶と報告をしなければならないだろう。一応、ご子息を騙すことに後ろめたさもあるのだ。それに家族は大切にしなければならない。

「……意外だな。そういうことを言ってくださるのですね」

「……？　普通ではありませんか。家族はとても、大切な宝ですもの」

　オルテンシアにとってはごく当たり前のことだ。何も不思議ではない。だからその通りに言ったのだが、彼はとても驚いた顔をしていた。

「オルテンシア様は本当に、気高い猫のようでいて、堪らなく可愛らしい。僕は普段ろくに触らせてくれない猫が、弱っている飼い主の心を察し、その長い尾でこちらの足を叩たたくだけで、心奪われてしまうのですよ」

「はい？　猫は……気まぐれですものね」

　いったい何の話だ。

　疑問符だらけになりながら、オルテンシアは話を合わせた。

　やはりルチアーノは捉えどころがない。けれど不思議と少しだけ、二人の距離が縮まった気もする。

「では、私の母に会ってくださいますか？」

「ええ、是非」

　その後、庭園で花を切ってもらい、二人揃ってオズワルド伯爵家の墓地へ向かった。オルテンシアは瞑目めいもくし、死者を悼いたむ。だから、後ろからじっと注がれるサファイヤブルーの濃密な視線には、まったく気がつくことができなかった。




『僕はね、お前に間諜の役目は向いていないと思っている』

　――酷いわ、お兄様。何故そんなことを言うの？　私だって一所懸命やっているのに！

『オルテンシア。お前はどんな女性よりも誇り高く美しく、頭もいい。その才覚を生かして普通の幸せを掴むこともできるはずだよ』

　――だってそれじゃ、ヴォントレン家の娘として生まれた矜持きようじはどうなるの？　私は失格なんですか？

『違うよ。僕はアリシアだけじゃなく、お前にも幸せになってほしい。家のことなら僕が継ぐから、オルテンシアは関わらず生きてもいいんだよ』

　――勝手なことを言わないでください。今更何も知らなかった頃には戻れないわ。ねぇ、私は落ちこぼれなの？　お兄様のように天分の才があるわけでもない。アリシアのように清らかな心も持っていない。その上お兄様に怪我を負わせて……だからやめろなんて言うのですか！

『オルテンシアが落ちこぼれなわけがないじゃないか。お前は僕の自慢の妹だよ。怪我なんて日常茶飯事なんだから、気にすることはない。だけど、お前は優しく、情が深すぎる。勿論それが悪いことだとは言わない。誇るべき美点だ』

　――じゃあ何故？　至らないところがあれば教えてください、お兄様。直してみせます。これまでも、努力で変えられなかったことは何もないもの。

『オルテンシア、一つだけ教えてあげる。変えてはいけないものも、この世にはあるんだ。お前の良さをなくしてまで、得られるものなどたかが知れているよ』

　――分からないわ……何がおっしゃりたいの？　お兄様……

『人の心はそう単純なものじゃない。時に計算しきれない感情に支配される。いつかきっと、オルテンシアの心根の優しさが、お前自身を傷つけるかもしれない。僕はそれが怖いんだ』




　かくりと頭が落ちて、オルテンシアは目を覚ました。どうやらうたた寝をしていたらしい。

　初めての場所で眠ってしまうなんて失態だ。

　信じられない思いで頭を左右に振り、覚醒を促す。

　一昨日から色々ありすぎて、思いの外疲れていたようだ。いくら鍛えていても、女の身ではこんな時もどかしい。どうしても体力的に男性より劣ってしまう。

「……久しぶりに嫌な夢を見たわ……」

　過去の一幕は、汚点として心に刻まれていた。

　ヴォントレンの一員として誇り高く生きようと決めたオルテンシアに突きつけられた『失格』の烙印。当時はまだ、十二歳だった。

　がむしゃらに努力してもリディオットには遠く及ばず、自信を喪失しかけていた頃。

　兄とは年齢が離れているのだから実力が開いていて当たり前なのに、勝気なオルテンシアには許せなかった。

　もっともっとと上ばかりを見てあがく妹に、彼は別の生き方を指し示してくれたが、それはオルテンシアにとって屈辱でしかなかったのだ。

　認められたい。役に立ちたい。

　焦る自分は、はたから見ると随分危うく思えたのだろうと今なら分かる。しかし当時は何も理解していなかった。

　早く一人前になりたくて、すっかり余裕を失っていたのだと思う。

　――お兄様の肩の傷は、まだ残っているのかしら……

　芸術品のように美しいリディオットの身体に、唯一刻まれた不格好な傷痕。無茶むちやな訓練に挑み、結果失敗したオルテンシアを助けようとして負った怪我だった。

　普段はふわふわと得体が知れないところがある兄なのに、あの時ばかりはがっちり叱られた。しかしその後、『愛しい妹のためなら名誉の負傷だねぇ』とのんびり笑っていたのだから、本当によく分からない人だ。――だが、愛されていることは微塵みじんも疑っていない。

　きっと常人には理解しがたい思考回路と、果てしなく深い心を持っている。ただ深すぎて、覗き込むとこちらがおかしくなりそうなところが難点だが。

　――あの時のような失敗は、二度と犯さないわ。

　もう心配ばかりかけ、守ってもらうだけの子供ではない。ヴォントレン家の一員として、立派に責務を果たしてみせる。

　決意を固め、オルテンシアは立ち上がった。

　時刻は真夜中。オズワルド伯爵家の使用人たちは皆、眠りについている。

　オルテンシアは自室としてあてがわれた部屋で、この時をじっと息を凝らし待っていた。屋敷の中を家探しするために。

　昼間、ルチアーノの母親の墓から戻った後、帰ってきたオズワルド伯爵とも顔を合わせた。

　彼は豊かな口ひげを蓄えた品のいい紳士で、オルテンシアを歓迎してくれた。案じていた反対など全くなく、ルチアーノが言ったように正に諸手をあげての大歓迎だったので、拍子抜けしたくらいだ。「息子が選び連れてきた女性なら、誰でもいい」という言葉に嘘はないらしい。

　ホッとすると同時に、オルテンシアはこの家の力関係も把握した。

　父子は互いを尊重し、必要以上に干渉しない間柄であるようだ。一人の人間として対等であるとも感じられた。つまり、オズワルド伯爵家の意思とルチアーノ個人の考えは完全に別物である可能性がある。

　――厄介ね。こうなると父子で話し合いなどはしないだろうし、ルチアーノ様の心の中にだけ答えがあるということになるわ……

　ますます全てはオルテンシアが如何いかに彼を篭絡できるかにかかってくる。

　――ひとまず、敵を知らなければ行動も起こせない。オズワルド伯爵家に潜入できた幸運を、有効に使わせていただくわ。

　闇夜に紛れ、あちこち屋敷の中を探るつもりで、オルテンシアはドアノブを掴んだ。

　まずは書斎。応接間も改めて覗いておきたい。できれば私的な部屋も確認したいところだが、今夜は欲をかかず堅実に行こう。

　物音が響かないよう、細心の注意を払ってドアノブを回す。――が。

　がちり、と硬質な音を立て全くノブは動かなかった。

「……え？」

　外から鍵がかけられているのだと気がつくまでに数秒を要した。あまりにも想定外の事態だったからだ。

　ポカンと立ち尽くしたのは言うまでもない。

　監禁、という言葉が頭に浮かぶ。

　この程度の鍵ならば道具を使って解錠できなくもないけれど、残念ながら今のオルテンシアは丸腰だ。何の準備もしてきていない。

　カディール子爵邸から連れてこられ、そのままオズワルド伯爵家に滞在することになり、いつもの七つ道具を何一つヴォントレンの家から持ってきていないのである。

　――嵌はめられたわ……！

　最初に浮かんだのは、油断していた自分への憤り。いついかなる時でも、気を抜いてはいけなかった。

　次に抱いたのは、疑問と困惑。

　――ちょっと待って。ルチアーノ様にとって私を閉じこめて得られる利益って何？

　一瞬、己の目的や正体がバレたのかと焦ったが、それにしたって意味が分からない。怪しんでいるのなら、拘束し尋問すればいい。はたまた後腐れなく処分してしまうかだ。

　人ひとり、闇から闇へ葬り去る方法などいくらでもある。ましてや相手は多大なる権力を擁する伯爵家。オルテンシアくらいどうとでも処理できるだろう。

　恐ろしい想像を繰り広げながら、オルテンシアはうろうろと室内を歩いた。

　念のため壁や床など検分し、秘密の通路や隠し部屋などがないことを確認する。隠れている人物もいない。

　そもそも人の気配があれば気がつくので、監視されている可能性は低かった。

　――窓は嵌はめ殺ごろし……あくまでも私を逃がさないことが目的ということね。上等じゃない。

　宣戦布告と解釈して、オルテンシアは扉を睨みつけた。

　夜、ルチアーノが夜這よばいを仕掛けてくるかもしれないとは想定していたけれど、監禁とは斜め上を行ってくれる。来ないどころか出しもしないとは、完全にこちらの読みが浅かった。

　――ここまで私を翻弄してくれた男は初めてよ……

　今騒ぎ立てるのは得策ではないと判断し、オルテンシアはベッドに座った。

　ここで下手に人を呼んだりすれば、『夜更けに何用で出歩くつもりだったのか』と余計な疑念を固めることになるし、もしもまだ疑われていなかった場合にも厄介だ。

　お手洗いは続き部屋にあり、水差しも用意されている。つまり真夜中に室外へ出る正当な理由が思いつかない。

　ギリギリと奥歯を噛み締めながら、オルテンシアは目を閉じて横になった。こうなったら、無理にでも仮眠して身体を休ませた方がいい。

　明日ルチアーノに問い詰め、待遇の改善を訴えなければ。

　――それにしても、今夜も本当に来ないつもり？　私というご馳走を手元に置いておきながら、本気で手を出さない気なの？　そりゃ初めてだから私だって多少は怖気づいてしまったけれど……何という屈辱！

　監禁されたのも衝撃だったが、彼が忍んで来ないこともオルテンシアの矜持を著しく傷つけた。

　許すまじ。ルチアーノ・オズワルド。

　枕を握り締め、爪を立てる。

　実際、彼に来られたらそれはそれで戸惑うのだが、複雑な乙女心と役目の狭間で、オルテンシアは今夜もなかなか眠ることができなかった。





　　　第三章　賭けの条件







「ご説明いただけますか？」

　眼が笑っていない笑顔で、オルテンシアは小首を傾げた。

　朝食をとるため案内された食堂にてルチアーノと顔を合わせ、デザートが饗きようされたところで切り出す。

「朝、使用人の方が部屋の外から解錠したのです。鍵をかけられていたなんて、私驚いてしまいましたわ」

「おや、何やらご機嫌が悪そうだと思ったら、そんなことですか」

「そんなこと……？」

　こめかみに青筋が浮いたのは秘密だ。

「どういうおつもりでしょう？　私が、深夜に屋敷内を勝手に歩き回る常識のない人間だと思われているのでしょうか？」

「まさか！」

　優雅な所作で食後の紅茶を飲んだ彼は、人懐こい笑みをこぼした。

「僕は、貴女をどこにもやりたくないという願望が強すぎるのです。もしも夜中にオルテンシア様の気が変わりご実家に戻られてしまっては、いくら後悔しても、し足りません」

「はい……？」

　どれだけ突飛な人間だと思われているのだ。常識的に考えて、同居に頷いたその夜に突然何も告げず家に帰る女がどこにいる。あまりにも常軌を逸しているではないか。だいたい交通手段がない。

「だから、思わず鍵をかけてしまいました。申し訳ありません」

「そ、そうですか。私は一日でも早くルチアーノ様と一緒に暮らしたいと思っているので、相談もなく家に戻ったりしませんよ？」

　大いに引きながら、オルテンシアは優しい声音で語った。

　よもやそんな理由だとは考えていなかった。最悪の場合、どうやって正体をごまかすかと策を巡らせていたのだ。

　心配事が一応は杞憂きゆうに終わったことを知り、ほっと息を吐く。

「本当ですか？　オルテンシア様ほど美しい人が僕の隣にいてくれることが、嬉しいのにどうしても信じられなくて……この屋敷に女性がいるのは母が亡くなってから初めてなので、浮かれてしまいました」

　ちくりと痛んだのは、なけなしの良心。どことなく彼の言葉に真実味を嗅ぎ取り、申し訳ない。打算塗れの身としては、急に純真な部分を出されると動揺してしまった。

「私は……貴方の傍を離れません」

「良かった。大切な人が突然いなくなってしまう痛みには、年齢を重ねても耐えきれそうにありません」

　ますます強く抗議しにくくなったオルテンシアは、視線を逸らして語調を弱めた。

「ご理解いただけたのなら、安心しました。ではもう、鍵はかけないでいただけますよね？」

「あ、それとこれは話が別です」

「えっ？」

　さも当然、といった風情で言い放ったルチアーノは、銀の前髪を爽さわやかに揺らした。オルテンシアはしんみりとしていた空気を振り払って顔を上げる。

「話が違います」

「僕の不安は、そう簡単に払拭できないのです」

　だから夜間施錠を続行すると言いたいのか。

　弱々し気に眉尻を下げても、言っている内容を要約すれば『これからも監禁はやめないよ』である。冗談ではない。そんなことになれば、オルテンシアがせっかくオズワルド伯爵家に留まる意味がなくなってしまう。

「私を信用していないのですか？」

「貴女こそ、僕の気持ちを理解してくれないのですか？」

　変人の気持ちなど理解できるかと怒鳴りたいのを堪え、オルテンシアはゆっくり鼻から息を吐き出した。

　人の怒りが持続するのは僅か十秒にも満たない。その間別のことを考え意識を逸らせれば、たいていの苛立ちは流せるのである。

「……私傷つきましたわ。まるで信じていただけないなんて」

　泣なき真似まねはあまり得意ではないけれど、オルテンシアはそっと目尻を押さえた。伏せた顔の下で目を見開き、乾燥によって涙を絞り出そうとする。

　女の涙は最高の武器の一つだ。嫌がる男性も多いけれど、それだけ効果があるということに他ならない。きっと彼も無視はできないはず。案の定ルチアーノは慌てふためいた様子で立ちあがり、オルテンシアの隣へ駆け寄ってきた。

「ああ、泣かないで。許してください、オルテンシア様」

　――ふふ。ちょろいわ……このまま謝らせて、どちらが主人か分からせてあげる。

　潤む瞳を瞬いて、じっくり焦らしつつ彼を見上げる。すると。

「貴女を監禁してしまう僕の愚かしい愛情を、どうか受け入れてください」

「は、い……？」

　待っていた答えとまるで違う回答に、オルテンシアは思考停止した。その隙に両手を握り締められ、鼻がつく勢いで顔を寄せられる。

「貴女を愛しているのです。好きで、好きすぎておかしくなりそうだ。昼間はまだ耐えられます。でも夜は……！　母が身罷みまかったのも、雨が降る深夜のことでした。あの時のことが思い起こされ、一睡もできなくなってしまうのです」

「わ、私とお母様では状況が違います」

「僕にとっては同じです。大切な人を喪うしなうかもしれないという恐怖が心の底に染みついているのです……だからもしも哀れと思ってくれるなら、オルテンシア様を閉じこめずにいられない僕を許してください」

　同情心を刺激され、握りこまれた手を叩たたき落とすことは難しかった。オルテンシアもそこまで鬼畜にはなれない。

　サファイヤブルーの瞳に見つめられると拒否の台詞は紡ぎづらく、そうでなくとも一見穏やかそうなルチアーノの双眸には謎の目力があるのだ。

　人を従わせる王者の覇気。生まれながらの支配者のそれ。

　彼の出生の秘密からくるものなのか、それとも生まれ持った資質なのか。とにかく『国王にのみ絶対服従』が骨の髄まで浸み込んでいるオルテンシアにとってさえ、抗あらがいがたい強制力が発揮されていた。

「オルテンシア様……脆弱ぜいじやくな僕にどうか慈悲を」

　少なくとも、本当に弱い人間はこんな真似はしない。分かっていても、あくまで低姿勢で懇願されると断りにくかった。

　しかも亡くなった母親のことを引き合いに出されると、断固拒否を貫いた場合、オルテンシアの方が悪者みたいではないか。かと言って、軽々しく同意も勿論できるわけがない。

「……ルチアーノ様のお気持ちは理解しました。ですが、私にも思うところがあります。私たち結婚するのですから、お互い話し合いや意見の擦り合わせは大切です。――ここは、勝負で決めませんか」

　何事も最初が肝心だ。

　万が一初しよっ端ぱなからオルテンシアが無条件で折れれば、ことは鍵云々の問題だけではなく、一事が万事ルチアーノに押し切られることになる予感があった。

　ならば、交換条件を出した方がいい。これから先を見据えたオルテンシアは、策を巡らせた。

「チェスで決めましょう。敗者は、勝者の言うことを一つ、何でも聞くというのは如何ですか」

　これなら、不自然ではなく自分の要求を通すことができる。情報を引き出すにも、役に立ってくれるだろう。オルテンシアは、チェスの腕前に絶大な自信があった。

　子供の頃はともかくも、大人になってからは誰にも負けたことがない。もっともオルテンシアが本気で実力を解放するのは家族の前だけであるが、近年リディオットにも連戦連勝していた。

　チェスは非常に頭脳を駆使する遊戯である。体力と腕力では後れを取っても、こちらは性別に関係なく同条件で戦えるはずだ。

「チェスを嗜たしなまれるのですか？」

「はい。女のお遊びですから、たかが知れていますが」

　当然、嘘だ。彼を完膚なきまでに叩きのめすか、わざといい勝負に縺もつれこませるか思案する程度に、オルテンシアは余裕がある。

「……面白い。早速用意しましょう」

　食事を終えたのを機に、二人で遊戯の間へ移動した。様々な道具が揃えられた中から、ルチアーノが大理石で作られたチェス盤と象牙の駒を用意する。

　その美しい装飾と繊細な細工にオルテンシアはうっとり魅入った。こんなに素晴らしい道具を使えるなんて、ワクワクしてくる。とても得をした気分だ。

「本当にチェスがお好きなんですね。目の輝きが違う」

「え、そ、そうですか？」

　態度に出していないが、高揚する気持ちを見抜かれていたらしい。

　侮れない。彼は存外こちらをよく観察している。

　オルテンシアは微笑んでごまかすと、駒を手早くチェス盤に配置した。

「では始めましょう。先行はオルテンシア様がどうぞ」

「あら、ありがとうございます」

　チェスは一般的に、先行の方が有利と言われている。それをあっさり譲る彼に舐められている屈辱はあったが、内心で男の愚かさを嘲笑あざわらった。

　準備が整い、互いに礼をする。余裕綽々よゆうしやくしやくのオルテンシアは、様子見の初手を打った。

　果たして。

　――手心を加える余裕はないわ……

　一瞬でも気を抜けば、怒涛どとうの攻めを仕掛けられる。緊張感のある試合運びに、オルテンシアは愕然がくぜんとしていた。

　とてもではないがわざと悪手を打つことなどできない。全力でかからねば、確実に負ける。ルチアーノは、これまでオルテンシアが対戦してきたどんな人物よりも強く斬新な戦術を繰り出してきた。

　――こんな馬鹿な……お兄様よりもずっと手強いじゃないのっ……

「素晴らしい。驚きました。オルテンシア様ほどの強敵に、巡り合ったことはありません。これほど楽しいのは、初めてですよ」

「そ、それはどうもありがとうございます」

　偽りのない笑顔で語られ、引き攣りながらこちらも微笑み返す。

　しかし悔しいが、オルテンシアも間違いなく楽しかった。知力を尽くし、相手の先を読み、駒を動かして興奮している。

　実力が拮抗きつこうする者同士の全力勝負とは、こんなにも心躍るものだったとは。

　次第に己を偽ることも忘れ、試合に没頭してしまう。オルテンシアがチェス盤を睨みながら熟考していると、向かいに座る彼がお茶を淹いれてくれた。

「……っ、あ、ありがとうございます。ルチアーノ様にこんなことをさせて申し訳ありません。私がしなければいけませんのに」

「構いませんよ。それに結婚すれば、毎朝オルテンシア様に目覚めの一杯を準備するのは僕の特権です。今からその気分を味わっているようで、とても楽しい」

　夫婦生活を匂わせる発言をされ、気恥ずかしくなる。照れていることを悟られたくなくて、オルテンシアは軽く咳払いをした。

「勝負ごとにムキになる女は嫌いですか？」

「むしろ逆です。大好きですよ。これからの時代、女だから男だからと可能性の芽を摘むのは勿体もつたいない。それに、何事も真剣に挑んでくる相手には、全力で応えるのが僕の流儀です。オルテンシア様との生活はきっと楽しいでしょうね。こうしていつでも本気の勝負ができる……緊張感がある家庭が築けそうだ」

　普通、家庭には安らぎを求めるのでは？　と思わなくもなかったが、ルチアーノとの生活を想像してみると、オルテンシアも満更ではなかった。安穏とした日々よりも、何だか楽しそうだ。色々な点で主導権争いを繰り広げながらも、好敵手として切磋琢磨せつさたくまできるかもしれない。

　――まぁ、それが夫婦と言えるかは微妙なところよね。

　自分の妄想に苦笑しつつ、オルテンシアは駒を移動させた。

「――チェックメイトです」

　ルチアーノのキングを追い詰め、辛くも勝利を勝ち取った。

「ああ、驚いた。本当にお強いですね、感服しました。僕も自信があったのですが、まだまだですね。上には上がいる」

　負けた悔しさよりも感嘆を滲ませ、彼は満足そうに頷いた。そして熱っぽい視線でオルテンシアを見つめてくる。

「頭のいい女性は素敵です。負かされるのがこれほど快感だとは知りませんでした。どうですか、もう一戦」

「ええ、喜んで。ですがルチアーノ様、約束を覚えていらっしゃいますか？」

「ああ、そうでした。どうぞ命令なさってください、僕の女王様」

　どうにか勝利した安堵に息を吐き出し、オルテンシアは当初の目的を彼に思い出させる。要求は勿論、夜間監禁の解除――のつもりであったが、直前で気が変わった。

　どうせなら、情報を引き出した方がいい。部屋の施錠については、この後の勝負に勝ってからでも遅くはない。

「ではルチアーノ様のことを教えていただきたいです。例えば、普段はごく親しいご友人とどんなお話をなさっていらっしゃるのですか？」

　彼の交友関係は広い。それこそルヴィオ寄りの貴族もライナス寄りの貴族もいる。付き合いだけ見ると、どちらに肩入れしているか判断できなかった。しかもうかつに本音を明かさず上手く立ち回るのが上流階級の嗜みである。

　だからオルテンシアが知りたいのは、もっと深いものだ。

　気心が知れた友人だけに明かす、本音。建前や偽りのない、表では明かすことのできない内容。

　裏側に隠された真実を求め、遠回しに切り込んでゆく。

「そんなことが知りたいのですか？　男ばかりが集まると、たいていはくだらない話ですよ。長く付き合う友人は皆、学生時代を寄宿制の男子校で過ごした気の置けない仲間ですから」

「だからこそ知りたいのです」

　そのような間柄であれば、口を滑らすこともあるかもしれない。

「私、ルチアーノ様のことでしたら、どんな小さなことでも把握したいのです。妻になるのですもの……駄目ですか？」

　可愛らしいおねだりが功を奏したのか、彼は最近友人と交わした会話の内容を明かしてくれた。だが残念ながらその中に有意義な内容は見つけられず、オルテンシアは次の質問のために再び盤上に駒を並べ直す。

　――あまり遠回しすぎても埒らちが明かないわ。次はいっそ政治的なことを聞いてみようかしら。それにしても男性って、女の目がないとそんなにくだらない話をしているの……？

　オルテンシアがよく知る異性と言えば、父親と兄だけである。取り巻きは数多あまたいるけれど、彼らが普段どんな会話をしているかなど全く興味がなかった。

　故に、比較になるのは家族だけなのだが、父は家庭内では基本母といちゃいちゃしているだけなので参考にならないし、兄は規格外なのでそもそも引き合いに出すのも適当ではない。

　男性たちはもっと小難しい話ばかりしているのかと思っていたが、案外馬鹿馬鹿しい会話を楽しんでいるのだと知って面白かった。

　異性のことや、馬のこと、愚痴や噂話にも興じるらしい。

　自分の知らない世界を垣間見たようで、とても新鮮な気分だ。

　――それに、ちょっと……可愛いわ。

　今目の前で涼しい顔をしているルチアーノも、日頃は子供のように趣味や思い出話で盛り上がることがあるのだと思うと、微笑ましい。学生時代の悪戯や失敗談をからかわれたりするのだろうか。

　好みの女性に関する話は不愉快だったが、オルテンシアは彼が楽し気に語る内容をできればもっと聞いてみたかったし、ワクワクしていた。

　打算ではなく、純粋に。チェスの最中はつい本来の目的を忘れて熱中し、任務の最中にこんな気持ちになるのは初めてで、自分でも戸惑う。

　――楽しい。そうね私ったら本気で楽しんでいたわ。この人との勝負も、会話も。それにルチアーノ様に個人的な興味を持ち始めている……どうして？　単純に、いい試合ができる実力者だからかしら？

　認識してしまうと、尚更気分が高ぶってくる。もっと沢山彼と話してみたい。

「ふふ……こんなにドキドキ胸が高鳴るのは、随分久しぶりです」

「僕もです。最近、色々退屈していましたから……緊張感を忘れていました。ゾクゾクしますね。オルテンシア様と対峙していると、生きている実感が湧いてきます」

「あら、大袈裟ですわ」

　いまいちずれてはいるが、褒められたと解釈してオルテンシアは微笑んだ。ルチアーノも否定せず、穏やかな笑みを浮かべている。

　続く第二戦。

　今度は何とオルテンシアの負けで決着した。

　敗北を喫するなど何年ぶりだろう。猛烈に悔しいのに、どこか清々すがすがしい。

　もっと楽しみたくて再戦を願い出ると、彼はどこか不穏な微笑みを向けてきた。

「約束を、覚えていらっしゃいますか？」

　敗者は、勝者の言うことを一つ、何でも聞く。

　自ら言い出したのだから、忘れるわけがない。叶うなら、忘却の彼方かなたに押しやりたかったが。

　ぐっと言葉に詰まったオルテンシアに、椅子から立ちあがったルチアーノがテーブルを回りこんで近づいてきた。

「何でも、良いんですよね？」

　改めて問われるのが恐ろしい。いったい何を要求されるのかと慄きつつ、オルテンシアは平静を装った。

「勿論ですわ。私にできることでしたら」

「オルテンシア様にしかできません。貴女だけが、僕を救い満たすことができる。ですからどうか――触らせてください」

「……はい？」

　たっぷり間が開いてしまったのは、本気で意味が分からなかったからだ。

　触るとは何だ？　と疑問符がオルテンシアの脳内を駆け巡っていった。

「無垢な貴女に、まだ過度な要求はしません。ですが追々慣れていただきたいですから」

　慣れるとは、何にだ。

　しかもまだという文言に不安を覚えるのは自分だけではあるまい。

　硬直したままのオルテンシアは、ひょいっと椅子から抱きあげられていた。

「ちょっ……？」

　下ろされたのは、替わりに椅子へ腰かけたルチアーノの膝の上。彼の太腿の上に横を向いた状態で座らされ、我に返る。

「こ、これは何ですか？」

「いわゆる抱っこですね。オルテンシア様は随分軽くていらっしゃる」

　その言葉で、全体重をどっしりルチアーノにかけていることに思い至り、オルテンシアは慌てふためいて立ちあがろうとした。

「駄目ですよ。僕が勝ったのですから、お願いを聞いてください」

「それとこれとは……！」

　腰と背中に腕を回され、身動きが取れなくなる。そもそも両足が床につかないので、逃げることは叶わなかった。

　男性に抱えられ、これほど密着するのは生まれて初めての経験だ。ごく幼い頃ならば父親にされたこともあったけれど、もう頭の中は大混乱だった。

　――何なの、これは……っ？

　ただ抱きしめられるのとは種類の違う羞恥がある。

　両脚を行儀よく揃えたまま、身じろぎもできない。何故なら暴れると、彼の太腿の感触が生々しく伝わってくるからだ。

　だとすれば当然、オルテンシアのお尻の感触もルチアーノに伝わっているはずである。

　――無理！　そんなこと、恥ずかしすぎるわ……！

　両頬が赤く染まってゆくのが分かり、動揺している自覚が尚更オルテンシアを追い詰めていった。嫌な汗が全身に浮かび、それもまた居た堪れない。

　ひょっとして汗臭いのでは……と不安になった頃、彼がオルテンシアの首筋に鼻を埋めたので、思わず叫びそうになる。

「貴女は、甘い匂いがしますね」

　――嗅いでいる？　私の匂いを？　え？　今、汗ばんでいるのに？

　目の前が真っ暗になるという経験を、この時オルテンシアは生まれて初めて経験した。そうこうする間にも、ルチアーノは深く息を鼻から吸っている。何度も。しつこく。執拗に。

「や、やめ……」

「ああ、すみません。あまりにもいい香りなので、つい。お願いは、触らせてほしいでしたね」

「はいっ？」

　声が裏返ったことを気にする間もなく、彼の手がドレス越しにオルテンシアの身体を弄いじってきた。それも、経験がない乙女にも分かるほど、淫靡いんびな手つきで。

　最初は平らな腹を。次に脇腹を撫なで上あげながらゆっくりルチアーノの掌が上昇してゆく。

「……ひっ」

　擽ったいのとも違うざわめきが、オルテンシアの背筋を震わせた。

　彼の体温が伝わってきて、まるで全身が心臓になってしまったかのように鼓動が駆け巡る。何もできないまま見下ろした身体の稜線を、ルチアーノが丁寧になぞっていた。

「やっ……」

「貴女は約束を違えたり、しませんよね？」

　迸ほとばしりかけた悲鳴は、耳元で囁かれた言葉で喉を通過する前に霧散していた。

　目的のためならいくらでも嘘を吐き自分を偽ることができるオルテンシアだが、一度交わした『約束』を破るのは嫌いだからだ。『約束』とはすなわち『契約』。一方的に破棄するのは信用と誇りに関わる。

　そんなオルテンシアの気真面目さを見越した台詞に、今更『嫌だ』などとは言えなくなっていた。しかも先ほど、自分の質問には答えてもらっている。その上彼は正式にはまだだが婚約者だ。一緒に住み始めたことで、世間が夫婦とみなすのも時間の問題。

　ならばこの行為はちっともおかしいことではない。

「でもっ、まだ朝ですわ」

「少し触れるだけですよ。オルテンシア様は案外いやらしいですね。何を想像したのですか？」

　分かっているだろうに、からかう響きが腹立たしい。しかし完全に退路を断たれた気分で、オルテンシアは身悶みもだえた。

　せめて夜ならば、暗い分我慢ができる。『やってやるぞ』と気合を入れていることもあり、勢いで乗り切れる気がしていた。

　だが今は正午にもなっていない時間帯で、完全に油断していたのだ。

　外は明るいし、遊戯室の外には使用人の気配もある。こんな状況で卑猥な秘め事に耽ふけるほど、オルテンシアは場慣れしていなかった。

　男性を上手くあしらう術は身に着けているつもりだったのに、ルチアーノが相手だとことごとく上手くいかない。彼がいちいち予想外の反応と言動をするからだ。

　――いくらお兄様でも、真昼間の密室でチェスの敗北を理由に襲われた場合の対処法は教えてくださらなかったわ……！

　実力行使でルチアーノを昏倒こんとうさせ逃げる術も考えたが、この事態を招いたそもそもの原因はオルテンシア自身と言えなくもない。自分の欲求だけ押し通し、後は尻尾を巻いて逃げるなどという卑怯ひきような真似もしたくなかった。

　結局オルテンシアは、覚悟を決めて身体の力を抜く。全て計画通りだと己に言い聞かせながら。

「ふふ、怯えないでください。本当に貴女はなかなか懐なつかない猫のようです。それでも撫でさせてくれるようになったのは、進歩でしょうか？」

「……ゃ、んっ」

　掬すくい上あげられた乳房が、襟ぐりから谷間を強調した。彼の掌全体で包みこまれ、柔らかな膨らみが形を変える。頂を布が擦る度、オルテンシアはビクビクと身を強張らせた。

「大丈夫、痛いことはしませんよ。僕は貴女を可愛がって甘やかしたいだけです」

「……ァッ、耳舐めないで、くださっ……ふ、あ」

　耳朶を食まれて、吐息と共に艶声を注がれた。いつもより淫らに響く彼の声が、内側からオルテンシアを侵食してゆく。

　熱くて、恥ずかしくて、おかしくなりそう。

　スカートの裾をたくし上げられ、オルテンシアの真っ白で柔らかな太腿が晒さらされれば、ギリギリ保っていられた淑女の仮面をかなぐり捨てずにはいられなかった。

「駄目っ……！」

「ご安心を。今日は直に触れたりしません。ただオルテンシア様を気持ちよくしてあげたいだけです。僕に触られることに慣れてください」

　下着越し、ごく薄い布一枚を隔てて、秘めるべき部位を弄られた。

　本当なら、夫にのみ許す場所。しかも閨ねやで慎つつましく、夜陰に紛れて耽る秘め事のはずだ。

　自分からはたっぷりとしたドレスの布地に阻まれ見えないけれど、足の付け根をルチアーノに暴かれているのかと思うと、頭が沸騰しそうになった。

　まだ誰にも綻んだことのない蕾つぼみは青く硬い。委縮した身体を宥めるように、彼は何度もキスを落としてきた。

　うなじや首筋。耳にこめかみ。

　湿った吐息に肌を炙あぶられて、際限なく熱がこもってゆく。

　最初は熱いと感じたルチアーノの手は、今やオルテンシア自身が発熱しているせいで同じ温度になっていた。完全に別物のはずの肉体が、混ざり合う。密着しているせいで、境目が曖昧になってしまう。
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　強く噛み締めた顎は、咎とがめるキスで緩められていた。

「声を、聴かせてください」

「お願いはっ……一つだけのはずです……！」

「つれないな……ですが貴女の言う通りです。でも我慢できなかったら、出してくださいね？」

「……ぁっ……ん、んッ」

　未知の感覚が怖い。

　知識はあっても実体験を伴わない快楽に、オルテンシアは全身を戦慄わななかせた。

　下腹にうねる喜悦が溜まる。それを掻かき出だすかのような淫靡な指の動きに、噛み締めた歯が微かに軋きしんだ。

　閉じようとする太腿は強引に開かされ、一度彼の手の侵入を許してしまうと、もう蹂躙されるより他に道はない。

　いくらルチアーノの暴挙を拒もうとしても、むっちりとした腿で挟むくらいのことしかできなかった。その程度の抵抗は男を煽るものでしかないらしく、彼は滾たぎる吐息をオルテンシアに吹きかけてくる。

　僅かに掠れ乱れた声が、余計にルチアーノの剥き出しの劣情を伝えてきた。

「可愛い……もっと、僕に身を任せて」

「……ひ、ァっ、やぁ、あっ」

「ねぇ、オルテンシア様……いつもなら見向きもしてくれない孤高の美猫が、気まぐれにこちらに興味を示してくれた時の気持ちが、貴女に分かりますか？」

「何のっ……話ですか？　あぅっ」

　下着の上から敏感な淫芽を潰され、オルテンシアは背をしならせた。

　彼の腕に囚われたままでは、動ける範囲などたかが知れている。狭い範囲でビクビクと四肢を強張らせ、快楽を逃すこともできない。

　初めての感覚に怯え、これまで作り上げてきた『社交界の華オルテンシア・ヴォントレン』を演じることも難しかった。

「調子に乗ると爪を立てられると知っていても、構い倒さずにはいられないのですよ」

「あ……やぁっ」

　花弁に沿い上下に摺られると、抗いがたい愉悦が湧き上がった。同時に襟ぐりから侵入してきたルチアーノの片手に、胸の飾りを避けて際どいところをなぞられる。

　乳房は汗ばみ、下肢は淫らな蜜で濡ぬれていた。

　種類の違う体液で布が張りついて、多大なる羞恥の海にオルテンシアを突き落とす。いつでも毅然きぜんとし、異性を軽くあしらうことに慣れた女は、もうどこにもいなかった。

「ふ、ァんっ……嫌ぁ……！」

　匂いを嗅がれることなど、今の辱はずかしめに比べればどうということもない。次第に早くなる指の動きに翻弄されて、オルテンシアは髪を振り乱した。

　気持ちがいい。

　煮え滾る快楽に、思考が支配される。

　本当ならいつも通り適当に男の手を躱し、指一本触らせないことで己の価値を認識させるべきなのかもしれない。もしくは最初の予定通り、自分の肉体を使って積極的に誘惑するべきだ。

　けれど今のオルテンシアには、どちらも難しかった。

　されるがまま、ルチアーノがくれる快感に溺れている。だらしなく喘ぐことしかできない唇は、ひどく嫌らしく濡れ光っているだろう。

「ああ……早くオルテンシア様の中に入りたい。直接貴女の肌に触れ、舐め味わってぐちゃぐちゃに混じり合えたらいいのに……」

　卑猥な内容を補足するように首筋に舌を這はわされ、オルテンシアは大仰に身を震わせた。肉厚の彼の舌が、うなじから鎖骨へと移動してゆく。ねっとり一直線に唾液の線を描かれて、身じろいだ拍子に、尻の下にある何か硬いものの感触に気がついた。

「いけませんよ、オルテンシア様。あまり暴れられては僕も我慢ができなくなってしまう。もう少し紳士でいさせてください。猫を懐かせるには、充分な準備と時間が必要ですから」

「だから何の話……っ、はぅっ」

　思わず前かがみになった瞬間、ルチアーノの指先が下着ごと僅かに泥濘ぬかるみの中へ沈んだ。

　ごく浅い場所で、たっぷり水分を含んだ布地が内壁を擦り上げる。途端弾けた淫悦にオルテンシアは頤おとがいを晒した。

「っ、んんっ」

「オルテンシア様は初めてなのに、花芽だけでなく内側も感じられるようですね。とても敏感で愛らしい身体だ。一日も早く愛めでたいな……僕だけのものにしてしまいたい」

　彼の声が艶を帯びるほど、下から感じる硬い異物の主張が大きくなる。わざとオルテンシアの尻に擦りつけているのか、ぐりぐりと圧迫された。

「ぁあ……、な、何？」

「貴女は鳴き声さえも愛らしい。僕の手で無防備に喉を鳴らしてください」

「私はっ……猫ではありません……！」

　どことなく噛かみ合あわない会話に抗議するも、愉悦はどんどん大きくなっていった。

　オルテンシアの無垢なあわいを捉えたルチアーノの指先は、痛みを感じない浅瀬で出入りを繰り返した。親指で花芯を刺激することも忘れない。

　胸の果実は巧みに避けられ、それでも直接肌に触れられている緊張が興奮を煽る。擦れる布の感触も、どんどん鋭敏になってしまった。

「……ぁ、あっ……！　何か、変ですっ……」

　オルテンシアの身の内で、得体の知れないものが暴れていた。未だ体験したことのない大きな波が襲い来る予感に、視界が滲む。

　彼の膝から立ちあがろうとしても、腕の檻はますます頑丈に狭まるばかりだった。

「今更……逃がしませんよ。何度も提示した逃げる機会を無駄にしたのは、貴女です」

「アッ、ゃ、駄目……きちゃうっ……！」

「どうぞ。イってください。僕の手で」

　淫猥な蕾を繊細な手つきで転がされる度、オルテンシアの中から蜜が溢れる。今やびしょ濡れになってしまった下着は、用をなしていない。堪えきれず足をばたつかせると、尻に当たる硬いものがぶるりと震えた気がした。

「……っ、貴女は本当に、何事にも優秀なようだ」

「何を、言って……あ、はぁんッ」

　掻かき乱みだされる。心も身体も。

　冷静な淑女の仮面も、可愛らしい令嬢の仮面も被かぶれない。オルテンシアはすっかり余裕をなくし、ルチアーノの膝の上で啼き喘いだ。演技も計算もできず、悦楽の海に叩き落とされる。

　男女のこと、性的な行為をすっかり舐めていた。いくら実体験は初めてでも、自分ならそつなくこなせると高をくくっていたのだ。手の甲に落とされるキスの延長程度にしか考えていなかったから。

　主導権などとても握れない。されるがまま彼の指技に溺れてゆく。圧倒的な快楽の前に、処女のオルテンシアはあまりにも無力だった。

「……やっ、ぁ、あ……っ、怖い……嫌ぁ……っ」

「大丈夫。そのまま僕に全て委ゆだねてください」

　他者に弱みを見せることも、頼ることもオルテンシアは苦手だ。それはすなわち敗北を意味する。任務の失敗に繋がり、家族全員を危険に晒しかねない行為だからだ。

　心を預ければ、その分弱くなる。大事なものは力の源にもなるが、弱点にもなり得る諸刃の剣。だからこそ宝物は必要最小限、家族だけで充分だと思っていた。

「駄目っ……できないっ、ひ、ぁあっ」

　冷静な判断力は砕け散り、喜悦の波に押し流される。結果、オルテンシアは幼子のように嫌々と首を振ることしかできなくなった。

「やぁっ……も、やめっ……あ、あッ……ぅあっ、変になっちゃう……！」

「舌足らずなオルテンシア様も可愛らしい。おや、泣いていらっしゃいますか？」

　ついにボロボロと溢あふれ出した涙を、ルチアーノの舌が舐めとった。目尻、頬、鎖骨まで流れた滴を余すことなく味わわれる。

「少ししょっぱい。汗が混じっているせいでしょうか」

「ひっ」

　羞恥でおかしくなる。涙を見られたことだけでも恥ずかしいのに、その上汗を舐められるなんて、もはや正気の沙汰じゃない。

　ジタバタと暴れ出したオルテンシアは圧倒的な力で抑えこまれ、男女の腕力差に深く絶望した。

　――違う。力の差だけではないわ。だって今、私の身体は自由にならない。ルチアーノ様に触れられ、まるで他人のものになってしまったみたい。

　悦よろこんでいるのだと、認めたくはなかった。

　淫らすぎる己の本音に眩暈めまいがする。昼間の明るい陽光の中、いったい何をしているのか。

　オルテンシアは今度こそ本気で身を捩った。

「放して……！」

「雰囲気が変わりましたね。もしかしてこれがオルテンシア様の本来の姿ですか？　だとしたら、嬉しいな。取り繕っていない素の貴女にやっと会えた。どうぞこれからもその調子でお願いします」

「ぁ、ひっ……ああ、ふざけない、で……！」

「ふざけていません。もうイきますか？　オルテンシア様の花弁がヒクヒクと痙攣けいれんしています」

「やぁっ」

　彼の腕を引ひき剥はがそうとしても、淫悦に打ち震えるオルテンシアの身体は正常に動いてくれなかった。

　すっかり膨れて顔の覗かせた花芽を、布越しに二本の指で摘まれ、扱しごかれる。下着ごと押し込まれたルチアーノの指が、狭隘きようあいな肉壁を摩擦した。

「貴女の内側が熱くうねっている。僕を欲しがってくれているのかな」

「違っ……」

「素直になってしまいなさい。僕の子猫」

　食まれた耳朶をねっとり舐められ、劣情に塗れた声を注がれる。その瞬間、オルテンシアは一気に弾はじけた。

「……ァああっ」

　視界が、白く染まる。全身が強張り爪先まで痙攣した。

　何も、聞こえない。まるで水の底を漂うよう。繰り返し何度も快楽の波が寄せては返し、次第に小さくなって引いて行くまで、小刻みに震え続ける。

　呼吸が乱れ、弛緩しかんした身体を彼にぐったり預けたオルテンシアは、茫洋と視線をさまよわせていた。

　激しい訓練を終えた後に似た、疲労感がのしかかる。並の令嬢よりよほど鍛えているはずだが、初めて知る絶頂の余韻に何も考えられない。

　指一本動かすことさえ億劫おつくうで、オルテンシアは睫毛を震わせるのが精一杯だった。このまま眠ってしまいたいほど、全身が重い。

「――ご馳走様、オルテンシア様。もう一勝負、しましょうか？」

　だが無情にもルチアーノの声で引き戻された。

　夢うつつにあった意識が、現実へ呼び戻される。我に返れば、ドレスに乱れはないものの、体中がそこはかとなく気持ちが悪い。特に足の付け根には、ぬるりと濡れた感触があった。

「勝、負……？」

「はい。チェスで勝ったら、負けた方に何でも一つ命令できる約束でしょう？」

　今この状態で、オルテンシアに頭を使うことなどできるわけがなかった。それも一時も気が抜けない知力を尽くした戦いになることが必至。とてもじゃないが、無理だ。

「少し、休憩させてください……」

　心の整理もつけたい。一向に治まらない心臓の音が、煩く内側から鼓膜を叩いている。このままでは冷静な判断力など期待できるはずがない。

　――勝負に勝って、欲しい情報を引き出すどころか、いいように弄ばれてしまった……何という屈辱。ああ、いっそ全部忘れてしまいたい……！

「分かりました。ではまた夜にでも対戦しましょうか。あ、鍵の件はこのまま保留でいいですよね？」

　最初に戦利品として監禁の解除を要求しなかったことをオルテンシアは悔やんだが、もう遅い。すっかり敵の術中に嵌はまった心地で、頷くことしかできなかった。




　日が沈み、一日の終わりに差し掛かった時刻、オルテンシアとルチアーノは再びチェス盤を挟み向かい合っていた。入浴や着替えは済ませてある。

　場所はオルテンシアの部屋。道具は遊戯室から移動してきた。

「――あの後、ルチアーノ様は何をされていたのですか？」

「仕事を少々。貴女を一人にして申し訳ありませんでした。退屈ではありませんでしたか？」

「いいえ。採寸や宝石商の方などが入れ代わり立ち代わりやってきて、暇を感じる間はありませんでした」

　朝っぱらからいやらしいことをされ、すっかり疲れ果てたオルテンシアは彼と別れた後、自室でクッションを殴りながら反省会をしていた。

　すっかり手玉に取られた感は否めない。どうすればあれらの記憶を消去できるのか。今度こそ見事返り討ちにしてくれると気炎を上げていたところに、使用人や仕立て屋などがぞろぞろやってきたのだ。

　おかげで屋敷内を探索することも、リディオットに連絡することもできなかった。

「気にいる商品はありましたか？」

「素晴らしいものばかりでした。……ですが、必要ありませんわ。散財する必要はありません。私、無駄な浪費は好きではありませんの」

　ヴォントレンは一家全員倹約家だ。貧乏を装っているせいもあるけれど、とにかく無駄遣いが大嫌いなのである。

「ふふ、貴女を美しく着飾らせた程度で、我が家の財政は破綻しませんよ？」

「そうかもしれませんが、不要な出費は抑えた方が好ましいでしょう。もし余裕があるのなら、困っている方々に分配してください。その方がオズワルド家の評判もあがります」

「意外に、経済観念がしっかりしていらっしゃいますね。貴族の令嬢は、お金の概念さえない方ばかりなのに」

「……私を他の女性と比較しないでいただけますか」

　笑顔もなく、オルテンシアはむっつりと言った。

「ご機嫌斜めですか？　今朝までは笑顔の大盤振る舞いだったのに、急に変わりましたね」

「……今更取り繕っても、無駄な気がしましたので」

　ルチアーノには恥ずかしいところを散々見られてしまった。しかも行為の最中、素のままでいてほしいという意味のことを囁かれたから、オルテンシアはあざとい演技をやめたのだ。

　そしてもう一つ。彼に一矢報いたいという思惑もあった。無駄な愛想を振りまくものかと、意固地になっているのだ。

「僕は貴女の笑顔も大好きなので、たまには笑ってくれると嬉しいのですが、仏頂面のオルテンシア様も可愛いですよ」

　だが、全く欠片かけらもルチアーノに嫌味は伝わらなかったらしい。

　満面の笑みを浮かべた彼は、いそいそとチェスの駒を動かした。

「チェックメイトです」

「えっ」

　また負けてしまった。これで二連敗。屈辱に胸を焦がし、オルテンシアは歯を食いしばった。

「……要求は、何ですか」

「悔しくても、きちんと筋を通そうとなさる貴女は、誇り高い方ですね。そんなところも素敵です。だからどうぞ、そのままでいてください。僕の前では自分を偽らない約束をしてくださいませんか？」

　てっきりまた、いやらしい命令をくだされると思っていたオルテンシアは、予想外の言葉に驚いた。

　正直、その程度でいいのかと戸惑う気持ちの方が大きい。そもそも今夜のオルテンシアは、既に取り繕うことをやめて自分を偽っていない。

「……他には？」

　まさかそれだけではあるまいと、注意深く質問を重ねた。

「お願いしたいことは他にもありますが、ひとまずはこれで。勝利一つにつき、要求も一つだけが約束ですからね」

　警戒心を漲らせていた分、オルテンシアは拍子抜けして瞬いた。彼は妙なところで律義だ。今の条件程度なら、わざわざ勝利特典を使わなくてもいいだろうに。

「さぁ、では次の勝負をしましょう。ふふ、本当に楽しいな。オルテンシア様が相手だと、一瞬も気が抜けない。他の女性が相手なら多少手心を加えますけど、貴女には全力でぶつかりたくなります」

「私も――」

　楽しいと言いかけて、オルテンシアは言い淀んだ。目的も果たせず、楽しんでいる場合ではないと思い直したからだ。

「あ、もしかしてご気分を害されましたか？　貴女を軽んじているわけではありませんよ？　むしろ対等に渡り合える方だと思っているからです」

「え？　あ、はい。分かっています」

　別にこの程度のことで、誤解などしない。むしろ認めてくれたのだと理解している――が、『他の女性』を引き合いに出されたのが面白くなかったのも事実だった。

　――何かしら、この気持ち……抱いたことのないモヤモヤだわ。

　不快な澱おりが胸の奥に溜まる。どろりとした粘性の、黒い何かが。

　――面白くない。

　なんだかとっても不愉快だ。楽しいはずのチェスの勝負も、急に色褪いろあせて見えた。

「……ルチアーノ様、次の勝負は先にお互いの要求を公開しておきませんか？」

　いまいち乗らなくなってしまった気分を鼓舞するため、オルテンシアは新しい条件を提案した。またとんでもない命令を下されると事前に知っていれば、勝負に集中せざるを得ないと思ったからだ。

「面白そうですね。いいですよ。オルテンシア様は何になさいますか？」

「そうですね……ルチアーノ様は王族の方とも懇意にされていると聞いています。私などお目にかかることもありませんから、どんな会話をされているのか気になりますわ。教えてくださいます？」

　監禁についても頭をよぎったが、ここは敢えて一歩踏み込むことにした。

　前回友人について質問しているから、さほど不自然さはないはずだ。だが、彼の瞳が僅かに細められたのを感じ、念のため言葉を重ねる。

「少しでも貴方のことを知りたいのですが、駄目ですか？」

「まったく……あざとい罠だと知っていても、どうしてこう僕は簡単に引っかかってしまうのかな。いやむしろ、めちゃくちゃに振り回されたいのか」

「はい？」

　何やらルチアーノが呟つぶやいた内容は上手く聞き取れなかったが、彼はじっとこちらを見つめた後、にこやかに頷いた。

「分かりました。いいですよ。ただし機密に関することはお話できませんので、雑談程度でしたら」

「ええ、構いません！　それで、ルチアーノ様の要求はなんでしょう？」

　よしっと意気込み、オルテンシアは次こそ大差で勝利を収めると誓った。

　王族との会話内容にも多大なる興味があるけれど、一番の狙いは『誰の名前が出てくるか』である。彼も話すことができる内容を吟味はするだろうが、ルヴィオとライナスどちらとより多く話していたかについてまでは、意識せず語るに違いない。

　親しくしていれば、雑談だって増える。誰でも、心を許している相手に肩入れせずにはいられないのではないか。それが、王の資質が伴っていない人物でも――

　――この勝負、絶対に負けられない。

「僕のお願いは、添い寝です」

「添い寝ですか。分かりまし……えっ？」

　高揚する気分のまま応じたオルテンシアは、耳に届いた言葉を咀嚼そしやくするのに、時間がかかってしまった。

　添い寝とはいかなるものかと、自分の中の辞書を開く。出てきた答えは、『一緒に寝ること』だ。

「あ、あ、あの……？」

「この部屋のベッドで、二人一緒に眠りましょう。ああ、想像しただけでゾクゾクします」

　別の意味で、オルテンシアもゾクゾクした。

　今朝のことを思い出し、下腹に燃えるような熱が再燃する。また、あんな辱めを受けてたまるか。仮に同衾どうきんするとしても、心の余裕を持ちたい。主導権を握れなくては、意味がないのだ。

「駄目ですか？　オルテンシア様」

「駄目では、ありませんけれど……っ」

　いや、駄目だと言いたい。もう一度あんなことをされては、自分が自分でなくなってしまう予感があった。ヴォントレン家の娘であることこそ、オルテンシアの誇り。ただの小娘になど、なりたくない。

　言い訳を捻ひねり出そうとするオルテンシアに、ルチアーノが顔を寄せてきた。

　兄とは系統の違う秀麗な美貌に見据えられ、不覚にも胸がざわめく。キスをされるのかと構えた瞬間――

「貴女の純潔を散らしはしませんよ。まだ、ね」

　囁きは、ほとんど音になっていなかった。至近距離だったから、辛うじて聞き取れただけだ。ほぼ吐息の声は甘く、麻薬めいた凶悪さでオルテンシアの身体を駆け巡る。

　はっとして瞠目どうもくすれば、蕩けそうな甘さの中に貪欲な飢えを秘めた彼が笑っていた。

　いつもの、人畜無害な微笑みではない。オルテンシアに身の危険を感じさせるには充分な、それでいて何かを期待せずにはいられない危険なもの。

　思わず身を引いてしまったのは、仕方ないと思う。

「決まりですね。では勝負を始めましょう」

　コクリと呑んだ息を、気づかれたくなかった。怖気づいていることも、疼うずく身体を持て余していることも、どちらもルチアーノに知られたくない。

　ますます負けられないと意気込み、オルテンシアはチェス盤を睨みつけた。

　しかし集中しきれず、気もそぞろで勝てる相手ではない。最後まで粘ったが結局屈辱の三敗目を喫してしまった。

「私の勝ちですね」

「あぁあ……」

　高らかな勝利宣言は、オルテンシアにとって刑の執行宣告でもある。

　椅子から立ちあがった彼に手を取られ、促されるまま自分も腰を上げた。向かう先は、一人寝には大きすぎるベッドだ。

「丁度休む時間です。一緒に眠りましょう」

　震える背中を押され、感じたのは畏怖である。抗えない命令に、混乱はあっても嫌悪はなかった。オルテンシアはそのことに戸惑いつつ、従順に横たわる。隣にはルチアーノが身を横たえた。

　近い。

　同じベッドで異性と眠るなど初めてだから、適切な距離など知る由もないが、とにかく近すぎると思う。

　さりげなく端に寄ろうとしたオルテンシアの身体は、腰に絡みついてきた彼の腕により、引き戻されていた。

「きゃっ」

「あまり端ギリギリにいては、落ちてしまいますよ」

「ね、寝相は良いのでご心配なく」

　だから放してくれと、視線で懇願する。

「嫌です」

「えっ」

　口にしなかったはずなのに、絶妙な間で返事をされた。皮肉なくらい、瞳での会話は順調らしい。ただし、意思疎通が完璧かと問われれば、答えは否だ。

「僕は勝負に勝ちましたよね？　オルテンシア様は従う約束です。……でも、どうしても嫌だと拒否されたら、悲しいですが諦めます。貴女に嫌われることだけは、耐えられませんから」

　今夜のルチアーノの笑顔は、完全に脅迫だった。恐ろしいほどの強制力で、オルテンシアを縛りつける。リディオットに匹敵する有無を言わせぬ強さだ。しかし言動はあくまでも低姿勢なのが、非常に厄介だった。

　笑顔の次は捨てられた子犬めいた悲し気な瞳で見つめられ、懇願される。すると基本的に面倒見がいいオルテンシアは、冷たく突っぱねることなどできなくなるのである。

「拒否するだなんて……まさか」

　そんな権利も浅はかさもオルテンシアにはない。

　これも計画の内。むしろ思惑通り事が運んでいると喜ぶべき場面だ。だが思いとは裏腹に、強張った身体はままならなかった。

　――これが経験値の差……！　もっと早いうちに処女など捨てておけば良かったわ。

　とは言え、貴族令嬢にとって純潔は財産の一つだ。簡単におさらばできるものではない。しかし今だけは、奔放に生きてこなかったことをオルテンシアは後悔していた。

　兄の多情ぶりを嫌厭していたのに、今夜に限り羨ましい。男性と女性では経験値の価値が違うが、あれだけの場数と手練手管があれば、ルチアーノを思うがまま操れたのではないか。

　いくら社交界の華と謳われ、唯一無二の孤高の存在であったとしても、閨ねやに関してオルテンシアは手練てだれとは言い難い。実際のところ、頭でっかちの子供と大差はないのである。それでも、掻かき集あつめた矜持で取り乱すことを己に許さなかった。

「そんなにじっと見つめないでください。これでも僕だって色々我慢しているのですよ？」

　何をだ。自重している素振りなどどこにもないではないか。

　抗議したいのをぐっと堪え、オルテンシアは野生の獣さながらに警戒を怠らない。表向き大人しくしているが、その実全身の毛を逆立たせているようなものだ。

「髪を撫でてもいいですか？」

「……どうぞ」

　一応了解を取る気はあるらしい。

　考えてみれば、今回の命令は『添い寝』だけである。触れるのは本来範囲外だ。

　――何だ……勝手に勘違いして、身構えてしまったわ……

　オルテンシアはてっきりまたいやらしいことをされると思ってしまったが、先走った妄想だったらしい。そうと分かりホッとしたけれど、同時にとてつもなく恥ずかしかった。

　――ばっ、馬鹿ね。何を考えているの？　まるで期待していたみたいじゃない……！

「どうしました？　急に真っ赤になったりして。もしかして何か期待していましたか？」

「えっ」

　まさか彼には他者の心を読む能力でも備わっているのだろうか。

　またしても絶妙な間で問われ、オルテンシアは愕然とした。

「だったら……期待に添わないわけにはいきませんね。妻の望みを叶えるのは、夫の義務であり特権ですから」

「私は何も望んでいません！」

　身の危険を感じ、慌てて起き上がろうとしたオルテンシアは、寸前でルチアーノに抱きしめられていた。

　夜着一枚越しのせいか、これまでよりずっと彼の存在を生々しく感じる。鼻腔いっぱいにルチアーノの香りを吸い込み、内側から炙られるような熱が生まれた。

「オルテンシア様はとことん僕を試すおつもりのようだ」

「た、試す？」

　そんな気は微塵もなく、頭の中はどう逃げるかで埋め尽くされている。

　両腕を突っぱねた程度では、案外逞しい彼の腕からはとても脱出できそうになかった。

「や、約束は添い寝だけのはずです。守っていただかないと困ります」

「確かに。ではこうしませんか。先ほどの貴女の質問に答えますから、僕のお願いをもう一つ追加してください。オルテンシア様に触れたい。今度は、直じかに」

「……っ！」

　これ以上はないと思えるほど上昇していた体温が、限界を突破した気がする。

　汗ばんだ肌を夜着の上から撫でられ、得も言われぬ愉悦が広がった。

　誰がどう考えても、ここは頷くべきところだ。とても美味しい取引を持ち掛けられているのだから、断る方がどうかしている。しかしオルテンシアが躊躇ためらってしまうのは、昼間の感覚があまりにも鮮烈で麻薬的だったからだった。

　自分が壊されるような、絶対的な快楽。背徳的で卑猥な遊戯。

　あれを何度も味わってしまえば、引き返せなくなるのではないか。今でさえ怖気づいていてもルチアーノに触れられることは嫌ではないのだ。

　十五歳の頃、獣欲をむき出しにして襲い掛かってきたギムレット伯爵とはまるで違う。ルチアーノは嫌悪ではなく快感をオルテンシアに教えてくれた。求められている行為は同じものなのに、この差異は何だろう。

　……たぶん、自分はその答えを知っている。何故、ルチアーノが相手であれば、吐き気を伴わずに済んだのか。

　しかし突き詰めることが恐ろしくて、オルテンシアはここで思考を断ち切った。

「では、先に私の質問に答えてください」

　ただでは転ばない。強い意志を持って、彼を正面から見据えた。

　いくら翻弄されていても流されっぱなしになって堪たまるかと、己の矜持を掻かき立たてる。誇り高きヴォントレンの娘として、必ず獲物は仕留めてみせると改めて誓った。

「……綺麗な目ですね。オルテンシア様の瞳は美しいだけでなく、油断していると喰らわれそうな緊張感を与えてくれます。僕が獲物になったような……こんな感覚、他の誰からも味わえません。きっとその眼差しに、囚われてしまったのだと思います」

　今まさに、ルチアーノを獲物認定していたオルテンシアは、大いに慌てた。やはり心の声が漏れているのかと嫌な汗が背中を伝う。

　だがそんな焦りは微塵も見せず、呼吸を整え彼に返答を促した。

「ルチアーノ様は、二人の王子と懇意にされていらっしゃいますよね？　ルヴィオ殿下とは御学友で、ライナス殿下とはどのようなきっかけですか？」

「確かに年は少々離れていますが、趣味のチェスを通じて親しくさせていただいています。オルテンシア様には及びませんが、ライナス殿下もなかなかの腕前なのですよ」

「……つまり、ルチアーノ様は最初から勝つ自信があったのですね……」

　通りであっさり勝負を受けると思った。騙された――わけではないが、何だか悔しい。

「ふふ、申し訳ありません」

「謝る必要はありません。私がお誘いしたのですし。それより、お二方とはどんなお話をされているのですか」

　本題に切り込み、オルテンシアはひっそりと拳を握り締めた。

　夜のベッドの上で男性と向かい合って横たわり、密着している。艶めかしい状況なのに、二人の間にあるのは駆け引きという緊張感だ。

　互いに瞳の奥を探り、嘘やごまかしなら見破ってみせると爪と牙を研いでいた。

「そうですね……ルヴィオ殿下からは愚痴を聞かされることが多いですよ。第一王子としての重責で、大変なことがあるのでしょう」

「……ルヴィオ殿下と、よくお会いになるのですか？」

「直接お会いすることは少ないです。最近はもっぱら手紙ですね」

　ならば、その手紙はどこかに残されているはずだ。是非とも手に入れたい。重大な情報を掴み、オルテンシアは喉の渇きを覚えていた。

「仲が、いいのですね」

　先にルヴィオの名前が出るということは、より連絡を取る頻度が高いのか。しかも愚痴を言い合うとなれば、相当心を許している証拠だ。ざわざわと胸が疼く。自分がどんな回答を望んでいたのかも分からないまま、オルテンシアには傷ついている自覚だけがあった。

「そうですね。悪くはないと思います」

「学生時代から懇意にしていらしたのですか」

「ええ。よく一緒に行動していましたよ。寮では互いの部屋を行き来して、遅くまで他愛たあいのないお喋りに耽ったものです」

　通常、貴族の令息は学生時代に交友関係の下地を作る。そこでの人脈が、後々大きな意味を持つと知っているからだ。言わば、大人社会の縮図。賢い立ち回り方を学ぶのである。

「……親友、と呼べそうですね」

「ルヴィオ殿下がそう感じてくださっていたら、光栄ですね」

　彼自身の答えはやんわりとはぐらかされ、これ以上詳しい内容は聞き出せそうもない。早々にこの線を諦めたオルテンシアは、次の一手を繰り出した。

「ライナス殿下とルチアーノ様はルヴィオ殿下と同じような会話をされるのですか？」

「あの方はとても聡明なので、僕の方が年下かと思うほどですよ。好奇心旺盛な上に話題が豊富で、話していて飽きません」

　先ほど、第一王子について語っていた時にはなかった評価を聞き取り、思わずオルテンシアは身を乗り出していた。

　控えめではあるが、好意的な言葉だ。しかも内面や性格に関すること。これは、大きな意味を持つ気がする。

　――いいえ、違う。私がそうであってほしいのだ。

　ルヴィオ寄りではなくライナスを支持していてほしい。そうすれば、いざという時に彼を排除しなくて済む。

　唐突に思い至った自分の本音に、オルテンシアは愕然とした。

　偽りの好意を囁き、親密に触れ合ったことで情が湧いたのかもしれない。叶うなら、ルチアーノを殺あやめたくないと願う気持ちが、いつの間にか生まれ育っていた。

　――何故、こんなに胸が苦しいの……？

　オルテンシアの知らない感情が渦巻いている。出口を探す奔流が流れ出せば、取り返しがつかなくなる予感に襲われた。割り切っていたはずの諸々が、急速に形を変えてゆく。

「……王族の方に興味がおありですか？」

「えっ……」

　低く、小さな声で問われ、オルテンシアは我に返った。薄暗がりの中、銀髪の隙間から碧い瞳がじっとこちらを見つめている。

「随分熱心に聞いてくるので、並々ならぬ興味があるのかと思いました」

「あ、その。男爵家程度では雲の上の方々なので、聞かせていただきたかっただけです」

　もしや思惑がバレたかと血の気が引いた。

　少々、調子に乗って問い詰めすぎたらしい。笑ってごまかすには不穏な雰囲気をルチアーノから感じ、オルテンシアは反射的にずり下がった。

「……面白くないな……貴女が別の男について聞くのは、愉快でありません」

「別の男って、王族の方々に対して、疚やましい気持ちなどありませんよ？」

　まさかこれは嫉妬だろうか。考えていたのとは違う反応を返され、拍子抜けする。

　恋愛的な意味で狙う気など皆無だったオルテンシアは、あまりの不可解さに顔をしかめてしまった。

　しかしそれがいけなかったのか、それとも後退ったのが間違いだったのか、彼は纏う空気を明らかにどす黒いものへ変えた。

「質問は以上でいいですか？　いいですよね？」

　有無を言わさぬルチアーノの勢いに押され、口ごもった瞬間キスされていた。

　最初から舌を捻ねじ込こまれる深くて荒々しい口づけ。性急な勢いだったせいか、がちりと前歯がぶつかった。

「……っ、ふ」

　結構痛い。手足は鍛えられても、口の中は盲点だ。だが敏感でもあるそこは、粘膜を舐なめ回まわされるとたちまち快楽を拾ってしまう。

「……ん、っく……」

　命令は、『添い寝』と『直に触る』なのだから、キスは範囲外である。厳重に抗議しなければならない。しかしもがくオルテンシアの両手は、難なく抑え込まれてしまった。

　しかも向かい合って横臥おうがしていたはずが、今や仰向けになって彼に組み敷かれている状態だ。のしかかる男の重みに、全身が一気に熱を孕はらむ。頭を振ってどうにか唇を解いても、再び深く貪られていた。

「やっ……」

「初めて知りました。僕は結構嫉妬深いらしいです」

　そんな自己申告はいらない。

「ちょっ……ルチアーノ様！」

　その上、手際よく夜着を脱がされ、オルテンシアは肌が外気に晒される感覚に惑乱した。下着は最初から身に着けていない。肌に跡がつくのが嫌なので、寝る時は極力締めつけるものを装備しないことにしているからだ。

　何も纏わない、生まれたままの裸体を、男性に見られている。あまりの衝撃に眩暈どころか魂が抜け落ちるかと思った。

　染み一つないオルテンシアの肌はどこまでも滑らかで、暗闇の中、発光するほど白く輝いている。均整の取れた長い手足。形のいい乳房にくびれた腰。凹凸のはっきりした肢体は、芸術品の如く完成された美を誇っていた。

「……想像より、ずっと綺麗だ……」

「み、見ないでください……！」

　燃える眼差しに炙られて、今どこを凝視されているのか、目を閉じていても伝わってくる。じりじり焦げる熱さに、オルテンシアは瞼を上げることもできなかった。

　少しでも身体を隠したいのに、両腕はシーツに張りつけられている。真上から視姦され、全身が粟立あわだつ。胸の頂が堅く立ち上がるのが自分でも分かり、視界が涙で滲んだ。

「嫌ぁ……」

「泣かないでください、オルテンシア様」

「な、泣いていません！」

　男性の前でみっともなく涙を流したりしない。泣くのなら、目的があるときだけだ。オルテンシアはカッと目を見開き、溢れそうになる滴を押しとどめる。自分は普通の令嬢とは違う。べそべそと泣き、誰かの助けを待つ真似など絶対にしたくない。

　山より高いオルテンシアの誇りが、涙を引っ込めてくれた。

「……可愛い」

　何故ここで頬を赤らめ陶然とするのか分からない。

　うっとり見惚みとれてくる彼が心底理解できず、余計に泣きたい気分は遠のいて行った。こうなったら、覚悟を決めるしかない。

　もともと固めていたはずの決意だが、色々躱されたり予想外の要求を想像もしていない時にされたりしたせいで、グダグダになり先延ばししていただけだ。今この瞬間こそ、ルチアーノにオルテンシアの純潔を捧ささげ、篭絡する絶好の機会。

　――やってやるわ。私だっていつまでも押されっぱなしじゃいられない。今度こそ、彼を私の魅力の虜にし、下僕にしてみせる……！

　強張っていた太腿から力を抜き、オルテンシアは僅かに身じろいだ。その際、フルリと揺れた乳房に、ルチアーノが釘付くぎづけになったことが察せられる。

「……優しく、してくださいね？」

「偽らないで欲しいと約束させておいて何ですが、そういうあざとい言動も悪くないと思ってしまうのは、惚ほれた弱みですかね」

　大きな掌に包まれた膨らみが、形を変えた。布越しだった昼間とは違い、直接見せつけられて余計にいやらしさが増す。

　汗ばんだオルテンシアの肌に吸い付く彼の手は、柔らかな弾力を楽しむようにゆったり移動していった。

「……ぅ、く」

「こんなに極上の触り心地のものが、この世にあったなんて……」

「……っ、他の方と比べるのは禁止ですっ……」

「貴女と同等の比較対象など、この世に一つもありませんよ」

　男性にしては細い指が、胸の飾りを摘まむ。刹那、オルテンシアは声を堪えきれずに喉を晒した。

「きゃ、ぅっ」

　掻痒そうよう感に似た刺激が、背筋を貫いた。擽ったいからもうやめてほしいのに、二本の指で頂を捏こね回されるとお腹なかの奥がゾクゾクする。無意識に膝を擦り合わせれば、ルチアーノが小さく笑った。

「おねだりですか？　でもまだ駄目です。順番ですよ」

　まるでオルテンシアが我が儘ままを言ったのを宥めるように額へキスをされたが、解せない。彼が醸し出す甘ったるい空気に酩酊しそうだけれど、これはやっぱり違反ではないのか。

「キスは……条件に含まれていません」

「ふふ、流石オルテンシア様。そんな頑なな貴女も愛おしい。簡単には懐いてくれませんね。ではこうしましょう。代わりに後でもう一つ貴女の望みを叶えます。それで許してもらえませんか？」

　悪い話ではない。オルテンシアは頷きながら、どんな要求を突き付けてやろうかと夢想した。

「――契約成立、ですね。では遠慮なく」

　初めから遠慮などしていないくせに、彼は許可を得たとばかりに淫らなキスを仕掛けてきた。

　唇を甘噛みし、わざと音を立てながら唾液を絡ませ合う。舌での追いかけっこに興じる内、オルテンシアがこぼす声に艶が混じる。鼻から漏れる吐息には、淫靡な熱が混じっていた。

「んっ、ぅ、ふぁっ」

　夢中になってルチアーノの舌から逃れていると、乳房を揉もみしだかれおかしな気分になってくる。特にぷっくり赤く色づいた突起を擦られ弄られれば、快楽が突き抜けた。

「はぁっ……ん、ぁっ」

「オルテンシア様、貴女のこんなに官能的な姿、他の誰かに見せたことがありますか？」

「な、ないっ……あるわけないです……っ」

　素直に答えてしまったのは、彼の威圧感が尋常ではなかったからだ。いつものにこやかな笑みを浮かべているようで、背後に暗黒が見えた気がする。勿論そんなものは幻覚に過ぎないけれど、自ら危ない橋を渡るほどオルテンシアは愚かではなかった。

「良かった。貴女が純潔なのはこれまでの遣り取りで分かっていましたが、もしかしたらと思うと、聞かずにはいられませんでした。僕は本当に嫉妬深いみたいです」

　もし『経験があります』などと言っていたら、おそらくとんでもないことになっていたと、説明されなくてもビシバシと伝わってくる。

　女の嫉妬を受けることには慣れているオルテンシアだが、男性から剥き出しの妬心をぶつけられるのは初めてかもしれない。しかもべったり貼りつくような重く湿ったものを向けられ、恐怖を感じたのは秘密だ。

「ではここも、誰の目にも触れていない、僕だけのものですね」

「え……？　きゃぁっ」

　太腿を掴まれ、足を大きく開かれる。身を守る砦とりでは、何もない。

　秘すべき場所が完全にルチアーノの眼前に晒されていた。

「や、やめてくださいっ、ルチアーノ様……！」

「お断りします。慎ましく、同時に男を狂わせる、オルテンシア様そのもののような入り口ですね。体毛が薄いのは、もともとですか？」

　そんな卑猥な質問に答える気はない。

　もう本気で、彼を蹴り飛ばして逃げてしまおうかという考えがオルテンシアの頭をよぎる。その度に自分の役目を思い出せと言い聞かせて、必死に耐えているのだ。だがこの辱めは限度を超えていた。

「いい加減に……ひっ？」

　頭を起こして体勢を立て直そうとしたオルテンシアは、我が身を襲った衝撃に全身を強張らせた。

　足の付け根から、絶大な快楽が弾ける。昼間とはまた違う感触。もっと柔らかくてぬるりとした何かが、自分の不浄の場所を這はい回っていた。

「は、ぁあっ……な、何？　きゃぅっ」

　時折硬いものも淫芽を掠めてゆく。じゅるじゅると淫猥な音が掻かき鳴ならされ、花弁をなぞる。指とは別のものに隘路あいろを割り開かれて、オルテンシアは容易く高みに達した。

「く、はぁあっ」

　いっそ暴力的な淫悦を与えられ、冷静な判断力は奪われた。疾走する自分の心音だけが耳鳴りのように響いている。

　いったい何が起こった？　確認しようにも、弛緩した四肢はオルテンシアの指示を無視して、重くシーツの上に放り出されたまま動かない。

「貴女は本当に敏感で可愛いですね。それに、とても甘くて美味しい」

「……甘い……？　美味しい……？」

　味を表現するための言葉に、首を傾げる。今、味覚について語る理由は何だ。働かない頭を稼働させた結果、オルテンシアは受け入れがたい解答に辿り着いてしまった。

　味を知るためにはまず、口に入れねばならない。そんなこと、子供だって知っている。何なら赤子だって。つまり答えは。

「ま、ま、まさか……」

　匂いを嗅がれることでさえ、絶大なる羞恥を覚えたオルテンシアには、とても認められない。ギギギと音がしそうなほどぎこちなく首をもたげ、そして心の底から絶望した。

「嫌ぁあああっ」

　大きく開いた己の股座またぐらに、美貌の男が顔を埋めていた。彼の口の周りが、何やら透明の液体で濡れている。唾液だと、信じたい。ルチアーノの口元が緩くてダラダラ垂れ流しだったと思った方が、まだ心穏やかでいられた。

「何をなさっているんですかっ？」

「オルテンシア様のここを、舐めています」

「ひぃっ……」

　聞きたくなかった。たぶん今、自分は一瞬死にかけたと思う。

　オルテンシアの常識の中に、こんな行為はない。教会でも教えてくれなかった。当然母から施された教育にも。
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　身体を使って篭絡する計画を立てている時だって、誰も教えてくれなかったではないか。世の男女は皆、こんなとんでもないことをしているのか。最終的には全て男性に任せておけばいいというのは、大嘘だったとしか思えない。

　任せられるかっ、と口汚く罵りたいのを堪え、オルテンシアは逃げ道を探った。

「やっ、駄目です！　汚い……」

「汚くなどありませんよ。貴女は全てが奇跡のように美しい」

　いつもは兄の艶話を適当に聞き流していたのだが、きちんと聞いておけばよかったと身悶える。せめて予備知識があれば、ここまで衝撃を受けることもなかっただろうし、上手く処理できたかもしれない。

　――いいえ、無理！　知っていたら尚更断固拒否していたわ！

　今からでも遅くない。オルテンシアは全力でもがいてルチアーノの体下から抜け出そうとした。しかし。

「ふぐぐ……あっ？　ぃ、ぁ、ああっ……はぁっ」

　男の力で真上から抑え込まれ、そう簡単に跳ねのけられるものではない。まして先ほどの絶頂感が、まだオルテンシアの体内には燻くすぶっていた。鬼火のようなそれが、チロチロと下腹を炙り、大きな焔になるのを今か今かと待まち侘わびているのだ。

　太腿を彼に抱えられたまま、再び卑猥な園に口づけられる。

　つい先ほどまで、荒々しいキスで散々オルテンシアを弄んだルチアーノの舌が、今度は夫にしか見せてはいけない場所を這い回っているのだ。

　あの整った顔が。情熱的な舌と唇が。自分にとって最も忌避する部分に。

「あ……ぁ、あっ、駄目……またっ……嫌ぁッ」

　なのに何故、どうしようもなく気持ちいいのだろう。圧倒的な快楽に呑まれ、オルテンシアの抵抗は口先だけのものに成り果てる。身を捩ってもそれは悶もだえているのと大差ない。拒絶の言葉は嬌声に塗り潰されていった。

「何度でも、達してください」

　じゅるっと聞くに堪えない水音が鼓膜を揺らす。

　彼は夜着を纏ったまま着崩れもないのに、オルテンシアは裸に剥むかれ、しかもいやらしい体勢を強制されている。自分の肌を、布とルチアーノの髪が撫でる感触に、尚更辱めを受けていることが浮き彫りになった。

「ふぁっ……あ、あぅっ」

　柔肌を掴む手に容赦はなく、彼の指が暴れるオルテンシアの腿に半ば食い込んでいる。だがそれさえ糧にして、悦楽の階段を駆け上がらされた。

　神経の集中する花芯を舌先で転がされ、唇で吸われ、硬い歯で甘噛みされる。それだけでは終わらず、蜜口に舌を捻じ込まれると、ルチアーノの高い鼻梁びりようが淫芽を潰した。

「んふぁっ……あ、ぁあ、ひ、あァッ」

　ビクビクと腰を跳ね上げ、自ら彼に押しつける形になる。一層喜悦が弾け、開きっ放しのオルテンシアの唇から唾液が漏れた。

「も、ゃ……アっ」

　こちらが強く反応を示した場所を執拗に舐ねぶられ、的確に快楽を引ひき摺ずり出される。震える太腿はもはや自力で閉じることができず、精々がルチアーノの頭を挟みこみ、彼を柔らかな感触で喜ばせるだけだった。

「気持ちいいですか？　貴女の声は耳に心地いい。もっと鳴いてください。……ああ、猫は尾の付け根を刺激されると、喜びますよね」

「私は、猫ではありませ……きゃっ」

　突然ぐるりと身体をひっくり返され、オルテンシアはうつ伏せにされた。膝は曲げ、腰を後方に引かれると、腹這いのままお尻を突き出す淫猥な格好になる。後ろに陣取っているのはルチアーノ。この体勢では、当然ながら何もかも丸見えだ。

「ひっ」

　これ以上はないと信じていた辱めを次々更新され、もうオルテンシアの精神は瓦解寸前だった。いっそのこと、彼を殺して自害したい。

　半ば本気でそう思い始めた刹那、尾てい骨付近を軽く叩かれた。

「いっ……！」

　痛いと言うほどではなかったが、驚いた。お尻を叩かれるなど、生まれて初めての体験だったからだ。正確には臀部でんぶではなくもう少し上だが。

「な、何をなさっているのですか」

「ここ、ゾクゾクしませんか？」

　するわけがない。何故ならオルテンシアは人間だからだ。たとえ人類にも大昔は尻尾が生えていたとしても、それは過去のこと。

　名残の部分を撫でまわされ、喜ぶ性癖など持ち合わせてはいなかった。

「ふ、ふざけないでくださっ……ぁ、ふ」

「こちらの方がいいですか？」

　ルチアーノの繊細な指使いで淫芽を転がされ、後ろから再び花弁を舐められた。

　向かい合ってされるのも恥ずかしかったが、背後からされるのはもっと辛い。だが先ほどと角度が変わり、新たな愉悦が叩きこまれた。

「ん……ぁああっ」

　オルテンシアはシーツに爪を立て、背をしならせる。奇くしくもそれは、雄猫を誘う雌猫の媚態に酷似していた。

　立てた膝ががくがくと震え、力が抜ける。けれど倒れずいられるのは、彼が後ろからしっかりオルテンシアの腰を抱えているからだ。食い込む指の力に、とても逃げられないと理解させられる。

「な……舐めるのも、許可していませんっ……！」

　やっとのことで言葉を紡ぎ、オルテンシアは後方を睨みつけた。

　いきなり淫悦の嵐に呑みこまれて流されてしまったが、キスと同じで舐めるのも命令の範囲外だ。

　ここまで好き勝手されたのだから、せめて代わりにもう一つこちらに有利な条件を引き出してやる。やられっ放しでなるものかと、オルテンシアは高らかに抗議した。

「約束は、破らないでください」

「おや、そうでしたか？　でも、『手で』触るとは明言していませんよ？　それに『どこに』キスするとも言っていません」

「……はい？」

　確かにそうだが、一般的に触ると言えば手ではないのか。キスだって唇が普通だ。早合点したのはこっちかもしれないが、誤解させるよう仕向けたのはルチアーノだ。

「そ、そんな卑怯っ……」

「交渉の基本ですよ。共通認識の齟齬そごは後々大きな問題に発展します。仕事上でもままあることですから、注意しなければなりませんね」

　――嵌められた……！

　まんまと騙された。

　人が良さそうな彼の笑顔が、今は悪辣なものにしか見えない。兄リディオットと同じ、天使の容姿をした悪魔だ。

　上手く転がされたことを悟り、オルテンシアは屈辱と恥辱に慄いた。

「ふふ、普段の貴女なら、きっと油断せず細かい条件を確認したかもしれませんね。オルテンシア様は聡明で用心深い方ですから。僕の言うことをあっさり信じてくれたのは、多少心を許してくれている証拠でしょうか」

　もしもルチアーノの言う通りだったとしても、今この瞬間心を閉ざしそうになる。

　何か一言、ガツンと言ってやりたい。快楽に負け霞かかる思考を、オルテンシアは懸命に巡らせた。

「……ぁ、アッ……わ、私だけが脱がされているのは、お、おかしいと思います。……んっ、ルチアーノ様は『直に』触りたいのですよね？　でしたら貴方も脱ぐべきではないかしら？　ひ、ァんっ」

　自分だけしっかり着込んだままなんて許せない。そちらも無防備な裸になるべきだ。お互い全裸なら、恥ずかしさも半減できるはず……とオルテンシアは考えたのだが、どうやら違う意味に曲解されたらしい。

　彼はピタリと動きを留めた後、恨めし気に睨み下ろしてきた。

「まったく……他意がないのは分かっていますが、質が悪いですよ。オルテンシア様は意外と天然ですか？　それとも緻密な計算に僕が踊らされているのでしょうか。そんなことを言ってどんな結果を招くか……いったいどこまでが策略なのですか」

「ええ？」

　こちらとしてはルチアーノにも裸の心許こころもとなさを感じてほしかっただけなのだが、彼は僅かに頬を染め横を向いている。よく分からないが、羞恥を感じさせることには成功したらしい。だったら強気に出る。

「脱いでください」

　オルテンシアは拘束が緩んだのを見計らい、上体を起こした。そして素早く後ろを向き、ルチアーノが羽織っているガウンを掴む。

　――貴方も私と同じ恥辱に悶えるといいわ……！

「……仕方ありませんね。僕がこんなに必死で我慢しているのに。……どうなっても、知りませんからね？」

　腰紐を解くと、彼の身に着けている夜着がはだける。開いた隙間から引き締まった胸板が覗いた。

「……！」

　正直、もっとひょろりとした体躯たいくを想像していた。

　しかし予想に反し、女性のものとは全く異質な、硬く鋭角的な作りに驚く。平らな胸から続く割れた腹。筋肉が盛り上がった腕と、濃い肌の色。

　何もかも、自分が持ち得ないものだ。

「あ……」

　勢いで剥いてしまったけれど、今更恥ずかしい。恥辱を味わわせてやろうと画策したはずが、どうしてオルテンシアの方が照れてしまうのか。

　裸のくせに妙に堂々としたルチアーノは、長い前髪を掻かき上げた。

「そんなにまじまじと見つめられたら、流石の僕も気まずいです」

「散々私の身体は検分されたくせに……っ？」

　しかも弄繰いじくり回して舐め味わった。いったいどっちの方が辱めを受けたと思っている。

「当たり前です。オルテンシア様のように美しく魅力的な芸術品を、堪能しない方が冒涜ぼうとくでしょう」

「馬鹿なことをおっしゃらないでください」

　丁寧な言葉で称賛を並べているように聞こえたが、実際には『触って舐めるのは当然の権利です』と宣言されたのも同然だ。眩暈がする。オルテンシアは沸騰しそうになる頭を、理性の力で冷まそうとした。

「と、とにかくこれでお互い様です。痛み分けです」

　どうだ、恥ずかしかろうと内心ほくそ笑み、彼を嘲笑うつもりで小首を傾げる。するとルチアーノがふわりと笑みを深めた。とても邪悪で、極上のものに。

「同等にしたいのでしたら、オルテンシア様も僕に触らなければならないのではありませんか？」

　この人は何を言っているのだ？　と本気で分からなかった。

　思わずキョトンとしたオルテンシアの頬に、彼の指が触れる。燃えそうなほど熱く滾った指先が思わせ振りに滑り、そのまま下唇を弾き、胸の谷間へ伝い落ちた。

「残念ですが、僕はこれだけでは恥ずかしくも何ともありませんよ？」

　余裕の態度に虚勢は感じられない。本当に気にしていないらしい。

　唖然としたオルテンシアは、暫しばし言葉を失った。

　あの、見境なく女性の間を渡り歩く兄でさえ、素っ裸でうろついたりはしない。少なくともオルテンシアの前では、いつもきちんと服を着ている。着崩れ乱れていることは多々あれど、『さぁ見ろ』と言わんばかりに腕を広げたりはしたことがなかった。

　――変人ではなく、変態だわ……！

　逃げなければ。しかしできない。何故ならあとほんの少し視線を下げれば、見てはいけないものが目に飛びこんでくるからだ。

　男性だけに備わる象徴。子供をつくるために必要な器官。話には聞いたことがあるそれが、隆々と天を向き勃ちあがっていた。

「……触らないのですか？」

　ご遠慮申し上げますと言いたいのに、オルテンシアの渇いた喉が上手く動いてくれない。下手に身じろげば、ルチアーノの屹立を視界に収めてしまいそうで怖い。

　どうして自分は向かい合って座ってしまったのか。あのまま背中を向けていれば、見ずに済んだものを。いや、それ以前に脱がせたことが間違いなのか？

　ぐるぐると頭の中を膨大な自問自答が回っていた。

　これまでオルテンシアは様々な窮地に陥ってきたけれど、どれも自力で解決してきたのだ。助けてもらったのは、十五歳の夜会の夜だけ。

　だから今回も自分一人の力で何とかする気概を持っている――が、こんな事態に対応する術は学んだことがなかった。

　――お兄様、正解が分からないわ……！　こんな場合はどう返すのが正しいのっ？

　混乱の極みにあるオルテンシアは、ルチアーノに手を取られても素直に従ってしまう。そしてそのまま導かれ、硬いものを握らされて正気に返った。

「……ん？」

「小さくてすべすべの、可愛らしい手ですね。オルテンシア様に触れられていると思うと、それだけで達してしまいそうだ」

　掌の中には、太くて硬い幹。赤黒く血管が浮き出たそれは、ひどく醜悪だ。無機物ではなく有機物だと示すように、ゴツゴツとした感触の下には脈打つ熱が感じられた。

「いっ……やぁあああッ？」

　言葉にならない絶叫を上げオルテンシアは飛び退ろうとしたが、動揺のあまり逆に握りこんでしまった。途端、ルチアーノ自身も、彼の怒張も、ビクリと跳ねる。

「……っ、あまり乱暴に扱わないでください。――でもなかなか悪くありませんでした」

「な、な、なっ……？」

　人間、あまりにも衝撃を受けると、自分でも何をしているのか分からなくなるらしい。

　離してしまえば良いものを、何故かむしろ強く握ってしまい、焦るほど無意味に上下に動かしてしまう。指が強張って開かないのだ。

「……く、貴女がこんなに積極的な方だとは思いませんでした。嬉しい誤算です」

「えええ？」

　更に質量を増す楔くさびから、目が離せない。人体の神秘とも言うべき変化を見せつけられ、オルテンシアはもはや茫然自失だった。

　先端からこぼれた透明の滴に釘くぎ付けになり、不思議と自分の内側がいやらしくざわめく。

　この感覚は、覚えがある。

　ルチアーノに乱されて、昂たかぶり渇望を煽られる予感だ。オルテンシアは自身が興奮しているのだと悟り、愕然とした。

　――私、いつからこんなにも淫らになってしまったの……？

　喉が渇き吐息が乱れる。緩く吐いた息には、隠しきれない艶が混じっていた。

「オルテンシア様」

「……っ」

　名前を呼ばれただけで、心が震えた。こんなことは過去に一度もない。堪らなく胸が引き絞られ、鼓動が速度を上げてゆく。

　息苦しくて喘いだ瞬間、優しく唇を重ね舐められた。

「すみません、もう限界です。大変申し訳ないのですが、このまま擦っていただけますか？」

　後頭部を撫でられ、抱き寄せられたせいで、彼の肩口に顔を埋めたオルテンシアからは視界が遮られる。下腹で何が起こっているのか、把握できるのは自分の掌の感触だけだ。

　鼻腔には汗の混じったルチアーノの香り。暴れる彼の心音が耳に届く。

　猛々しい漲りが微かに震えているのを感じ、先ほどまで畏怖の対象でしかなかったものが急に可愛らしく思えてくる。

　ルチアーノの息が乱れ、声が掠かすれていたことも大きい。

　いつも下手に出る振りをして、こちらの上を行く強したたかさを発揮しているのに、今夜の彼は随分無防備だ。オルテンシアに全てを委ね、余裕をなくしている。弱点を晒し自分の手で快楽を得ているのだと思うと、何だか嬉しかった。

「……ルチアーノ様……とてもいやらしいお顔」

「自分が有利と見るや、すぐさま攻撃に転じるしなやかさ……本当に貴女は僕の理想の女性です」

　褒められているのか、憎まれ口なのか。判別できないが、もうどちらでもいい。

　劣情に頬を染めた彼が、堪えきれない喜悦の声を漏らす。小さく呻うめき、時折痙攣する背中や腕の筋肉の動きに、オルテンシアはうっとりした。

　動かす両手の動きが滑らかになったのは、先端からこぼれた滴のせいか、それとも汗か。ただ夢中で上下に扱けば、ルチアーノから悩ましい声が聞けた。

　彼の反応を窺いながら、力加減や握り方を変えてゆく。

「オルテンシア様は覚えが良くて、逆に不安になります……っ、まさか他の男にこんなことをしていませんよね？」

「し、しているわけがないでしょう」

　後にも先にも、したいとも思わない。――ルチアーノ以外には。

「本当ですね？　信じても構いませんね？」

「むしろ疑われているのでしたら、許せませんわ……」

　しかし悪くない気分なのは、彼が蕩けた瞳をしているからかもしれない。

　至近距離で覗きこんだルチアーノの双眸に映るのは、オルテンシアだけ。燃え盛る熱い眼差しで見つめられ、こちらの胸も高鳴る。整った顔貌がんぼうは今、劣情に染め上げられていた。

　こんなに美麗で優秀な男を自分が乱しているのかと思うと、堪らない優越感に支配される。

　もっと喜んでもらいたい。溺れさせたいと、屹立を握る手にも熱がこもった。

「……っく、ぁ」

　次の瞬間、オルテンシアの手の中で、欲が弾けた。

　生温かい白濁が裸の腹や胸に降りかかる。独特の臭気に驚き、粘度のある滴が垂れ落ちるのを目にし、奇妙な達成感が沸き起こった。

　眼前には肩で息をする彼がいる。剥き出しの肌に浮いた汗は、とてつもなく艶めかしかった。

「……すみません、オルテンシア様を汚してしまいました」

　謝罪の言葉を吐きながら、微塵も悪いとは思ってなさそうな声でルチアーノが告げる。シーツを掴むと、こちらの肌や手指を拭ってくれた。

「ふふ……早く内側にも注いでしまいたいな」

「え？」

「いえ、こちらの話です。では先ほどの続きをしましょう。もっと舐めたかったのですが、貴女に嫌われたくないのも本音なので、今日はやめておきます。それにオルテンシア様が手を使って触れてくれたのですから、僕も同じようにお返しするのが礼儀ですよね」

「はいっ？　そんな礼儀、聞いたことがありません！」

　再び四つん這いに転がされたオルテンシアに、彼がのしかかってきた。背中を押さえられる形になり、抜け出せない。そうこうする内、ルチアーノの手が前へ回りこんでくる。

　てっきり今夜はこれで終わりだと思っていたオルテンシアは慌てふためいて這はい蹲つくばったまま逃亡を図った。

「遠慮しないでください。僕は約束を違えない人間ですから」

「遠慮などしていません……っぁ、あっ」

　この夜、オルテンシアの部屋から淫らな嬌声が途切れることは、一晩中なかった。





　　　第四章　飼い主は心配性で嫉妬深い







　体中が痛い。

　普段使わない筋肉を酷使したせいか、あちこち軋んでいる。

　オルテンシアは重い身体を引き摺って、よろめきながら食堂を後にした。

　今朝の目覚めは最悪だった。眠れたのは明け方の少しだけ。ほぼ夜通し、淫らな宴に強制参加させられていたのだ。

　その間、何度絶頂に達したか分からない。何度も意識が飛び、その度に引き戻されてグズグズに蕩けさせられた。

　思い出したくもない卑猥な姿勢をとらされ、あり得ない台詞を口にしてしまった。

　全ての記憶をなかったことにしたい。どうやったら丸ごと消去できるのだ。対価が必要なら、いくらでも払うのに。

　悪夢としか思えない一夜が明けて、オルテンシアが最初に目にしたのはにこやかに紅茶を勧めるルチアーノだった。彼は『妻を労わる夫の義務と権利』を履行すると言ってきかない。

　今自分が欲しいのは休養と一人きりの時間であると喉元まで出かかったけれど、結局、起き抜けの一杯を注いでもらい、ベッドの上で飲み干すしかなかった。

　尚、まだ夫婦ではないという抗議は黙殺された。

　――あああ、もうっ！　何もかも想定外よ。一つも成果を上げられていないじゃない。

　朝食の後、ルチアーノは仕事に向かった。名残惜しそうに何度もこちらを振り返っていた彼に、一刻も早く行けと怒鳴りたかったのは永遠の秘密だ。

　オルテンシアはようやく一人になれた安堵で深々と息を吐き、使用人たちに本日は採寸や商人が来ないことを速やかに確認した。つまり、自由だ。

　ルチアーノが帰宅するまでは完全に自由を満喫である。

　昨夜の狂乱などなかったかのように掃除が行き届いた部屋でゆっくり寛くつろぐ。

　――今の内にルヴィオ殿下と交わしている手紙を見つけたいけれど……

　こっそり彼の私室に忍びこもうにも、「何でもお申し付けください」と張りつくメイドがいるので難しかった。昼間は部屋に鍵をかけられていないのに、出られないのでは同じことだ。

「私は一人でも大丈夫だから、貴女も他の仕事をしていいわよ」

「いいえ。ルチアーノ様に、決してオルテンシア様から離れるなと厳命を受けております」

　監視か。監視なのか。

　適当に使用人を追い払おうとした目論見は、敢あえ無なく失敗した。悪態を吐きたい気分でオルテンシアは嘆息したが、強引に彼女を撒まくわけにもいかない。目立つ行動をして不審を持たれては困るのである。

「そ、そう。では私は軽く運動させてもらうわね」

「運動……ですか？」

　普通の貴族令嬢は基本的に動かないことを美徳とするものなので、メイドはぱちくりと瞬いた。

「ええ。私、身体を鍛えるのが趣味なの。肥満防止やお肌のためにも効果的なのよ」

　半分本当で半分嘘だ。確かに健康や美容に効果はある。だが一番の目的は、いざという時に動ける身体を維持するためだった。

　戦える肉体を作り上げるには、一朝一夕では叶わない。たゆまぬ努力の積み重ねが肝心なのである。

　オルテンシアは毎日、肉体の鍛錬を欠かさない。筋肉ムキムキではないけれど、そんじょそこらの男性より体力と腕力には自信があるし、痩せているだけではなく引き締まりメリハリのある体形を誇っていると自負していた。

　身体を動かすには、まず柔軟から。

　オルテンシアが膝を伸ばし立ったまま両手をペタリと床につくと、メイドは如実に驚きを浮かべていた。

「お、お身体が柔らかいのですね」

「誰でも毎日続ければこうなるわ」

　他者の目がなければ、更に大胆に足を上げたり広げたりしたいところだが、流石に自重した。一般的な令嬢の常識から自分がかけ離れている自覚はある。

　充分身体を解した後は、腹筋や背筋。太腿に負荷をかけるためしばらく中腰を維持し、その後腕立て伏せを終えたところでポカンとしたまま固まっているメイドと目が合った。

　――しまった。やり過ぎたかしら……

　自分としては、普段よりかなり控えめに抑えたつもりだ。だが世の貴族女性は普通運動どころか歩くことさえ最小限にしたがるのだ。息を荒げ汗を滲ませつつ、自らの肉体を負いこんだりしないことくらい、オルテンシアだって知っていた。

「あの、これは」

「すごいです……オルテンシア様。お美しい方は、努力も並大抵ではないのですね……」

　感嘆を滲ませ、彼女が緩く頭を左右に振る。頬は薔薇色ばらいろに染まり、瞳にはキラキラとした星が散っていた。
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「私、感激しました。正直生まれ持った美点に胡坐をかいただけの方だと思っていましたが、素晴らしいです。ルチアーノさまが選ばれるわけです。こんなにも厳格に己を律していらっしゃるとは……オルテンシア様の厳しい表情に見惚れてしまいました」

「え」

　見た目だけ、と軽く馬鹿にされていたことも面白くないが、すっかりオルテンシアに魅了された様子のメイドにも引く。大勢いた崇拝者たちと全く同じ表情で、こちらを見上げてきたからだ。

　これまで、女性であっても同性のオルテンシアに恋愛感情を抱く者がいなかったわけではない。愛の前には性別など無意味だと本気で迫ってくる者もいた。どうやら彼女もそういった趣味嗜好しこうの人らしい。

「あ、ありがとう」

　とは言え、引っかけてもこれといった利益にならない相手を構うほど、オルテンシアは暇じゃない。適当にあしらって躱そうとしたが、ここでハタと気がついた。

　――彼女を使って、情報を集められないかしら……？

　昼間は使用人たちの目があって自由に動き回れない。夜間は監禁状態でこれまた無理。攻め手を欠いて、これからの戦略を考えあぐねていたのだ。

　活路を見出した気がして、オルテンシアの顔が引き締まる。

　ルチアーノを上手く操れないことで少々自信を喪失しかけていたが、自分の人誑たらし能力はまだ衰えていない。こうして通用するではないか。

　ならば失敗続きの本命攻略はひとまず横に置いておき、搦からめ手で行くのも悪くない。

　――私以外の人間に、動いてもらう……

　メイドであれば、屋敷内をうろついていても怪しまれないし、ルチアーノの私室にも入れるに違いない。塵を漁あさることだって可能なはずだ。

　考えれば考えるほど、妙案な気がしてきた。どうせこのままでは、ろくな成果をあげられず無意味に日々を浪費するだけ。だったら、打てる手は全て試した方がいい。

　ごくりと息を呑む。

　オルテンシアは極上の笑みを形作りつつ、彼女に流し目を送った。

「せっかくだから、貴女にも教えてあげましょうか？」

「ええっ？　よろしいのですか？」

「一人でするよりも他の人とした方が楽しいもの。構わないわ」

　どうせ隣に張りつかれるのなら、最大限利用したい。本音はひた隠し、オルテンシアは慈悲深く答えた。

「私如きに……お優しいですね」

　――見返りは、勿論いただくわ。でもまずは完全に手懐てなずけないとね。

「貴女、名前は？」

「サリーです、オルテンシア様」

　憧れを瞳一杯に湛たたえ、手を組み合わせて祈りの姿勢をとるサリーはもう、オルテンシアの下僕だ。まだ信頼に値するかどうか判別できないので頼み事はできないが、動ける駒を手に入れられたことには価値がある。

　――チェックメイトには程遠いけれど、反撃開始よ。

「よろしくね、サリー」

　黒々とした微笑みは、傍から見れば女神の如く美しかった。

　そうして、この日から始まった美容体操は、瞬く間にメイドたちの間で噂になり、午後には自分も受けたいと希望する者がオルテンシアに殺到した。

　仕える駒は多い方がいい。仮にサリーが期待通りに行動できなくても、予備の手を打っておくに越したことはない。

　とは言え、ずっと傍にいる彼女はともかく、他の使用人たちは仕事の合間か一日の終わりに教えることになってしまう。これは流石にオルテンシア個人の独断で決めることはできなかった。

「私から、時間の都合をつけてくださるようルチアーノ様にお願いしてみるわ」

「ありがとうございます。そこまでしていただけるなんて……」

「いいのよ。皆には世話になっているし、私も何かできて嬉しいわ」

　だから役に立ってね、と内心ほくそ笑んだことは、言うまでもない。

「オルテンシア様はもっと、貴族らしいと申しますか、とっつきにくい方だと思っていました。とても気さくで親切な……内面的にもお美しい人なのですね」

　まんまと使用人たちの支持を集めることに成功し、オルテンシアは品よく目を細めた。

　計算通りだ。自分が本気を出せば、ほらこの通り人心を掌握することができる。一向に思い通りにならないルチアーノの方が異常なのだ。

　ここ数日の留飲を下げ、メイドが淹れてくれたお茶で喉を潤した。日が落ちた外は暗い。そろそろ彼が帰宅する頃合いか。ぼんやり窓の外を見ていたオルテンシアにサリーがお代わりを注いでくれた。

「――ルチアーノ様は元来穏やかで陽気な気性でいらっしゃいますけれど、毎年この時期は口数が減ってしまいます。でも今年はとても楽しそうで安心しました」

「……？　どういうこと？」

　彼女の言葉にオルテンシアは首を傾げる。事前に色々調べたけれど、そんな話は聞いたことがなかった。

　良くも悪くも彼はいつも落ち着いていて、気分の浮き沈みや機嫌の悪さを見せない、理想的な紳士だ。それ故に本音が窺えなかったのだが。

「大奥様が亡くなられたのがこの季節なのです。ルチアーノ様はああいう方ですから悲しみや動揺を見せたりなさいませんが、本当に仲のいい母子だったので、今でも心の傷が癒えていらっしゃらないのでしょう……特に当時を思い起こさせる雨の降る深夜には、不安定になられるご様子です」

「……今夜は、雨ね」

　夕暮れから降り始めた雨が窓を打つ音に、オルテンシアは呟いた。

　まだ目にしたことがない彼の一面を、知りたくなかったようなもっと早く聞いておきたかったような、不思議な心地がする。

　母親を大切にしていたというルチアーノにとって、彼女の死は大きな影を落としたのだろう。血が繋がっていない息子を、亡き母がどれだけ大切に育てていたかが分かる。オズワルド伯爵も、息子を尊重する頼りがいのある父親だった。

　――ルチアーノ様も、家族がいる普通の人なのだわ……

　これまで攻略対象としか捉えていなかった彼が、急に生身の人間に思えた。いや、ずっと一線を引いていたかったのだと気がつく。心のどこかで、自分とは違うのだと壁を作っていたかったのだ。

　――その方が、最後の手段を取らざるを得ない時、楽でいられるもの……

　思い至った己の醜い答えに、オルテンシアは顔を歪ゆがめた。辛かったからではない。いつもなら、この程度で心を乱すことなどなかったからだ。

　それなのに今回は、冷静でいられない。自分の本音を知りたくなかったとさえ思う。そんな事実こそが、胸を抉えぐった。

　――今更、引き返すことなんてできないのよ。しっかりしなさい、オルテンシア・ヴォントレン。怖気づいてどうなるの。

「オルテンシア様、どうなさいましたか？」

「……いいえ。何でもないわ。この紅茶、とても美味しいわ」

　オルテンシアが己を鼓舞していると、ルチアーノの帰宅が告げられた。しかし出迎えのため玄関へ向かおうとするより早く、部屋に飛び込んできた彼に思い切り抱きつかれる。

「ああ、オルテンシア様！　お会いしたかったです」

「……今朝、別れたばかりですが」

　まるで何年も会っていなかったかのような熱烈な抱擁をされ、戸惑う。サリーが微笑ほほえまし気げに見つめてくることも気恥ずかしく、やや強引に腕の檻から逃げ出した。

「つれないな……構おうとすると身を躱して逃げてしまうなんて……まぁ、いいです。それより今日も一人にしてしまい申し訳ありませんでした。退屈ではありませんでしたか？」

「平気です。使用人の方々と有意義な時間を過ごしておりました」

　動揺を押し隠し、ごく自然にオルテンシアは答えたが、それは彼の望む言葉ではなかったらしい。あからさまにがっかりし、捨てられた子犬のような目でこちらを見つめてきた。

「……寂しく、なかったのですか？」

　しまった。それが正解だったか。

　ルチアーノは今までの遣り取りで、どちらかと言えば媚びる女を好まないと踏んでいたのだが、そうでもなかったらしい。見え見えのあざとさでも、可愛らしく不在を嘆いてほしかったようだ。

「勿論、貴方に会えなくて寂しかったですよ？」

「ふふ、嘘でも嬉しいです」

　だが期待されている台詞を吐いても容易く騙されず、これである。いったいどうしろと言うのだ。

　今夜は雨。ルチアーノの肩が少し濡れていた。オルテンシアは使用人からタオルを受け取り、水滴を拭ってやる。彼の様子に不安定な様子は見受けられず、ひっそりと安堵の息を吐いた。

　――良かった。あんな話を聞いた後だから気になったけれど、いつも通りだわ……

「……ルチアーノ様は、おかしな人ですね」

「よく言われます」

　思わずこぼれたオルテンシアの本音に、彼は破顔した。心底楽しそうにクスクスと笑っている。

「おかしいと言われて喜んでいるのですか？」

「親しく付き合うほど、変わり者とは言われ慣れています。大抵はそこまで分かり合うほど交流を重ねませんからね。つまり、オルテンシア様とはそれだけ深く関わり合っているということです。しかも共に過ごした日数で考えればさほど長いものではない……だとすれば、貴女が僕を理解しようと努力してくれている証明でしょう」

　あまりにも前向きな意見に驚き、オルテンシアは瞬いてしまった。物事をよく捉える天才か、とある意味感心する。

　――この方、私が今までに出会ったことがない系統の男性だわ……

　どうやらこんなに上機嫌なのは、オルテンシアが彼を理解しようとしていることが嬉しいらしい。何だか擽ったい。

　どこかふわふわした気持ちのまま、彼と共にルチアーノの部屋へ向かい、扉を閉めた途端オルテンシアは再び強く抱きしめられていた。

「ル、ルチアーノ様……？」

「わずか一日足らずでも、貴女に会いたくて死にそうでした……僕が家を空けている間に、どこかへ消えてしまうのではないかと不安で仕方なかった」

「ど、どこにも行かないと約束したと思います」

　切実な響きに、茶化ちやかす気にも憤慨する気にもならなかった。昨日とは、真剣さが違う。まるで怯えるようにオルテンシアを胸に閉じこめる強さに、縋すがられている気分になった。急激な彼の変化に頭がついていかない。

　室内にはオルテンシアと彼の二人だけ。気を利かせたのか、ついて来ていたはずの使用人は、一人もいなくなっていた。

「貴女は軽々しく約束を破らない方だと信じています。だからこれは、僕の病気のようなものです。大切なものを失うことが怖くて堪らない。特にこんな雨の夜は……」

　いつだってオルテンシアを翻弄し、余裕を漂わせている男が見せる弱々しさに、心臓が一つ大きく脈打った。

　痛みとむず痒がゆさが混在する違和感が、胸に広がってゆく。

　オルテンシアの知らない感情と感覚。それでも――不快ではない。

「心配性ですね……そもそも、あんなことまでされて、今更出ていかれませんよ。きちんと責任を取って結婚していただかなくては、私の評判に傷がついてしまいます」

　万が一婚約不成立なんてことになれば、オルテンシアにとって大打撃だ。オズワルド伯爵家に滞在を決めた時点で、進むべき道ははっきりしている。

「むしろ喜んで責任を取りますよ。ですが貴女こそ、本当にいいのですか……？」

　雨の音が大きくなる。夜の暗がりの中、陰影を深く刻んだルチアーノの表情は、痛々しいまでに秀麗だった。

「嫁入り前の生娘きむすめにあれほどのことをしておいて、貴方こそお逃げになるつもりじゃありませんよね？」

　本当は、今こそ『愛している』と囁くべきなのかもしれない。その一言がきっと彼の欲してやまない言葉だ。だが言えない。言う資格がオルテンシアにはない。

「貴女の純潔は守られています。何もなかったと主張することは可能ですよ」

　確かに最後まではしなかったけれど、もはや身体を重ねたのと同等のことはした気がする。むしろどこが違うのだと言われるほどに濃密な時間を過ごした。あれを、『何もなかった』なんて嘯うそぶくことはできない。

「……ルチアーノ様はそうしたいのですか？」

　頷かれたら、非常に失望する。オルテンシアは緑色の瞳に力を込め、詰問口調で問とい質ただした。もし彼が認めたら、ただではおかない。

「まさか。……絶対に嫌です。この記憶は、永遠に僕の宝物です。可愛い貴女も、淫らで美しい貴女も、全て僕だけのものです。これから先もずっと」

「そこまで思ってくださるなら……何故、その……最後までなさらなかったんですか」

　あそこまでしておいて、未だに処女の自分は何なのだ。もしや求められていないのかと不安になる。けれど昨晩、ルチアーノは間違いなく反応していた。

　掌に放たれた白濁の熱を思い出し、オルテンシアの頬が朱に染まる。

　自分でも、大胆な質問をしていると思う。どうして抱かなかったのだと女の側から聞くなんて、恥知らずもいいところだ。

　でも確かめておきたかった。

　結婚を前提にした男女が夜、一つのベッドに横になり、既成事実がなかったなんていったい誰が信じるだろう。オルテンシア自身だって嘘ではないかと疑っている。

　しかし自分は紛れもなくピカピカの処女だ。際どいことは沢山されたが、最後の一線を越えてはいない。この理由を是非とも教えてほしい。

　オルテンシアが相手ではその気になりきれなかったのか。特殊な性癖故であればまだましだ。受け入れるのは難しいが不可能ではない。だが万が一『貴女が相手では無理だった』と言われたら、オルテンシアは傷ついて立ち直れなくなる予感があった。

　屈辱だけが理由ではない。おそらく他の男性に同じことを言われても、腹を立てるだけで死にたいほどの心地にはならないはずだ。相手がルチアーノだから。答えを聞きたい気持ちと耳を塞ぎたい欲求がせめぎ合っていた。

「約束は、『直に触れたい』と『口づけ』でしたから。強引に奪って、オルテンシア様に嫌われたくはありません。僕はこれでも、とても臆病なのですよ」

「約束……だから？」

　こちらを謀るように口先で惑わしたくせに、そこは律義に守ったのか。何だかおかしい。

　内心不安を抱えていたオルテンシアは、思わず笑ってしまった。真面目なのか狡いのか本当によく分からない人だ。あまりにも振り回されて、逆に面白くなってきた。

「ふ、ふふ……変な人」

「それもよく言われます。でも貴女の言葉は、他の誰に言われるよりも甘く響く」

　髪を梳すかれる感触に、うっとりした。頭を撫でられるのがこんなにも気持ちがいいなんてオルテンシアは知らなかった。それともルチアーノにされているからだろうか。

　心まで温ぬくもる愛撫に、目を閉じる。

　降りてきたキスを拒むつもりはない。彼もまた、もう許可は取らなかった。

「服……濡れたままでは風邪をひいてしまいます」

「では、オルテンシア様が脱がせてくださいますか？」

　緩められたクラバットから覗く喉仏が官能的で、息を呑む。物慣れない手つきで彼のジャケットを脱がせれば、煩いほど鼓動が高鳴っていた。のぼせそうなほど、頬が熱い。

「今夜も、傍にいてくださいますか？」

　その言葉に、いやらしい響きはなかった。純粋に一緒にいてほしいと乞われたのだとオルテンシアは悟る。たぶん、雨が降っているから。

　――こんな気持ちは初めて……

　異性に対して、損得勘定や目的なしに『何かをしてあげたい』と生まれて初めて感じていた。してもらうのではなく、与えてあげたい。自分にできることなら、何でも。

　相変わらず振り続ける雨の音を避けるためオルテンシアは両手を伸ばし、眼前の男の耳を塞いだ。ルチアーノはこちらの意図が分かったのか、じっと動かない。短くはない時間、二人そのまま立たち竦すくんでいた。

「貴女の音が聞こえる……」

　オルテンシアの手に彼は自らの手を重ね、耳に押さえつける。手の甲から伝わる熱は、優しい。鼓動が同じ律動を刻むのを感じた。

　ずっとこの時間が続けばいい。

　このまま普通に結婚して、オルテンシアはオズワルド伯爵夫人にいずれなる。彼は国政に携わるようになり、やがて歴史上最年少の宰相に上りつめるだろう。

　何もせず、オルテンシアが流れに身を任せれば。

　――その時、玉座に座っているのは誰？

「……オルテンシア様……？」

　いっそはっきり聞いてしまおうか。今のルチアーノなら、案外あっさり答えてくれるかもしれない。少なくとも、オルテンシアに傾けられている心を感じる。
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　――たとえ今はルヴィオ殿下寄りだったとしても、私が懇願すればライナス殿下を支持してくれるかもしれない……

　けれど断られたら？

　短い想像の間に、オルテンシアは恐怖で動けなくなった。

　女と忠誠を秤はかりにかけ、彼が選ぶのは後者かもしれない。そうなった時、自分が取らなければならない手段は一つだけだ。

　――本当に私にできるの？

　できるがかどうかではなく、しなければいけないと理解している。それでも委縮する心はどうしようもなかった。

「……雨に濡れて、身体が冷えていますね。汗を流して、温まってきた方がいいですよ」

「一緒に入りますか？」

「っ、冗談はやめてください。ほら、早く！」

　続き部屋にある浴室にルチアーノを押し込み、オルテンシアは着替えやタオルの準備をすると、勢いよくドアを閉じた。蟠わだかまる気持ちを振り払うため、わざと明るい声を扉の向こうに投げかける。

「今日、サリーに簡単な体操を教えていたのですが、他にも希望者がいて時間を割きたいのです。許可していただけませんか？」

「昼間、仕事の合間にということですか？」

　湯の音と共に彼の声が聞こえた。

「できれば夜や休日を考えているのですが」

　まだ正式に結婚していないオルテンシアには、オズワルド家の使用人を勝手にどうこうすることはできない。だから主であるルチアーノに許しを得ようと考えたのだが――

「駄目です。絶対に認められません」

「え」

　まさかこれほど強硬に反対されるとは思っていなかった。

「仕事に影響が出ないよう、あまりきつい運動はしないつもりです。時間も短く……」

「そういう問題ではありません。夜や休日に貴女がそっちに行ってしまったら、僕と過ごす時間が削られてしまうじゃないですか」

「……そんな理由ですか？」

　予測していなかった返答に、虚脱してしまった。

　オルテンシアがポカンとしていると、浴室の中でバシャバシャと水音が立つ。

「当たり前です。重要な問題点です。ちなみにその希望者の中に、男は含まれていませんよね？」

「……一人二人、いたかもしれません」

　よく覚えていないが、フットマンがいた気もする。素直にオルテンシアが答えると、今度はガタガタという物音が響いた。ちなみにフットマンとは、大抵若く見た目のいい男性がつく職種である。

「尚更認めません」

「ッ、きゃぁあッ」

　勢いよく浴室の扉が開かれ、中から蒸気が溢れ出す。飛び出してきた全裸の彼にびしょ濡れのまま抱きしめられ、オルテンシアは悲鳴を上げた。

「な、何故裸のまま出てくるのですか！」

「そんなことどうでもいいです」

「どうでもよくありません！　とにかく早く服を着てください！」

　ルチアーノの裸身は既に知っているが、そういう問題ではない。羞恥のあまり暴れるオルテンシアは、力強い腕にがっちり拘束されていた。

「僕との時間を減らして、違う男と過ごすなんて許せるはずがありません」

「語弊があります。別に男性と二人きりになるわけではありませんよっ」

「でも嫌です。死ぬほど許しがたい」

　ぎゅうぎゅうと締め上げられて、もはや抱擁と呼ぶより拷問に近かった。

「く、苦しいです」

「ああ、申し訳ありませんオルテンシア様……でも貴女が悪いのですよ？　僕の嫉妬を煽るようなことを言うから……」

「煽っていません」

　どこで何を勘違いしたら、そんな結論に至るのだ。困惑するオルテンシアは死に物狂いで彼の腕から逃げ出したが、距離を取ればルチアーノの全身が目に飛びこんできてしまう。当然、何物にも遮られていない下半身も。

「ど、どうして元気になっていらっしゃるのですか！」

　臨戦態勢になった凶器から慌てて目を逸らしたが後の祭りだ。ばっちり見てしまった。しかもランプが灯ともったこんなに明るい中で。

「愛する女性が目の前にいるのだから、仕方ありません」

「年中無休でその状態では、危ない人です！　少しは恥じらってください！」

　噛みつかんばかりに抗議すれば、堪えきれない風情で彼が噴き出した。

「……ふっ、ははっ、最初の頃とは比べものにならないほど豊かに感情を表してくださいますね。その方がずっと素敵だ。でも先ほどの話は却下です。交渉の余地はありません」

「お、横暴ですわ。勤務時間外まで使用人を管理するおつもりですか？」

「まさか。僕が管理したいのはオルテンシア様です」

　ぐいっと顔を近づけられ、思わず仰け反る。けれどいつの間に壁際まで追い詰められていたのか、オルテンシアは退路を断たれていた。

「……そんなに僕以外の男と過ごす時間が欲しかったですか……？」

「ですから、男性だけではありませんし、目的はそこではありません」

　必死に言い募ったが、ルチアーノは聞く耳を持ってくれなかった。無造作にガウンをはおり、濡れた髪を乱暴に拭く。水が滴る様は、いやに艶めかしかった。

「こんなに僕がお願いしてもですか？　気に入らないな……僕の飼い猫だと分かるように、首輪をつけてしまいましょうか」

「誰が猫ですか！　と言うか、飼われておりません」

　首輪をつけるという恐ろし気な言葉は敢えて無視し、オルテンシアは声を荒げた。このままではせっかくの目論見が破綻してしまう。絶好の機会を逃してなるものかと諦めず食い下がった。

「今のままでは息が詰まってしまうので、私にも気分転換が必要です。許していただけないのなら、実家に帰らせていただきます！」

　勿論、ヴォントレン家に戻るつもりはまだない。これは完全なる脅しである。

　彼が意見を改めてくれればよし。全面的ではなくとも、譲歩してくれればそれでいい。オルテンシアが離れてゆくことを警戒しているルチアーノには、効果があるはずだ。

　だがしかし。

「……何ですって？　聞き捨てなりません……」

　少々、効果が絶大すぎたらしい。

　ルチアーノはサファイヤの瞳に危険な光を宿らせ、真正面からこちらを睨にらみ据すえた。鋭い眼差しに、オルテンシアの勢いが削がれる。

　――しまった……今夜の彼は、不安定でいつも以上に捉えどころがないのだったわ……

　普段、ほとんど笑みを絶やさない男が、真顔になるととても怖い。それなのに魅了され、目が離せなくて苦しくなる。

　オルテンシアは壁に身体をめり込ませる気分で、限界まで身を引いた。

「……逃がしませんよ？」

　彼が首を傾げた拍子に、銀の髪が額に落ちる。危うい色を揺らめかせる双眸が僅かに隠れ、しかし弱まらない眼光にオルテンシアは背筋を戦慄かせた。

「……決めました。昼間も貴女の部屋を施錠しておきましょう」

「え……っ？　夜間だけだとおっしゃったではないですか」

「気が変わりました。僕が傍にいない間に、悪い虫がついたらと想像するだけで気が狂いそうだ。心配しなくても、サリーは変わらずつけますよ。彼女に昼間体操を教えるのは、許可します。それで気分転換してください」

　一歩進んで二歩下がる。そんなたとえが浮かぶほど、状況はむしろ悪化した。

　サリーを手懐けることはできるだろうが、彼女が『使える』かどうかは未知数。なのにオルテンシア自身が完全に監禁されていては、本末転倒もいいところである。これでは、何も探ることができない。

「困ります……！」

「オルテンシア様、お願いします。これ以上僕を悲しませないでください。貴女の前では優しく物分かりのいい男でいたいのです。でもあまり意地悪をされたら、僕も冷静ではいられません。……貴女のせいで色々抑えがきかないのです」

　さもオルテンシアが悪いと言わんばかりの態度に唖然とした。

　そもそも論で言えば、ルチアーノに非があるはず。だが圧倒的に立場が弱いオルテンシアは、これ以上騒ぎ立てることができなかった。

「……っ、せめてチェスで決めませんか」

「いいですね。でも今夜は疲れました。また明日にしましょう」

　あくびしつつ言われてしまえば、従うより他にない。戦わずして敗北を喫した気分だ。勝負さえさせてもらえなかった。

　――明日こそ……！　一矢報いてみせる……！

　結局この夜、交渉は失敗に終わり、オルテンシアとルチアーノは彼の部屋で一緒に眠った。自分の部屋に戻っても良かったのだが、やまない雨が気にかかり立ち去る機会を逸してしまったのだ。

　――別に、少し気になって同情しただけよ……

　傍にいたかったわけではない。頼まれたから仕方なく、留まっただけだ。

　言い訳を繰り返すオルテンシアに、いつまで経っても眠気は訪れなかった。そしてルチアーノも、静かにオルテンシアの胸に顔を埋め眠った振りをしていた。




　――どうにかして、お兄様だけには連絡を取らないと。

　既にカディール子爵の夜会から四日目の朝を迎えてしまった。その間、収穫はゼロ。

　それにアリシアも心配だ。夜会の夜別れて以来、顔を合わせていない。愛しい妹は元気にやっているだろうか……

「オルテンシア様、お茶のお変わりは如何ですか」

「いらないわ。それより、図書室から何か本を持ってきてくれない？」

　遠回しに『一人にしてくれ』『出ていってくれ』と言外に告げると、サリーはにこやかに了承し、退室する際しっかり鍵を外からかけていった。

　主に忠実な、実に優秀なメイドである。

　――まだルチアーノ様より私の命令を聞くには至らないわ……

　八方塞がりの状況に溜め息しか出てこない。

　オルテンシアは一人になった室内で天を仰ぎ、策を巡らせた。

　夜が明け、彼は有言実行とばかりにオルテンシアを部屋に閉じこめた。これまで邸内は自由に歩き回れていたけれど、それも禁止だ。食事は部屋に運ばれてくる。ルチアーノと一緒の時にだけ、出歩くことが許された。

　――あの変態……どうしてくれようかしら……

　昨晩は貪られなかったので、体力が残っている。何なら窓を叩たたき割わって脱出も可能だろう。だがその後のことを考えると、得策ではないと判断を下した。

　下手に小細工をするよりも、正攻法で行った方がいいかもしれない。例えば郵便を出すくらい、不自然ではないはずだ。むしろこそこそしていると、勘繰られる可能性もある。

　とは言え、普通に実家へ手紙を書いても、リディオットが大人しく帰っているとも思えない。両親は別の任務によりしばらく不在。

　オルテンシアは熟考した末、おそらくどこぞの女性のもとに転がり込んでいる兄に直接手紙を届けてもらうことにした。

　リディオットの行き先はたぶん、最近色々な意味で懇意にしているメナード子爵未亡人宅だ。仮に違ったとしても、近日中に一度は立ち寄るはず。

　――これなら、ルチアーノ様に報告されても、問題ないはずだわ。メナード子爵夫人とは、私も個人的に交流があるし。

　相手が女性であれば、彼の的外れな嫉妬や不安を煽ることもあるまい。

　自らの判断に満足し、オルテンシアは早速手紙をしたためた。そして図書室から戻ってきたサリーに出しておくよう言づける。宛名は念のため未亡人にしておいた。中に別の封筒を忍ばせ、兄に渡してくれと書いておいたのだ。

　――我ながら、完璧ね。

　後はリディオットからの連絡か救援を待とう。

　まだ何も解決していないのだが、重責から解放された気分でオルテンシアは肩の力を抜いた。どこか似ているルチアーノと兄が出会ったらいったいどんな反応を示すだろう、と呑気に妄想してほくそ笑む。

　さしもの彼も、リディオットの強烈さには舌を巻くに違いない。やり込められるルチアーノを想像してオルテンシアは留飲を下げた。

　まさかその数時間後、自分自身がやり込められるとは露ほども知らず。

　日が落ちて、本日の鍛錬を終え、優雅に本を読んでいたオルテンシアは、荒々しい足音に驚いて顔を上げた。

「お待ちください！　ルチアーノ様、落ち着いてください」

「煩い。しばらく誰もこの部屋に近づくな」

　ガァンッと蹴破られたのかと思う勢いで、扉が開かれた。廊下に立っていたのは、この家の主。しかし見たこともない冷ややかな怒りの表情に、オルテンシアの文句は引っこんでしまった。

「お、お帰りなさいませ」

　メイドが彼の帰宅を告げるより早く、オルテンシアのもとに押しかけてきたらしい。だが会いたかったなどという甘ったるい理由でないことは、その険しく冷たい雰囲気で察せられた。

「どうなさったのですか？」

「サリー、今日はもういい。二人きりにしてくれ」

　こちらの質問には答えず、ルチアーノが平板な声でメイドに告げる。主人の迫力に彼女も驚いたのか、逃げるように頭を下げ退出していった。

「……虫の居所が悪いようですね」

　珍しく機嫌の悪さが滲にじみ出でている。いや、滲んでいるどころの騒ぎではない。もはや憤怒の化身とも言うべき様子だ。にも拘かかわらず、声だけは落ち着き払っているのが、逆に恐ろしかった。

「……今日、手紙を出したそうですね」

　郵便物を頼んだことが彼の耳に入ることまでは想定内だ。オルテンシアは「何か問題でも？」と冷静に返す。

「友人に手紙くらい出してはいけませんか？　近日中に伺う約束をしていたのですがこの状況では難しいので、延期してほしいとお願いしたのです」

　全部が嘘ではない。人を騙す時のコツは、真実の中に欺瞞ぎまんを上手く混ぜることだ。

「友人……メナード子爵夫人とそんなに仲がいいとは知りませんでした」

「女性は男性が思う以上にお喋り好きなんですよ」

「……なるほど。そのお喋りの場には、異性も集まっているそうですね」

「え？」

　オルテンシアは一瞬意味が分からなかったが、しばし考え思い至る。そう言えば、メナード子爵夫人は随分奔放な遊びを好む人でもあったのだ。既に夫はいないから、咎める人もいない。兄が彼女と親しく付き合っているのも、そういった事情に基づく。

　――しまった……私自身は参加していなかったから、すっかり忘れていたわ……

「オルテンシア様も夫人の会合に興味があったのですか。まさか以前から参加を……？」

「違います。別にその件とは何も関係が……」

　ルチアーノのとんでもない誤解を解こうとしたが、次の瞬間、彼が苛立たし気に机を殴打し、声を荒げた。

「言い訳でしたら、結構です。聞きたくない」

　常ならぬ暴力的な仕草に身体が竦んだ。いつも穏やかで、飄々ひようひようとした空気を纏っている彼からは考えられない荒すさんだ気配が漂っている。

「言い訳ではありません」

「では内容は何だったのですか？」

　先ほどのオルテンシアの説明は微塵も信じていないらしく、被せるように詰問される。一瞬返答に詰まってしまったのを見過ごされるはずはなく、ルチアーノが強引にこちらの腕を引いた。

「……痛っ……」

　掴まれた手首が痛い。こんなに乱暴に扱われたのは初めてだ。抗議の意味を込めて見上げると、至近距離で冴さえ冴ざえとした美貌に見下ろされていた。

「……言いましたよね。僕は嫉妬深いと。あまり意地悪をされたら、冷静ではいられませんとも伝えたはずです」

　青い焔の揺らめく瞳に見据えられ、震えが走った。

　こみ上げたのは、恐怖ともう一つ、別の何か。ゾクゾクとした疼きが、掴まれた手首から全身に回る。酒に酔った時の酩酊感とどこか似ていた。

　――ルチアーノ様が感情を乱されている。私のせいで。

　常に漂わせていた温和さや怜悧れいりさを窺わせる余裕もなく、苛立ち、冷静さを失っている。

　これは満足感だと、オルテンシアは唐突に悟った。優越感と言ってもいい。自分のせいでルチアーノが取り乱しているのだと思うと、得も言われぬ愉悦が胸に広がってゆく。そんなにも自分が欲しいのか。紳士の仮面をかなぐり捨て、普段の落ち着きを全部なくしてしまうほど。

　激しく求められる喜びは、他の男性からは一度も感じたことのないものだった。

「オルテンシア様の気持ちが完全に僕へ堕ちるまで待つつもりでしたが……もう、限界です。誰かに盗とられるくらいなら、僕が奪う」

「何、を」

　性急なキスで呼吸を喰らわれた。息苦しくて開いた唇の隙間から舌を捻じ込まれ、口内を舐め尽くされる。激しさのあまり、噛みつかれている気分だった。

「……んっぅ、ん」

　抱き上げられ運ばれて、下ろされた先はベッドの上。投げられ弾んだオルテンシアの身体は、すぐさま覆おおい被かぶさってきた彼の身体に組み敷かれる。吐息が混ざる近さで覗きこまれ、声にならない悲鳴が微かに漏れた。

「……怖い？」

「……いいえ」

　じっさい、恐怖はない。それでも手折られる予感に、肌が粟立つ。明確な意思を持って動くルチアーノの手に身体を弄られ、押し殺した声が漏れた。

　喉を震わせずに済んだけれど、虚勢であるのは見破られてしまったらしい。

　冷笑を刷はいたルチアーノの唇が再びオルテンシアに重ねられる。今までなら官能と燃えるような熱を引き出してくれた口づけが、今夜は何故か冷たい。寂しさを感じ、こちらから緩く口を開き迎え入れた刹那、彼が目を見開いた。

「……積極的ですね。誘惑して、僕を惑わせる気ですか？」

　本来なら憤慨してもおかしくない侮蔑的な言い回しだが、不思議と腹は立たなかった。むしろ悪態を吐くルチアーノを、可愛いとさえ思ってしまう。

　オルテンシアを転がすほど優秀な彼が、今は愚かな勘違いで我を忘れている。その事実が何だか誇らしかった。

「私如きに、貴方を惑わせられますか？」

「分かっているくせに、オルテンシア様は本当に意地が悪く嗜虐的だ。最初から、僕が貴女に溺れていることをご存知でしょう」

　正直、『え？　そうなの？』と疑問がよぎる。色々想定外過ぎて、分からなかった。

　こちとら場数を踏んでいるように見せかけて、実際にはピカピカの処女なのだ。普通の男を手玉に取ることはできても、理解不能の奇人変人が相手では器用に立ち回れない。

　けれど教えてやるのは癪しやくに障る。

　オルテンシアは意味深に瞬くだけに留め、ルチアーノの背中に両手を回した。

「……可哀想なオルテンシア様。純潔のまま結婚式を挙げることは、叶えてあげられそうにありません」

　ドレスの裾を捲めくられて、外気に嬲られた太腿が戦慄わなないた。白く滑らかな柔肌がじわじわと朱に染まる。

　絹の靴下越しに、爪先、くるぶし、膝を彼の唇が辿り、下着との境目になる剥き出しの素肌に吸い付かれた。

　次々に咲く赤い花は淫靡だ。痛みと共に刻まれる痕は、ルチアーノの執着の重さを表すかのように繰り返し残されてゆく。片足を抱え込まれて持ち上げられているため、抗うことは許されなかった。

「……っん」

「せっかく染み一つない綺麗な肌なのに、こんなに斑まだらになってしまいましたね」

「誰の、せいだとっ……ぁっ」

「僕のせいですね。ええ、ですから責任は取りますよ。着替えも入浴も僕が手伝って差し上げます。サリーに見られるのも恥ずかしいでしょうから、オルテンシア様のことは全て僕がしてさしあげます。だからこの部屋から一歩も出る必要はありませんし、誰にも会わなくていい」

　背筋が寒くなる甘い毒を注がれ、オルテンシアは耳を疑った。

　これまでもちょこちょこ苛烈な執着心の片鱗へんりんは感じられたが、ここまであからさまに吐露されたことはない。絡んだ視線に冗談の色はなく、彼が至極本気であることが嫌でも伝わってきた。

「……そんな怯えた目で見ないでください。こんなに頭のおかしい男が己の中に潜んでいたなんて、自分でも恐ろしいと思います。でも、止められない。貴女を失うくらいなら、嫌われるくらいどうでもいい」

　苦し気に顔を歪め、吐き出された想いに眩暈がする。

　オルテンシアは自分でも心の整理がつけられないまま、ルチアーノをじっと見つめていた。

　深い海の色は果てしなく、底が見えない。溺れているのは彼か、それともこちらか。息が苦しいのにどこか心地よかった。

　舐められた首筋から広がったむず痒さが、下腹に溜まる。蓄積されてゆく掻痒感は、淫らな熱に変換されていった。

　ドレスの上から乳房を揉まれ、頂を探り当てられると執拗に擦られる。立ちあがってしまった果実を布越しに食まれ、ルチアーノの唾液で湿った服の冷たさが行為の淫猥さに拍車をかけた。

「……っ、ふ、あ」

　裸にされるのも恥ずかしいが、中途半端に脱がされるのも耐えがたい。

　肩をはだけさせられたせいでオルテンシアの豊かな乳房がこぼれ落ち、大胆に裾を捲くられた下肢は完全に下着が露出していた。ドレスはもはや、腹回りに纏わりついているだけだ。

　卑猥な格好に剥かれ、じっとりと汗が滲む。首に張りついた髪を丁寧に横へ流され、耳たぶを齧かじられた。

「やっ」

「抵抗しないでください。乱暴にしたくなる」

　彼の懇願する言葉と、強引に暴こうとする手つきの落差に、オルテンシアは自分が今何をされているのか混乱した。

　傍から見れば、力ずくで奪われようとしているのかもしれない。だがルチアーノがこちらを傷つけないことは、これまでのことで承知している。彼がくれるのは、いつだってめくるめく快楽と不思議な感情だった。

　饒舌じようぜつが鳴りを潜めたことと許可を求められないことを除けば、今夜も同じだ。

　触れる指先の感触も、囁かれる声も、鼻腔を満たす香りも全て、慣れ親しんだルチアーノのもの。

　頭より先に、心と身体が安堵してしまっていた。

「ゃ、……っあぁ」

　足から下着を引き抜かれ、下肢を守ってくれる砦は失われた。器用に剥はぎ取とられたドレスはベッドの下に投げ捨てられて、今やもうオルテンシアが身に着けているのは靴下だけだ。けれどそれに手をかける気はないらしく、彼は閉じようとする女の膝に手を乗せた。

「オルテンシア」

　初めて、名前を呼び捨てにされた。

　身分差を考えればごく普通のことなのに、たったそれだけで飛び出しそうなほど心臓が跳ねる。耳に届いた美声から、全身がグズグズに蕩けそうになった。

　ルチアーノが口づけたこめかみに唇を触れさせたまま、再度名前を呼ぶ。媚薬びやくを注入するようにゆっくり、勿体つけて。

「オルテンシア。足を開いて」

　鼓動が疾走する。めちゃくちゃに暴れ、今にも体外へ飛び出しそう。激しい眩暈めまいは、のぼせているからかもしれない。

　触れ合う肌が熱すぎて、火が噴き出ないのが不思議だった。そう言えば、いつの間に彼も服を脱ぎ捨てていたのか、まったく気がつかなかった。オルテンシアは自覚している以上に周りが見えなくなっていたらしい。

「恥ずかしっ……」

「今更。もうとっくに全部見ていますよ。味も、ね」

　顔から蒸気を噴くかと思うほど、熱い。血が巡り過ぎたのか、耳鳴りがする。オルテンシアの儚はかない抵抗は簡単に破られ、膝を割られた。

　足の間にはルチアーノがいて、閉じることは叶わない。膝裏を掴まれ大きく左右に開かされれば、秘めるべき場所が煌々こうこうと灯る室内灯のもとに晒されていた。

「いつも毅然とした貴女が、羞恥で涙目になっていると興奮する。慎ましい花芽が、膨らんでいるのが分かりますか？」

「息を、吹きかけないで……っ」

　吐息に下生えがそよぐのは、それだけ彼の顔が接近していることを意味する。至近距離で覗かれる辱めに首を振って抗えば、お仕置きじみた淫悦を叩きつけられた。

「ひっ……」

　指とは違う柔らかな器官に、敏感な蕾をいたぶられる。突かれ、転がされるとたちまち喜悦の波にさらわれた。

「沢山舐めて差し上げます。オルテンシアはこれが好きでしょう？」

「好きじゃな……っ、は、ぁあんッ」

　強めに吸い上げられ、痛みと快楽が拮抗する。だが天秤はあっという間に悦楽へと傾いた。

　シーツに皴しわを刻みながら身をくねらせ、圧倒的な愉悦に弄ばれる。オルテンシアはルチアーノの頭を押し返そうとしたが、易々やすやすと手を振り払われてしまった。

　前回より大胆に蠢く舌に官能が引き摺り出される。啜り上げられた愛液が、自分から溢れたものだなんて信じたくない。しかしビクビクと痙攣し、その度に腹の奥から滲み出る体液は、紛れもなくオルテンシアの肉体が吐き出したものだった。

　彼の指と舌に喜んで、もっと奥に誘っている。無垢な処女地を戦慄かせ、未知の喜悦を待ち望んでいた。

「ふぁっ……ぁ、ああ……ひ、ぅっ」

「真っ赤に熟れて、いやらしい」

「……アッ、や、駄目っ……」

　隘路に侵入した男の指が、内壁を擦り上げた。濡れ襞ひだを摩さすられながら、花芯は舌全体で押し潰される。外と内から与えられる刺激に、オルテンシアの中で快楽はたちまち飽和した。

　ぐちぐちと淫水が掻き出され、喘ぐことしかできなくなった唇からは唾液が伝う。意志とは関係なく踊る踵かかとが、空中を掻かいていた。

「あっ、ぁあ……ぃっ、あ、ああ」

　じゅぷじゅぷと卑猥な水音を立て、ルチアーノの男性的な指が出入りする。次第に本数が増やされて、今は三本も受け入れてしまっていた。

　つい先日まで、一本でも苦しかったなんてとても考えられない。今でも違和感はあるが、上回る快感に塗り潰されていた。

「あ、あ、ァアッ」

「ここですか？　ではたっぷり可愛がってあげます。その代わり、他の男では満足できなくなるまで付き合ってもらいますね」

「ひぃっ……はぁっあ、あァ」

　気持ちが良すぎて辛い。上手く酸素が吸えなくて、何度も大きく喘いだ。しかしオルテンシアが暴れるほど、愛撫は執拗かつ激しくなってゆく。跳ね上げた腰を彼にがっちり掴まれ、冷静ではいられない腹側の一点を容赦なく擦り上げられた。

「ぁあああッ」

　強制的に上らせられた絶頂に、オルテンシアの四肢が踊る。見開いた瞳は何も見ていない。大きすぎる淫悦に、頭の中は真っ白だった。

「……ぁ、あ……」

　ルチアーノの指が引き抜かれる感覚にさえ、快楽を拾う身体が恨めしい。ひくつく花弁からとろりと蜜が溢れ、既にびしょ濡れの敷布が尚更色を濃くした。

「上手に達することができましたね。純潔のくせに、敏感でいやらしい身体です」

「ルチアーノ様のっ……せいです」

　他の誰でもない。オルテンシアに快楽の味を教えたのは彼だ。いっそ知らなければ何事もなく今まで通りでいられたのに、もうこの身体は悪魔的な愉悦を覚えている。

　何も知らないが故に高潔だったあの頃には戻れない。

　オルテンシアは渦巻く熱の解消を求め、ルチアーノを見上げていた。

　たぶんその瞳は、とても淫靡な熱を孕んでいただろう。期待を宿し、欲情を灯していたと思う。自分でも制御できない衝動に突き動かされ、オルテンシアは赤い舌を蠢かせた。

「……僕はね、貴女がいつどこでそういう手管を覚えたのか考えるだけで、平静ではいられなくなる。オルテンシアをめちゃくちゃにしてしまいたくなるんです」

　美辞麗句を並べ立てた詩的な口説き文句や、情熱的な求愛よりも、彼の言葉はオルテンシアの心を揺らした。これまで無数に囁かれた称賛や誘惑はいったい何だったのだろう。

　切羽詰まった眼差しに射殺されそう。思わず微笑んでしまったのは、もっと余裕をなくしてほしかったからだ。

　自分を乞い、みっともなくあがいてほしい。想像するだけで胸が震える。他には何も考えられないくらいオルテンシアでいっぱいになればいい。ルチアーノを自分で満たしたい。

　利用するための打算ではなく、ただ純粋にそう思った。

「オルテンシア……」

　改めて足を抱えられ、腰が浮く。蕩けた花弁に硬い切っ先が当たり、自然と喉が上下した。互いの粘液を絡ませ合い、にちゃにちゃと淫猥な音が鳴る。聞くに堪えない淫音は、花芯を弾かれる度に大きくなっていった。

「ん、ぁ、あ……」

「貴女は何もかも、僕のものです」

　銀の髪に青い瞳の獣が、乙女に囁く。オルテンシアはぐっと体重をかけられて、指や舌とは比べものにならない質量に引き裂かれた。

「……ぃっ、ぁあっ、痛ぃ……」

　散々与えられた快楽など、一瞬で霧散してしまった。

　存分に解されていてもまだ硬い隘路を、強引にルチアーノの剛直が進んでくる。ずり上がって逃げようとした身体は、真上から容赦なく押さえつけられていた。

「覚えていてください。この痛みを。貴女が僕のものになった証です。そして僕がオルテンシアのものになった証明でもある」

　汗を滴らせながら眉間に皴を寄せ、彼の表情も歪んでいる。荒々しく息を吐き、うっとおしげに前髪を掻き上げる姿には、壮絶な色香が溢れていた。

「や……動かないでっ……」

「残酷なことを言う。……もう、とまれませんよ」

　ゆっくり、けれど確実に腹の中を支配され、じりじりと二人の距離が縮んでゆく。

「……は、きつっ……オルテンシア、もっと力を抜いてください」

「無理っ……」

　呼吸の仕方も分からない。全身が強張って、ろくに目を開けることさえ難しいのだ。

「……仕方ありませんね……」

「ふ、ぁうっ」

　淫芽を摘まれ、忘れていたはずの快楽が再燃した。

　くりくりと二本の指で扱かれると、再び蜜が溢れ出す。ジンジンする傷口を抉られる苦痛とは別に、オルテンシアの体内で疼きが生まれた。

「あ……」

「気持ちいい？」

　素直に答えられるわけもない質問をされ、口を噤つぐむ。するとぐっと腰を突き入れられた。

「ひっ……」

「ちゃんと答えてください。僕はできるだけオルテンシアに優しくしたい。でもそれは、貴女次第ですよ？」

　まるで飴あめと鞭むちだ。快楽と痛苦を交互に与えられ、わけが分からなくなる。反射的に優しくしてほしいと乞いたくなり、オルテンシアはなけなしの矜持で頭を振った。

「強情だな……でもそこが僕を虜にする」

　柔らかなキスに促され、固く閉じていた目を開いた。涙で霞かすむ視界には、笑みを浮かべた男が頬を染めている。

　いかにも人が良さそうな彼はどこにもいない。草食獣の皮を被った獰猛どうもうな獣が舌なめずりをしていた。

「ふふ、全部入りましたよ。貴女の中に僕がいるのが分かりますか？」

　臍へその下、下腹を押され、オルテンシアは圧迫感に悲鳴を上げた。内側からルチアーノの形が生々しく伝わってくる。脈打つ屹立が深々と突き立てられ、呼吸する度に疼痛とうつうを訴えた。純潔を失ったことを知り、涙が一筋頬を伝う。

「泣くほど嫌でしたか？　貴女に何らかの思惑があって、僕に近づいてきたことは知っていました。でもそれも今更どうでもいいですね。だってこれでオルテンシアは僕と結婚するより他にどうしようもない」

「えっ……」

　見せかけの恋情を見破られていたのか。愕然としたオルテンシアの顎は、彼に捕らえられていた。強制的に合わされた視線に息を呑む。てっきり怒っていると思ったルチアーノは、寂し気に眉尻を下げていた。

「愛しているとは言わないことが、貴女の最後の良心だったのかな？　僕は嘘でも、言ってほしかったんですけどね」

　自嘲の滲む声は、胸が軋むような切なさを帯びていた。

　オルテンシアの心が本当は自分にないことを全て承知の上で、ずっと茶番に付き合っていたのか。混乱の最中さなか、ゆるりと腰を動かされ、激痛に苛さいなまれる。

「……っ、ぁう」

「最初は何を目的にして僕に近づいてきたのか探るつもりでした。社交界の華と謳われる貴女に、ずっと前から個人的興味もありましたし。――オルテンシアは覚えていないでしょうけれど、僕らは昔会ったことがあるんですよ」

　彼ほどの男性と面識があれば、覚えていないはずはない。オルテンシアは過去の記憶を探ったが、何も思い出せなかった。

「適当なことを……っ、おっしゃらないでください」

　串刺しにされたまま話すのは、腹に力を込めるせいか余計に苦痛が増幅した。泣きたくないのに、涙が止まらなくなる。ボロボロ溢れる滴はルチアーノが丁寧に舐めとっていき、舌先が触れる度に、オルテンシアの強張りは解けていった。

「本当です。五年前、貴女はギムレット伯爵に一服盛られ意識朦朧としていましたから、覚えていなくても仕方ありませんね。でも僕は、まだ子供の域を出ない少女が薬でフラフラになりながら毅然とした態度を崩さなかったのを、今でも忘れられません」
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　刹那、あの夜の出来事がオルテンシアの脳裏によみがえった。

　倒れこみそうな身体を半ば引き摺られ、あわや部屋へ連れ込まれるところを間一髪助けてくれたのは、名前も顔も確認することができなかった一人の紳士。

　彼はオルテンシアを救い出し、介抱してくれた。何の見返りも求めず、打算もなく。微かに覚えているのは、爽やかな香り。腕の温もり。そして柔らかく間延びした優しい声。

　もしかしたら、あれが自分の初恋だったのかもしれない。ほとんど何も覚えていないのに、安心感だけは薄っすら残っている。

　本当は男なんて嫌い。誰も彼もオルテンシアに醜い欲望をぶつけてくる。それなら、自分が利用したっていいはずだ。けれど、もしかしたら。

　女を所有物とみなし、立場が弱いものを虐げて悦に入る下種な男とは、違う男性もいるのかもしれない。誠実でこちらを尊重し、一緒に歩んでいける尊敬できる人が。

　いてほしい。せめて一人だけでもどこかに存在していて出会うことができたなら。そうとでも願わなければ、オルテンシアは殺伐とした毎日を生きてはこられなかった。

　――ああ、だから――

　何故ルチアーノだけが例外なのか、ずっと不思議だった。役目のために我慢できていたわけじゃない。頭よりも心と身体が、覚えていたからだ。『この人は絶対に自分を傷つけない。守ってくれる相手』だと。

　ずっと再会したかった。あの時のお礼をまだ、自分は伝えていない。ギムレット伯爵から助けてくれたことだけでなく、完全な男性不信にならずに済んだことを。

「……あれから、何となく気になって貴女を目で追うようになりました。兄のような気分で見守っているつもりでいましたが、あどけなかった少女はたちまち羽化して美しい蝶ちようになった。思い返してみれば、初めてオルテンシアと出会った日にはもう、僕は惹かれていたのでしょう」

　彼がしばらく動かずにいてくれたおかげか、焼けつく痛みが緩和されてきた。それとも頬を辿る唇が、慰めるように優しく往復するからか。

　次第に呼吸の仕方を思い出し、オルテンシアは細く息を吐いた。

「……何故、名乗ってくれなかったのですか……」

「五年前は、虚勢を張っていても怯えている少女に余計な負担をかけたくありませんでした。再会してからは――単純に勇気がなかったのでしょう。僕は女性を本気で愛したことが、今までありません。だから貴女への気持ちが自分でもよく分からなかったのです。それが気まぐれにこの手の中に落ちてきて、一気に箍たがが外れてしまった」

　では今までの奇行は、ひとえに戸惑い故だったのか。もしもそうなら、何だかおかしい。

　本当の恋も愛も知らない者同士が、知識と情報だけでお互い牽制けんせいし空回っていたことになる。こんな滑稽なことが他にあるのか。

　オルテンシアの内側が、きゅうと収縮する。体内に収められたルチアーノの楔を抱きしめて、不器用な愛おしさを噛み締めていた。

「貴女が、見かけだけ麗しい女性に成長してくれていたら、こんなことにはならなかったのに。どうして中身も愛らしく、健気けなげで聡明な淑女になったのです」

「……私が悪いのですか？」

「そうですよ。おかげで僕が惑わされ、こんな暴挙に出てしまった。――巻きこむべきではなかったのに……」

　何を？　と問いかけたが、僅かに腰を回されて、内壁を摩擦される痛みに震える。だがオルテンシアから漏れた声は、苦痛の訴えだけではなかった。

　甘さが、微かに混ざる。ひくつく花弁は、彼の剛直を舐めしゃぶり咀嚼していた。

「……ぁ、く」

「そんな表情……他の誰にも見せていませんよね？　仮に声を聞かせただけでも、相手の男を殺したくなります」

　純粋ささえ感じる狂気の眼差しに射竦いすくめられ、碧の瞳に囚われた。瞬きもできない内に奥を穿うがたれ、オルテンシアの頤が仰け反る。限界まで引き延ばされた入り口をなぞられ、花芽を弾かれると、痛み以外の感覚が広がっていった。

「ふぁっ……あ、ん」

「貴女の中がうねって歓迎されている気分だ」

　滴るほどの色香を耳に注がれ、オルテンシアの腹が波打った。両足でルチアーノの腰を挟み、本能的に引き寄せる。無意識の媚態を振りまいているとは露ほども思わず、潤む双眸で彼を見つめた。

「ああ……やっぱり貴女は魔性の女性だ。僕の理性を容易く打ち砕く。……もう、優しくなんてしてあげられません」

「……っあ、ァッ、ああ！」

　突如荒々しく突き上げられ、オルテンシアは髪を振り乱した。輝く金糸がシーツの上を跳ねまわる。口内に入ってしまった一筋を、ルチアーノが払ってくれた。

　ぐりぐりと肉筒を掻かき回まわされ、眼前に星が散る。引き抜かれ押し込まれる度、悲鳴とも嬌声ともつかない声がオルテンシアからこぼれた。

「ひ、ぁ、ああっ……もう、ゃ……アッ」

　淫らな蜜液が攪拌かくはんされ、結合部で白く泡立っている。絡みつくオルテンシアの粘膜を引き剥がすように突かれ、全身に痺れが伝わった。

　縋るものが欲しくてもがいた手は宙を掻き、爪先が丸まったまま跳ねている。

　苦痛はいつしか快楽に上書きされ、卑猥な愉悦が指先まで浸透していた。ジンジンする痺れはもはや、出口を求めて暴れ狂う淫悦に変わる。

　ぐちゅぐちゅといやらしい音にオルテンシアの理性が壊されていった。

「はぁっ、ぁあっ……や、あぅっ」

「もっと啼いてください。可愛い声を聞かせて」

「んあっ」

　純潔を失ったばかりの身体には激しすぎる抽挿に眩暈がする。だがこれまで散々教えられた快楽が、オルテンシアを蕩けさせていった。

　まだ硬さの残る隘路が、健気に彼を受け止める。ルチアーノが作る律動に合わせて身体を揺らし、拙くも快感を求めて蠢いていた。

「ぁあ……ひぁっ……あ、あ、あ」

　穿たれる度いやらしく上下に揺れる乳房を揉まれ、色づいた飾りを扱しごかれる。乳輪ごと彼に咥えられると、堪らない愉悦が生み出された。

　もう、どこを触られても気持ちがいい。全身が性感帯になったように、ルチアーノと触れ合う部分全てが喜悦の発露になっていた。

「だ、駄目っ、そんな……しないでっ……」

　これ以上されたら、本格的におかしくなってしまう。みっともなく泣き喘ぐことしかできず、オルテンシアは真っ赤に染まった頬を自らの手で隠した。

「お断りします。もっと感じて乱れてください。オルテンシアが誰のものなのか、まずはこの身体で覚えてください」

「んぁあっ」

　最奥を突かれたまま小刻みに揺すられ、絶大な快楽に苛まれた。全ての音が遠のき、全身どこもかしこも熱くて汗みずくになりながら身体をくねらせる。

　耳朶を噛まれても、脇腹を摩られても気持ちいい。足の裏さえ敏感になったのか、シーツと擦れる感触に腹の中が一段と燃えていった。

　愛液をぐちぐちと飛び散らせ、互いの下半身をぶつけ合う。濡れた水音と打擲ちようちやく音が部屋に響き渡った。もしも室外に誰か控えていれば、中で何が起こっているのか如実に伝わってしまっているだろう。

　恥ずかしいと感じるほどに、淫悦が膨らんでゆく。際限なく大きくなる快楽で、頭はもう支配されていた。身体はとうに屈服し、腕力でも知力でも絶対に敵わない男に組み敷かれることを喜んでいる。

　限界に向け疾走する肉体が、果てを求めて駆けあがっていった。

「ぁッ……ああーっ……」

　精神が中空に放り出される。痙攣する身体を抱きしめられ、男の精を注がれる。体内にぶちまけられる白濁は、掌で受け止めた時よりも熱く激しい奔流だった。

「……っく」

　官能的な吐息にオルテンシアの蜜壁が戦慄いた。きゅうきゅうとルチアーノを締めつけて、不随意に愛撫する。彼のものが再び力を取り戻すまで、時間はかからなかった。

「あ……」

「オルテンシアのせいですよ。責任を取ってください」

　甘やかな美声で囁かれ、去ったはずの波が再び沸き起こる。消えかけた焔はたちどころに火力を取り戻していた。

　上半身を引き起こされ、オルテンシアは彼の脚の上に座らせられる。裸のまま向き合って密着したため、豊かな乳房がルチアーノの胸板に潰された。

「貴女はどこもかしこも柔らかくて、極上の触り心地ですね。ずっとオルテンシアの中にいたい……」

「んんっ」

　体勢を変える途中も現在も、彼の屹立は腹の中に収められたまま。擦られる角度が変わって、新しい淫蕩いんとうな刺激になる。しかも達したばかりのオルテンシアには、自分の体重を支えるだけの余力が残されていなかった。

　震える太腿には、膝立ちになれるだけの力がない。結果、深々とルチアーノを呑みこんでしまった。

「……ぁ、あ、あ……」

　動いてもいないのに脳天へ快楽が突き抜けた。はくはくと息を吸い、懸命に意識を逸らす。少しでも気を抜けば、あっという間に達してしまいそうだ。

　オルテンシアが涙目で助けを乞えば、彼は人のよさそうな笑みを浮かべた。

「手伝って差し上げます。こうして腰を振るのですよ」

「ひっあああっ」

　身体が浮き上がるほど強く下から突き上げられて、オルテンシアは嬌声を迸らせた。前後にも揺さぶられ、ルチアーノの繁しげみに蕾が嬲られる。淫猥に弾む胸は、彼のいい玩具おもちやだった。

「胸、舐めないでぇっ……」

「目の前でこんなに揺らされて誘われたら、応えないわけにはいかないでしょう。オルテンシアは本当に酷い人ですね」

　どっちが酷いのか、膝を突き詰めて問い質したい。

　だが今は、襲い来る絶頂の予感に備えるだけで精一杯だった。達したばかりで敏感な隘路が、彼に絡みつき再度子種をねだっているからだ。

「あ……ぁ……あ……駄目、またっ……」

「何度でも、どうぞ。オルテンシアの中が溢れるほど、注いであげます」

「ひぁっ……ぁあ」

　臍の下を撫でられて、今まさにルチアーノに蹂躙されていることを生々しく突きつけられた。信じたくないほど奥深くまで、彼が達している。内臓を押し上げられる圧迫感に腰を浮かせようとあがけば、肩を掴まれ引き下ろされていた。

「っあぅっ」

「逃げようとしないでください」

「に、逃げな……んぁっ」

　絡みつくルチアーノの腕に閉じこめられ、どこにもいかれるはずがない。重く鋭い突き上げに子宮の入り口をこじ開けられて、開きっ放しになったオルテンシアの唇から唾液が垂れた。

　先ほどから手足の痙攣が止まらない。高みから降りてこられない内に、幾度も荒々しく抉られて、冷静な判断力は完全に砕かれてしまった。

　もう快楽を追うことしか考えられない。

　オルテンシアは嵐の中、夢中で口づけを求め、彼の身体に両手両足を回す。舌を絡ませ合って下腹を揺らし、上も下もぐちゃぐちゃに混ざり合った。まったく別の人間が一つになる喜びに、理性も常識も駆逐される。

　ただただ、ルチアーノと同じ淫悦を分かち合えていることが嬉しい。自分の身体で、彼が昂たかぶってくれていることがオルテンシアの快楽に変わった。

「……っぁあーッ……」

　腹の中に熱液が広がる。胎内に注がれる白濁の刺激に、更なる高みに飛ばされた。

　後方に倒れこみそうになるオルテンシアの身体は、苦しいほど彼に抱だき竦すくめられ支えられている。煩うるさく打ち鳴らされる鼓動と乱れる呼吸は、完全に重なり合っていた。

「……誰にも渡さない。貴女は僕だけのものだ」

　言葉が、執着が、恐ろしいほど重い鎖となり、全身に絡みつく。しかし不思議と、オルテンシアは身動きできない不自由さが嫌ではなかった。





　　　第五章　私の帰る場所







「本当にすみませんでした。オルテンシアを手放す以外なら何でもしますので、どうか許してください」

　平身低頭。これ以上ないというほど深く頭を下げ、ルチアーノは謝罪をした。

　一線を越えた日から二日。あの日の翌日、オルテンシアは部屋から一歩も出してもらえず、完全なる監禁状態に置かれてしまった。

　一日中ほとんどベッドからも下りられない状態で、ずっとルチアーノに抱かれ続けていたのだ。

　昼も夜もなく、食事は彼の手からのみ。入浴はルチアーノと一緒に入ることを条件に許され、しまいには排泄はいせつを管理されそうになり、そこだけは断固拒否したのだ。

　このままでは本格的に精神が汚染される――とオルテンシアが正気に返ると同時に、彼もまた理性を取り戻したらしい。

　一晩明け、それまで冷ややかに凍りついていた表情に、一転恐怖と苦悶くもんが浮かんだ。そして真っ青になり、いきなり平伏する勢いで謝り倒してきたのだ。

「僕がどうかしていました。どうぞ償う機会をください」

「あの、ルチアーノ様」

「申し訳ありません。恨まれても憎まれても仕方ないことをしたと分かっています。でも、出ていくことだけは思おもい留とどまっていただけませんかっ？」

　必死の形相で縋られて、オルテンシアは目を瞬いた。

　ひとまず裸の身体を掛布で隠す。ベッドの周囲には残念ながらドレスどころか下着一枚落ちていない。オルテンシアの傷一つなく滑らかで真っ白だった肌は、あちこち赤い痣あざで斑まだらになっていた。

「……本当にすみません……今から、医師を……」

「大丈夫です。数日すれば消えますわ」

　それよりこんな姿を他人に見られたくはない。オルテンシアは深々と嘆息すると、正面から彼を見据えた。

「……反省していらっしゃるのですか？」

「勿論です……！　どんな罰でも受けるつもりです」

「ですが私を解放してくださる気は、ないのですよね？」

　皮肉交じりにオルテンシアが言えば、彼は言葉に詰まった。どうやらこの監禁生活は続行されるらしい。

　地位も美貌も才能も何で持っているルチアーノが、こんなにも肩を落としている姿は何だかおかしかった。可愛いとさえ思ってしまう。

　――この方、そんなに私がほしいの？　勝手に勘違いして酷いことをして、しかも嫌われたくないなんてめちゃくちゃじゃない……

　呆れてものが言えないとは、きっとこのことだ。だがオルテンシアは最初から償いなど望んでいない。ただ暴走したルチアーノを、少しばかり懲らしめてやりたい欲に抗えず拗すねた振りをしただけだ。

　ツンと顎をそびやかし、横を向く。

　こちらがむっつり黙りこんだのをどう解釈したのか、慌てふためいた彼が恐る恐るといった態で一通の封筒を差し出してきた。

「オルテンシア……これを」

「――何ですか？」

　受け取るまで微動だにせず捧ささげ持もっていそうなので、仕方なく受け取る。宛名にはオルテンシアの名前があり、差出人は兄リディオットだった。

「お兄様……！」

「今朝、届きました。ずっとオルテンシアを我が家に留めているので、ご家族は心配されているのかもしれません……本当は渡したくありませんが、これを隠せば余計貴女に嫌われそうで……悩んだ末、渡します」

　握り潰したかったことをさらりと告白され、頬が引き攣ったが、待ち望んだリディオットからの手紙だ。逸はやる思いを堪え、開封する。

　やはりオルテンシアが予測した通り、彼はメナード子爵未亡人のもとにいたらしい。

　深く反省中のルチアーノは、流石に内容を覗きこんでくるような真似はしてこなかった。そういうところは、真実紳士であると思う。だいぶ歪んではいるけれど。

　封筒の中から出てきたのは、便箋一枚。並んだ文字もかなり少なく、拍子抜けする。オルテンシアはざっと中身に目を通し、立ちあがっていた。

「……一度、家に帰らせてください」

　一瞬で強張った彼の顔に、その言葉がどう響いたのか分かって、留飲を下げる。今やルチアーノの顔色は、青を通り越して真っ白だ。動揺で震える彼を存分に堪能した後、オルテンシアは小首を傾げた。

「家族に会いたいのです」

「……申し訳ありません……それだけは、どうか……」

「まだ一つ、私のお願いを叶えてもらっていませんよね？　キスと引き換えに約束したでしょう？」

　自分と同じで、彼も『約束』に弱いのは既に分かっている。変に誠実なところがあるルチアーノなら、断れないはずだ。

　案の定、相当な葛藤があったようだが、彼は渋々頷いてくれた。ただし今度は、一緒にヴォントレン家に行くと言ってきかない。

「今、父と母は旅行中なのです。いらしていただいても、挨拶はできませんわ。また後日にしてくださいませ。私は一人で参ります」

　ぴしゃりと跳ね除のければ、ルチアーノは目に見えて消沈した。放っておくと寝込むのではないかと心配になるほど、絶望に打ちひしがれて生気がない。

　オルテンシアは深く息を吐き出し、乱れた髪を撫でつけた。

「……本日中に戻ってまいります。妹の様子を見に行くだけですから」

「えっ……」

　はっきり帰ってくる旨を告げれば、彼は驚愕を露にした。どうやらもうオルテンシアに愛想をつかされたと思いこんでいたらしい。――そう勘違いするよう言葉を濁したのはこちらだが。

「まさか、私の純潔を奪っておいて、責任を取らないおつもりではありませんよね？」

　じろりと横目で睨むと、ルチアーノは左右に思い切り頭を振った。

「当たり前です！　僕はオルテンシアと結婚したい。……でも貴女は……」

　――まるで飼い主に捨てられた犬みたい。

　途方に暮れて、オルテンシアからの慈悲を待ち望んでいる。気まぐれに頭を撫でてくれないかと、大人しくいい子を演じているみたいだ。

　――本当は、猛獣のくせに。

　人畜無害かと思えば、とんでもない策士で、その上淡泊そうに見せかけておいてあんな獣欲を隠し持っているなんて詐欺だ。まんまと騙されてしまった。

　――私より強かで、家族思いの寂さみしがり屋やがいたなんてね……私、この厄介な人を好きになってしまったんだわ……

　複雑怪奇な彼に惑わされ、こちらも調子が狂ったのかもしれない。そうでなければ、攻略対象でしかないルチアーノに心惹かれるなんて考えられなかった。

　誰にも明け渡す気がなかった胸の中の一番大切な場所は今、彼でいっぱいになっている。愛してはいけなかったのに。

　もしもルチアーノが選ぶのが第一王子のルヴィオだったら、オルテンシアとは対立することになる。想像しただけでゾッとする未来に、そっと瞼を伏せた。

「ルチアーノ様のもとに、自分の意志で戻ってきます。ですから……一度実家に戻らせてください。色々、気になることがあるのです。私を信じてください」

　手紙には『僕の愛しい妹、オルテンシアへ。とても困っているようだね？　助けてあげたいけど、僕も今手が離せないんだ。心だけは君の傍にいることを分かってほしい。――ところで、アリシアが大変なことになっているのは知っているかな？　とても愉快だから、是非ヴォントレン家に戻ってみるといいよ』と認したためられていた。

　能天気な内容なのに、文字だけは流麗なのが余計腹立たしい。

　しかし、妹に何かあったのなら、見過ごすわけにはいかない。何が何でも家に帰らなくては。

　オルテンシアが一歩も譲らない強さで告げれば、彼は深く息を吐いた後、頷いた。

「……分かりました。待っています。もし……――貴女が帰って来てくれたら、僕の秘密をお話しします。聞いてくれますか？」

　真摯な瞳で、静かに告げられた内容に息を呑んだ。もしかして、王子たちどちらを支持するかの話だろうか。ルチアーノはたぶん、オルテンシアの目的に薄々気がついている。正体までは分からなくても、不審に思っているのだろう。

　これまでの言動を思い出し、胸が軋きしむ。

　ひょっとしたら、こんなふうにただの男女として接することができるのは、今日が最後かもしれない。次に会った時には、相いれない存在としてもう話すことも触れることもできない可能性がある。未来はどう転がるのか、誰にも分からない不透明なものだ。

　だがそうだとしても、オルテンシアには立ち止まる選択肢はなかった。見て見ぬふりをして、このまま伯爵夫人に収まることは考えられない。ヴォントレン家の娘として役目を果たすことは、己の誇りであり、存在意義だからだ。

　その根幹を失えば、自分が自分でなくなってしまう。もしかしたら結果、大切な人をなくし、自身の心を殺すことになったとしても、楽な方へ流れられないのがオルテンシアなのだ。

　そう思うと、どうしようもなく今この瞬間が愛おしかった。

「ええ。私も、お話ししたいことがあります。ルチアーノ様に聞いてほしい」

　だったらせめて、審判が下るその時までは普通の恋人のように振る舞いたい。

　婚約者として、幸せなただの貴族令嬢を味わってみたかった。嘘でいい。今日限りの自己暗示。たとえオズワルド家に戻った瞬間、夢が覚めることになったとしても――

「待っていてください」

　――もしもの時は、私が手を下す。

　愛していると言う権利がない自分の、せめてもの償い。いざとなったらこの手を汚し、そして彼の後を追おう。

　額へのキスを合図にして、ルチアーノは部屋を出ていった。見送りはしないという意思表示が、彼らしい。その後姿を目に焼き付け、オルテンシアはヴォントレン男爵邸に向かうため、身支度を始めた。




　約一週間振りの帰宅は、何やら奇妙な緊張感が漂っていた。

　どうやら愛しい妹のアリシアが、男を連れこんでいるらしい。奥手な彼女にしては大変珍しく青天の霹靂へきれきだ。

　ちなみに案の定と言うか何と言うか、兄は夜会以来一度も戻っていない。そのくせヴォントレン家の中で起こっていることを把握しているのだから、本当に侮れない人だ。

　まったくあの人は……と嘆息しつつ、リディオットの女性関係が活発になるのは、情勢が何らかの動きを見せている時が多いことに思い至る。

　もしかしたら、王宮で何かあったのかもしれない。

　夜会以来オズワルド伯爵邸で監禁状態にあったオルテンシアには、ここ最近の情報が一切入っていなかった。

　国王の病状が悪化したのか。それとも二人の王子に動きがあったのか……

　ごくりと息を呑む。これは早急に調べなければならない。だがその前に、問題はアリシアだ。

　あの無垢で可愛い子がそんな歳になったなんて……とショックと同じくらいの安堵がオルテンシアの胸を満たしていた。

　普通の家族であれば、未婚の令嬢が家長の許しもなく来客を滞在させるなど考えられないし、ましてや婚約もしていない男性を引き込むなど言語道断であるが、ここはヴォントレン男爵家。あらゆる意味で世間一般の常識からはかけ離れていた。

　アリシアが将来有望な男性を捕まえたのなら、喜ぶべきこと。

　とんでもない屑くずであれば排除やむなしだが、妹はさほど馬鹿な女ではない。少々間が抜けているが、しっかり自分を持った賢い娘だ。ならば、もう少し見守っても大丈夫だろう。

「お父様とお母様がお戻りになる頃には、きちんと白黒つけておくのよ」

　頑として男がいることを認めない妹に、にこやかな笑顔でオルテンシアが告げると、あんぐり口を開けたアリシアが固まっていた。本当に感情が素直に出てしまう、無防備で純粋な子だ。

　きっと彼女は普通の幸せを掴んでくれる。好きな人と穏やかな家庭を築いてほしい。

　――私には、叶えられない夢だから。

　妹へ心配をかけたくないのと、ささやかな見栄みえも手伝って、オルテンシアは『望まれ嫁ぐ、幸福な令嬢』を演じた。しかし語る内容に嘘はない。

　ルチアーノはとても優しく、幸せな未来を垣間見せてくれたからだ。

　妹は姉の幸せを願い、涙ぐんで喜んでくれた。彼女の目に、自分は幸せに映っているだろうか。そう見えていてほしいと強く思う。

　――それにしても、たかが男性を家に引き込んだだけで、お兄様ったら大袈裟ね。

　万が一相手の男が害虫だったら、死んだほうがましというほど追い込んでから消し去ってやろうと決めていたけれど、使用人たちの歓迎ぶりを見る限り大丈夫そうだ。しばしアリシアと会話し、おかげでオルテンシアも決心がついた。

　だから腰を上げ、部屋を出ていこうとしたその瞬間。

「初めまして、オルテンシア様。ライナスと申します。アリシア様のご厚意で、数日前からこちらに滞在させていただいております」

　この場にいるはずがない第二王子ライナスが、満面の笑みで立っていた。

「まぁ……」

　一瞬のうちに高速回転したオルテンシアの頭が、答えを弾はじき出だす。

　全く想像もしていなかったのだが、妹が連れ込んだのはよりにもよってライナス殿下であったらしい。

　何がどうしてこうなった。

　今まさに、王位継承を巡る主役が何故ここに？

　つくづく、妹は自ら揉もめ事ごとを引き寄せる体質だ。無関係な場所に置いて守ろうとしていた彼女が、勝手に渦中に飛びこんでいたとは。

　オルテンシアはクラッと眩暈に襲われたが、そこは意志の力で踏ん張った。

　王子と男爵令嬢風情がいったいどこで知り合うのだ。人知など及びもつかない神の采配に、いっそ笑いが込み上げる。

　しかし二人の間に流れる親密な空気を読み取り、オルテンシアは注意深く観察した。

　万が一妹が弄ばれているなら、いずれ忠誠を誓うつもりだった王子でも許さない――と思ったが、どうやら彼らは想い合っているらしい。

　アリシアの恋情はそこまで熟成していないようにも見えるけれど、ライナスの方は真剣であることが伺える。そもそも姉のオルテンシアの前にこうして姿を現したのは、明確な意思表示だと受け取れた。

　これまで散々他者の色恋を利用し操ってきた分、人の感情には一際敏感なのである。

　――アリシアったら、この方が第二王子だとは気がついていないのね。まったくもう、間抜けで可愛いんだから……それにしても、お兄様が言っていたのはこの件か。……どこが愉快なのよ……！　下手をしたら大惨事じゃない。

　アワアワと慌てふためいている妹を横目で眺め、オルテンシアはライナスに挨拶した。

　艶やかに紅を塗った唇を綻ばせ、極上の笑顔を作る。これまでの男たちはオルテンシアの美しさに惑わされて、簡単にアリシアから心変わりした。

　もしライナスも同程度の下種野郎なら、早めにご退場願おうと思ったのだが、彼はまったくこちらに見向きもしない。あくまで礼儀正しく、『アリシアの姉』としか自分を見ていなかった。

　――合格。

　王族が相手では、妹の今後は波乱万丈かもしれない。それでも、彼がきっとアリシアを守ってくれる。そう確信したオルテンシアは心の中でライナスに妹を託した。もし自分がいなくなっても、この子には家族とライナス殿下がいる。

　それにたぶん、こんな展開こそを『運命』と呼ぶのかもしれない。

　出会うべくして出会ってしまった二人。そんな結びつきをアリシアとライナスから感じられた。理屈じゃない。身分も立場も関係なく、どうしようもなく惹かれ合い、求めずにはいられない――そういう出会いが、この世にはあるのだ。

　今の自分にはよく分かった。

「アリシア様は手強くて、なかなか俺の思い通りにことが運ばないのが悩みの種です」

「ライナス様は従順なお人形がお好みなのかしら？　でしたらアリシアは差し上げられませんわ」

　ただし牽制することも忘れない。簡単に妹はやらないぞ、と念押しし彼の覚悟を図った。第二王子は視線を逸らすことなく、オルテンシアの鋭い眼差しを受け止める。

　暫し瞳での会話を交わし、迷いは完全に消えた。

　――私は何があっても、ライナス殿下側につく。仮にルチアーノ様と対立したとしても。

「……帰るわ。次に会うのは、どちらの結婚式かしら」

「お、お姉様……本当に違うのです。私たちはそんな関係では……」

「いいのよ、何も言わなくても分かっているわ。頑張るのよ、アリシア」

　最後まで『誤解です』と主張し続けるアリシアに別れを告げ、オルテンシアはヴォントレン邸を後にした。馬車に乗りこみ、帰路につく。

　馬車に揺られる道中は、随分時間が長く感じられた。色々考えている間にオズワルド伯爵家に到着し、オルテンシアは大きく息を吸う。その時。

　――見られている……？

　馬車を降りるなり、じっとり粘つく視線を感じ、さりげなく周囲に気を配った。

　出発前にはなかった嫌な雰囲気が感じられる。姿の見えない敵に気取られないよう気配を探ったが、どうやら相手は素人ではないらしい。

　――どういうこと？　狙いは私？

　何日も外に出ていなかったので、いつから監視されていたのかは分からない。しかし朝は何も感じなかったので、実家に戻ってからと考える方が自然だ。

　国王が病で臥ふせっている今、水面下では熾烈しれつな権力争いが起きている。ライナスの滞在が公式なこととは思えないし、彼が身分を明かさなかったことから、おそらくはお忍び。だとすれば、その辺りに理由があると思われた。

　オルテンシアの胸に焦燥が沸き起る。何か大変なことが起きている。大きなうねりに呑みこまれそうな予感がし、慌ててルチアーノの部屋に向かった。

　だが、肝心の彼が見つからない。サリーに問い質せば、ルヴィオの呼び出しを受け、王宮に向かったと教えられた。

「え……」

　何となく、嫌な予感がした。騒めく胸の理由は、上手く説明できない。ただ、一刻も早く行動しなければならないと感じる。急がなければ、取り返しのつかない事態に陥る予感があった。

　ひょっとしたら今日、彼は第一王子支持の表明をしてしまうかもしれない。いや、それよりも最悪なのは、『誰か』がライナスの居所を突き止めていて、見張っていた場合だ。

　最悪の妄想がオルテンシアの中に広がる。

　仮にそうだったとしたら、『誰か』はオルテンシアの来訪をどう捉えただろう？　ヴォントレンの娘が帰ってきただけだと単純に解釈してくれるだろうか。楽観的な想像は難しい。もし自分が監視者であったのなら、こう考えるはずだ。

　――ルチアーノ・オズワルドは、ヴォントレン家の長女に誑かされ、義妹いもうとのためにライナス殿下につくことを決めた、と。

「……私、ルチアーノ様を迎えに行くわ」

「え？　オルテンシア様がいきなりお城に行かれても、王族の方には会えないと思います」

　サリーに忠告されずとも、そんなことは知っている。門前払いされるのがオチだ。けれど、漫然と待っていることなどできなかった。

　己の直感を信じ、顔を上げる。

「馬車を出してちょうだい！」

　たった今降りたばかりの馬車に飛び乗って、オルテンシアは王宮へ急いだ。

　――お願い。無事でいてくださいルチアーノ様……！

　車窓から臨む景色が、高速で後ろに流れてゆく。オルテンシアはたぶん、生まれて初めて真剣に神に祈った。もし彼を救ってくれるのなら、自分はどうなってもいい。ただの杞憂であってくれと心の底から願う。

　ずっと頼れるのは自分と家族だけだと思っていった。でも今は、信じてもいない神様に縋りつきたい気分だ。何かを差し出してあの人を守れるなら、きっとオルテンシアは自分が持つどんなものでも犠牲にする。

　だからどうか、間に合ってほしい。

　御者と馬が頑張ってくれたおかげか、さほど時間がかからずに城へ到着した。扉を開けてもらうのももどかしく飛び降りたオルテンシアは一直線に城門へ向かう。槍やりを持った門番に当然止められたが、ルチアーノが少し前に帰ったことは聞き出すことができた。

「どういうこと？　途中で擦れ違わなかったわ……」

「近道を使ったのかもしれません。ですがあちらはろくに舗装もされておらず危ないので、普段のルチアーノ様でしたら通らないのですが……」

　御者に言われ、オルテンシアの血の気が引いた。

「まさか、崖沿いの……？」

　ひと気もなく、先日の雨で地盤が緩んでいるかもしれないところだ。慎重な彼が何故。嫌な予感がますます大きくなってゆく。だが今は悠長に考えている時間はなかった。

「戻るわ！　今度はそちらの道を行って！」

　淑女らしからぬ裾捌すそさばきで馬車に乗り込み、御者を急せかして引き返す。オルテンシアは何も武器を持ってこなかったことを後悔した。素手での格闘は、相手が複数の男性であった場合、確実に不利だ。

　そんな事態に陥らないことを願いつつ、不穏な想像を駆り立てられた。

　――考え過ぎよ。ああだけど……！

　悪路のせいで速度が落ちる。その時、いきなり馬が嘶いななき馬車が急停車した。

「きゃっ……」

「オルテンシア様、申し訳ありませんっ……当家の……」

　その先の言葉を聞くより早く、オルテンシアは馬車から飛び出していた。

　谷底を覗き込む御者を押しのけて下を見て、声にならない悲鳴を上げる。

　途中の木に引っかかってはいるが、オズワルド伯爵家の紋章をいただいた馬車が危うい状態で崖下に落下していた。中がどうなっているのか、ここからでは分からない。混乱しつつ周囲を見渡すと、乱れた車輪の跡が地面に刻まれていた。

「ルチアーノ様……！」

「オルテンシア様、危ないです。すぐに救援を呼んで参りますから」

　崖を降りようとしたオルテンシアを御者の男が止める。その手を振り払い、邪魔なドレスの裾を縛ろうとした時。

「オルテンシア、こんなところでどうしたんですか？」

　この惨状には不釣り合いなほど落ち着き払った声が、後方の繁みからかけられた。

「え……？」

「この道は危ないのであまりお勧めしませんよ。と言うか、ヴォントレン男爵家から我が家に帰るには、ここは通らないと思いますが……」

　顔や手に擦り傷を負ったルチアーノが、怪我を負いほとんど意識がない御者を支えつつ立っていた。

「ル、ルチアーノ様……？」

「はい。少々薄汚れておりますが、間違いなく僕です」

　いったいどういうことなのだ。オルテンシアが困惑の眼差しを彼らと谷底の間で往復させていると、何か悟ったらしいルチアーノが「ああ」と頷いた。

「何者かに襲撃されましてね、僕と彼は馬車が落ちる直前に飛び出しましたが、敵は一緒に落下したと思ったらしく立ち去りました。けれど念のため繁みに身を潜めていたんです」

「な、何故そんなに落ち着いていらっしゃるのですかっ……」

　彼の言葉が真実なら、たった今命を狙われたことになる。事故とはわけが違う。もっと動揺し怯えていてもおかしくないのではないか。あまりにも穏やかな様子に拍子抜けする。

「思っていたより少々急展開でしたが、こうなることは予測していましたから。どうやら思いの外、あちらは切羽詰まっていたようです。そんなことよりも、オルテンシアは僕を心配して探しに来てくれたのですか？　嬉しいな」

　蕩けるような笑みを浮かべたルチアーノが支えていた男を地面に横たわらせた。

「あ、貴方に怪我は……？」

「足首を捻ひねってしまいましたが、大丈夫です。それより早くここを離れましょう。またいつ奴やつらが戻ってくるか分からない」

　混乱していたオルテンシアは、その一言で警戒を漲らせた。注意深く周囲の気配を探れば、先ほど気がついた嫌な視線を再び感じた。
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「……！　伏せてくださいルチアーノ様！」

　叫ぶと同時に、彼を押し倒し覆い被さる。空を切る音が耳元を掠め、すぐ傍の地面に剣先が突き刺さった。

「……っち、あいつら失敗したのか。使えない」

　低く耳障りな声に顔を上げれば、黒ずくめの男が立っていた。こんなにも接近されるまで気がつかなかったなんて、いくら動転していたとしても普段のオルテンシアならあり得ない。ルチアーノが死んでしまったと思い、完全に冷静さを失っていた。

「俺の仕事じゃないが、丁度いい。二人纏めてここで殺してやる。礼金を独り占めだ」

「私を監視していたのはお前？」

　ニヤニヤと嗤わらうだけの男に回答を悟る。それでは、オルテンシアが図らずもルチアーノのもとに案内してしまった形になるのか。あまりの衝撃に、眩暈がした。

　――せめて彼だけでも守らなくては。

　ルチアーノを背に庇かばい、オルテンシアは座ったまま男から距離を取った。時間を稼げば、逃げ出した御者が助けを呼んできてくれるはずだ。

　怪我をし、座りこんで震えているもう一人の御者とは離れ、彼の安全も確保する。これ以上犠牲者も怪我人けがにんも出したくない。

「待て。彼女は関係ない。見逃してやってくれ」

「ルチアーノ様！　こんな時に何を言っているのですか。私一人に逃げろとでも？」

　必死に彼の盾になろうとするオルテンシアを逆に庇い、ルチアーノはとんでもない提案をした。しかし襲撃者は鼻で笑って剣を構え直す。

「却下だ。その女は目撃者だ。生かしておくわけにはいかない」

「ルチアーノ様、交渉など無意味です。私は貴方の傍を離れません。そもそも、襲撃者に心当たりがあるのですか……？」

　先ほどの口ぶりからこんな事態を想定していたと解釈できた。ならば敵の正体は誰だ。知らないまま殺されることだけはごめんである。オルテンシアはギリギリと奥歯を噛み締め、砂を掴んだ。

「ルヴィオ殿下でしょう。私が彼の傘下に加わることをはっきり断りましたから。何もできない無能ならまだ可愛げがありますが、害にしかならない暗愚の面倒は見切れません」

「――え」

　今まで散々、あれこれ画策して聞き出そうとしていた答えをあっさり明かされ、オルテンシアは一瞬呆ほうけた。

　思わず窮地であることを忘れ、彼をまじまじと見つめてしまう。

「……ルチアーノ様は、ライナス殿下を支持していらっしゃったのですか……？」

「はい。こういう面倒なことになることが分かっていたので、あの方が王位を狙う決意を固めるまではのらりくらり躱そうと思っていたのですが……口が滑ってしまいました」

　この男に限って、口が滑るなどというくだらない失敗をするだろうか。信じられない心地で瞬き、オルテンシアは唐突に自分のせいだと気がついた。

　オルテンシアがヴォントレン家に戻ると言ったから、彼は不安定になり普段ならあり得ない失敗を犯したのかもしれない。そう考えれば、つじつまが合う。何て愚かで――可愛いのだろう。

「……本当に私を愛してくださったのですね」

「最初からそう言っています。信じていなかったのですか？」

　むっとした顔も愛おしい。

　オルテンシアは急速に膨れ上がる愛情を胸に、敵との距離、周りの状況、体格差などを一瞬のうちに計算した。

　――だったら、戦える。私は守るものがあるときほど、強くなれる女なのよ。

「最期のお喋りは終わったか？　それじゃ二人仲良くあの世に送って……うぁっ？」

　オルテンシアは掴んでいた砂を勢いよく襲撃者の両目めがけて投げつけた。小石交じりの砂は、見事に男の顔に命中したらしい。男は両目を押さえ、呻きだす。

　隙は一瞬。襲撃者も素人ではない。オルテンシアは一気に立ちあがると、全力の体当たりをした。

　いくら力と体重差があっても、視界を奪われた中、予想外の反撃を受ければ多少は怯ひるむはずだ。しかも男は完全に油断している。

　よろめいた男から剣を奪い取り、オルテンシアはくるりと身を翻した。狙うは足。

　男性用の剣は女が持つには重く長かったが、それを感じさせない動きでオルテンシアは正確に斬りつけた。

「殺しては駄目だ、オルテンシア！」

「ぎゃぁあああっ」

　血しぶきを器用に避けたオルテンシアは、地面をのたうつ男の姿を見ても、何も感じなかった。ただ、愛しい人に己の残忍なところを見られたことが辛い。何の迷いもなく剣を振るい、人を傷つけることができる女など嫌に決まっている。

「――あの人が止めるから、止めは刺さない。ルチアーノ様に感謝するのね」

　別れを告げられる覚悟を固め、男を失神させ、剣を置く。

「……オルテンシア」

「……これが、私の秘密です。ヴォントレン家は、ただの貧乏男爵ではありません。代々国王直属の間諜なのです」

　見開かれた彼の瞳を目の当たりにし、オルテンシアは生まれて初めて『普通の家に生まれたかった』と嘆いた。誇っていたはずの全てが、足枷あしかせの如く重く感じる。

　もしもただの貴族令嬢であったなら、別の未来を思い描けたはずなのに。物腰柔らかいくせにしたたかで、油断ならない優しい人と幸せな家庭を築けたかもしれない。

　手の届かない幸福な幻影から目を逸らし、オルテンシアはルチアーノの前に膝をついた。

「私の目的は、貴方がどちらの王子を支持するか探ること……どうかライナス様の片腕となり、この国をお守りください」

　さようなら。

　告げたくない別れの言葉は呑みこんで、深く首を垂れる。

　せめて一度だけでも、『愛している』と本当の気持ちを伝えたかった。でも、もう言えない。口にすることが許されないオルテンシアの本心は、ここで封印する。今後は裏側から、ルチアーノとライナスが作る国を支えていこう。

「――お元気で」

「勝手に決めるのですか」

　立ちあがりかけたオルテンシアの前で、彼は顔を強張らせた。騙していたと告白したのも同然の自分に、別離を惜しんでくれるのかと胸が軋んだ刹那――

「危ない、オルテンシア！」

　ルチアーノに思い切り腕を引かれ、彼の胸へ倒れこんだ。そのまま抱え込まれ、腕に庇われる。遮られた視界の向こうに、這いつくばりながらナイフを振り回す襲撃者がいた。

「この、クソ女ぁあっ！」

　男はギラギラと目を血走らせ、口から泡を吹いて雄叫おたけびを上げた。既に正気を失っているのか、罵る言葉は大半が聞き取れない。

　――完全に落としたと思ったのに……っ、やっぱり止めを刺しておけばよかった……！

「貴女を、殺人者にはしたくありません」

　殺意を漲らせたオルテンシアに、ルチアーノが囁く。心の中を読んだかのように言うから、一拍反応が遅れてしまった。

「……ありがとうございます。でも、私は自分自身よりもルチアーノ様が大切なんです」

　置いてしまった剣は遠い。怪我をしているのに守ろうとしてくれる腕から抜け出し、オルテンシアは彼から距離を取って素手で男に立ち向かう。

　立てもしない相手など敵ではないが、問題は男が完全に理性をなくしていることだ。人はこんな時、考えられない力を発揮し、突拍子もない行動をする。

「女のくせに馬鹿にしやがって……殺してやるっ」

　信じられない速さで両足を掬すくわれ、仰向けに倒れたオルテンシアに男がほくそ笑んだ。ルチアーノが助けに入るより早く、ナイフが顔面に向け振り降ろされる。

「オルテンシア！」

　――甘いわ。

　襲撃者の襟首を掴んだオルテンシアは、振り上げた自分の両足を男の肩に引っかけ、反動をつけて身体を起こす。瞬きの間に、二人の上下は入れ替わっていた。

「ぐっ」

　男の胸に座る状態になったオルテンシアは、遠慮なく全体重をかけ喉を締め上げた。頭への血流を止めれば、意識は落ちる。男が落としたナイフを蹴り飛ばすことも忘れない。

「ぅぐ、ぐ」

　抵抗虚むなしく、男は泡を吹いて気を失った。

「オルテンシア！　何て無茶を……っ」

「念のため縛り上げたいのですが、何か紐状ひもじようのものをお持ちですか？」

「そんなことより、傷がっ」

「え？」

　ルチアーノに言われて初めて、頬に痛みを感じた。触れてみれば、ぬるりと滑り、指先が赤く染まっている。避けたつもりが、男の振り回すナイフが掠めていたらしい。

「……っ」

　オルテンシアは、昔から自分が人より容姿に恵まれていることを自覚していた。これまでそれを存分に利用してきたし、助けられてきた。

　華やかな姿は己の武器でもあったのだ。そして同時に、男の劣情を煽る大嫌いなものでもあった。

　いっそこの姿でなかったら、別の人生を歩めたかもしれないとも思う。

　だが、今は顔を傷つけられたことに、驚くほどの衝撃を感じていた。

　――ルチアーノ様が美しいと褒めてくれたものを、損なってしまった……

　二度と会えないのなら、せめて綺麗な姿だけを覚えていてほしい。それさえも、もう叶わないのか。

「い……やっ……」

　どんな窮地に陥っても、命の危機に瀕ひんしても冷静さを崩さなかったオルテンシアは、大粒の涙を流しながらその場に座りこみ、やがて意識を失った。




　顔が痛い。

　燃えるような熱を孕んで、ジンジンと痛む。

　不注意から怪我を負うなんて、随分久し振りだ。兄に知られたら、『だからお前は向いていない』と叱責されてしまうかもしれない。

　――そうね。私は失格なのかもしれない。だってルチアーノ様を愛してしまった。こんな気持ち、知らなければもっと楽に生きられたのに……でも、彼に会わなければ良かったとは、どうしても思えないの……今でも、会いたい。許されないと分かっていても、こんなにも会いたくて仕方ない……

　涙が頬を伝う感触に、オルテンシアの意識はゆっくり浮上した。

「ここは……」

　オズワルド伯爵家に用意された、オルテンシアの寝室。一週間にも満たない日数を過ごしただけなのに『自分の帰るべき場所』だと認識し、喜びと痛みが沸き起こる。

　戻れないと思っていた居場所に、オルテンシアは横になっていた。

「……目が覚めましたか？　良かった……」

　ずっと傍にいたのか、疲れた様子のルチアーノが手を握ってくれていた。触れ合う指先から全身に、愛おしさが広がってゆく。

「どうして……」

「オルテンシアが帰ってくるのを、待っていると言ったでしょう？　実際には、貴女が僕を迎えに来てしまいましたけど」

　自分のあんな姿を見て、彼に近づいた目的を知ったはずなのに、以前とまるで変わらない口調と態度でルチアーノは接してくる。慈しみを湛えた眼差しで見つめられ、こちらが戸惑ってしまった。

「でも、私は……」

「まさか僕から逃げられるとでも？　確かに貴女は惚ほれ惚ぼれするほど強く、情けないことに僕は守られっぱなしでしたが……知略なら負けませんよ。あらゆる手を使って、オルテンシアを引き留めることができます。それにこれからは剣術の鍛錬もしようと思います」

　力強く手を握られ、瞠目する。

　てっきり愛想をつかされたと思っていたのに、彼から傾けられているのは紛れもなく溢れんばかりの愛情だった。

「……頬は、痛みますか？」

「あ……」

　己の絶対的価値である容色を損なってしまえば、いったい何が残されているのか。ルチアーノの助けにならないなら、相応ふさわしくない。綺麗でなければ自分など価値がないのだ。

「……実家に帰ります」

「貴女を守り切れなかった僕を嫌いになりましたか？　それでも僕は、オルテンシアを手放す気はない」

「……私たちは住む世界が違いすぎます」

「――僕が、国王の甥にあたるからですか」

　突然投げかけられた台詞に、オルテンシアの思考が固まった。

　知っていたのかという思いと、まさかと否定する言葉が頭の中を駆け巡る。何も言えなくなって、彼の顔を凝視することしかできなかった。

「……オルテンシアは、この事実を探ろうとして僕に近づいてきたのだと思っていました。こんな面倒な事情を抱えた男が、軽々しく女性と付き合うなどできません。でもそちらから接近してきたら、もう我慢することはできなかった。今更、逃がしてはあげませんよ」

　握られていた手を引き寄せられ、横たわるオルテンシアにルチアーノが覆い被さる形になる。彼の影に閉じこめられ、サファイヤブルーに見つめられた。

「……ご存知、だったのですか」

「ええ。母が死の直前、教えてくれました。――まぁ、事実を聞いても、僕の両親は育ててくれたオズワルド伯爵夫妻だけです。とても、愛してもらいましたから」

　何の陰りもなく、ルチアーノが笑う。穏やかな笑みは、本当に出生の秘密など気にしていないようだ。王家の血を引いている事実を驕おごり高たかぶることも、その重みに押し潰されることもない。

　何ものにも囚われず、あくまでもルチアーノ個人として、そこにいた。

　――ああ……何て強くて誇り高い人なのだろう……

　家名に拘こだわるオルテンシアのように、肩肘を張っていない。どこまでも自由で、己の才覚と可能性を信じている証だ。自力で道を切り開く、心の強靭きようじんさと才能を持った人。

　――やっぱりこの人が好き。だけど――

「こんな傷ができては、私は貴方に不釣り合いです……」

「僕が、顔だけでオルテンシアを選んだとでも？　酷い侮辱だ」

「……違うのですか？」

「呆れた。そりゃ貴女は並外れて美しいけれど、それだけじゃ僕の面倒な人生に付き合わせられませんよ。勿論僕も一生懸命守りますが、同じように前を見て、自力で道を切り開き、時には戦える対等の力を持つ人でないと、無理でしょう」

　そこで一度言葉を切り、彼は大きく息を吸った。

「オルテンシア・ヴォントレン。貴女を心から愛しています。勿論貴女の美しい姿形も好きですが、それ以上に強く逞しい生き方や考え方、頭の良さ、心根の優しさを敬愛しています。どうか僕と結婚してください」

「ルチアーノ様……」

　容姿を褒ほめ称たたえられ、求愛された回数は数知れない。しかしこんなにも胸に迫るプロポーズは初めてだった。

　何もかもひっくるめたオルテンシア自身を望んでくれているのだと分かり、涙が止まらなくなる。この人と一緒にいたい。離れたくないと切に願った。

「良いのですか？　私で……本当に？」

「貴女以外は駄目です。オルテンシアだけがほしい。だからどこにも行かないでください。頷いてくれるまで、何日でも何年でも監禁しますよ」

　冗談とは言い切れない言葉に、笑いが込み上げた。彼なら本気で実行しかねない。なにせ前科があるのだから。

「いいですよ。ルチアーノ様が満足するまで、いくらでも私を閉じこめてください」

　鍵がかかっていてもいなくても、オルテンシアは自らの意志でここに留まる。彼の傍が、自分の生きる場所だ。

　半身を起こしたオルテンシアはルチアーノに抱きついた。温かい胸に顔を埋め、ようやく帰ってきたのだと実感する。彼の香りを鼻腔いっぱいに吸い込んで、ずっと言えなかった言葉を口にした。

「私は、貴方を愛しています。心から」

「やっと言ってくれましたね。僕もオルテンシアを愛しています。求婚の答えを、聞かせてください」

　こちらの左手を取ったルチアーノが、薬指に唇を落とした。柔らかな感触に背中を押され、オルテンシアは極上の笑みを浮かべる。

「喜んで、お受けします」

　どちらからともなくキスを交わし、隙間なく抱きしめ合う。最初から誂あつらえたようにピッタリ重なる身体が嬉しい。

　彼とならば、きっとどんな困難でも乗り越えて行ける。これから先、互いの立場故に様々な問題が立ち塞がるだろうけれど、もう一人ではない。一緒に荷物を背負い歩んでくれる人が隣にいるのだと思うと、この上なく心強かった。
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「ずっと、ルチアーノ様に言いたかったことがもう一つあります。五年前……私をギムレット伯爵から助けてくださり、ありがとうございました。貴方のおかげで、人間不信にならずに済みました。この世界には、素晴らしい人もいるのだと分かりましたから……」

「そんなこと。僕こそ、可憐な身で誇り高い少女がいるのだと、心底感心したのですよ」

　お互いに、あの時から想いは繋がっていたのかもしれない。不器用すぎて、そうとは分からないまま、糸はこんがらがってしまっていたけれども。

「……あ、ですがルヴィオ殿下の件は大丈夫なのですか？　またルチアーノ様が狙われてしまうのでは……」

　殺害が失敗したとなれば、おそらく次なる刺客を放ってくるはずだ。まだ、何も解決していない。

「今のところ、世間的に僕は行方不明という形になっています。あの道は王宮からの帰りでもないと通りませんからね。いくら口止めしても、ルヴィオ殿下があちらを通るよう強制したことはいずれ漏れます。だったらしばらく遺体が発見されない方が都合がいいでしょう。父も同意見です」

「でも、いつまで身を隠すつもりですか？　ずっとというわけにはいかないでしょう？」

　いずれは姿を現さなければならない。そうなれば再び危険に襲われるのではないか。

「ええ。けれどそう長い時間はかからないと思います。情勢は常に変化している……ライナス殿下もそろそろ行動を起こすはずです」

「……！　そうです、ライナス殿下はまだヴォントレン家に滞在しているのでしょうか？」

　オルテンシアが倒れてから、既に丸二日が経過していたらしい。もしかしたら妹にも危機が迫っているかもしれないと知り、オルテンシアから血の気が引いた。

「ああ……ライナス殿下はやはり貴方の家に潜伏していたのですね。なるほど」

　その辺りも把握しているルチアーノの情報網はどうなっているのか、少々怖い気もしたが、オルテンシアは口を噤んだ。彼は何かを思案するように目を細めている。

「ああ、そういえば。昨日リディオット様がいらっしゃいましたよ」

「えっ」

　突然、話題が変わったことと、内容によりオルテンシアは目を剥いた。

　今更何をしに来たのだとか、アリシアをちゃんと守ってくれているのかとか、色々問いたいことが腐るほどある。だがそれより余計なことを口にしていないかと不安になった。

「あ、兄は何か言っていましたか……？」

「ふふ。大事な妹の処女を無理やり奪ったのだから、重々心がけて責任を取れと笑顔で脅されました。本当に面白い方だ。あの人が義兄あにになるのが、今から楽しみです」

「……お兄様……」

　気が遠くなる。とんでもないことをほざいてくれたリディオットには怒りしかない。だいたい怪我をして意識が戻らない妹にもっと他に言うことはないのか。そして何故、オルテンシアがルチアーノにやや強引に迫られ純潔を捧げたことを知っているのだ。

　怖い。そして腹立たしい。

　オルテンシアは目を閉じ深呼吸で眩暈を振り払うと、心の中で兄を罵った。まったくもって油断がならない人だ。我が兄ながら恐ろしい。

　それでも祝福された気配は感じ取って、手当されている頬に触れた。

「……痛みますか？　医者は治療を続ければ傷痕は残らないと言っています。僕は世界中から名医を集めてでも、必ず貴女が納得いくように完治させてみせますよ」

　オルテンシアの小さな手ごと包みこみ、彼は傷痕に触れてきた。温もりがじんわりと伝わってくる。労いたわりが一緒に沁しみこんできて、とても気持ちがいい。

　ほっと心が緩むのと同時に、オルテンシアは雨の音に気がついた。

「雨……」

「ああ、そう言えば降っていますね。気がつきませんでした」

　欠片も不安定さを感じさせない声音で、ルチアーノが答える。はにかむように笑い、オルテンシアの髪を梳いた。

「貴女のことで頭がいっぱいで、他のことなど全く気にならなかったです。――もう、大丈夫です」

　乗り越えられたのはオルテンシアのおかげだと、彼の目が言っている。溢れ出す想いのまま固くしっかりと抱き合った。

「貴女のお兄様とは沢山話をしてみたいです。いつかライナス殿下も交え語り合ったら、さぞかし楽しいでしょうね。あちらは知らないでしょうが一応従兄弟になりますので、親族同士仲良くできたら最高です」

「そ、それは……」

　大混乱の未来しか見えない。

「たぶん、これから忙しくなります。まだ僕の予想の範囲ですが、近々大きな政変が起こるでしょう。従兄弟いとこ殿のお手並み拝見ですね」

　まるで心待ちにしている行事を語るかのような口調と明るさで、彼は含み笑いをした。その笑顔にうすら寒さを感じたのは、オルテンシアの秘密だ。

　だがそれから数日後――まさにルチアーノが予言した通りのことが巻き起こる。

　雲隠れしていた第二王子ライナスが王宮に戻り、王妃と第一王子ルヴィオが国王暗殺未遂の咎で捕縛されたのだ。




「いったいどういうことか、説明してください！」

　のほほんとした顔でオズワルド伯爵邸を訪ねてきたリディオットを捕まえ、オルテンシアは声を張り上げた。

　この数日、ルチアーノは帰っていない。王宮で起こった前代未聞の惨事の後始末やら色々な処理で泊まり込んでいるからだ。まだしばらくは帰れそうもないと、泣き言交じりの手紙が連日届いている。

　これまでは国政に関わっていなかった彼だが、王妃とルヴィオに与した大勢の反逆者が粛正されたせいで人材が足らなくなり、王城では数多くの優秀な者が掻き集められていた。ルチアーノもそのうちの一人だ。

「だから、さっき言った通りだよ？　母親の言う通りにしか動けない無能な上に根性が捻ねじ曲まがった兄は王位継承権を失って、有能だけど女好きで人望がある弟が王太子になったのさ。で、アリシアが正妃候補としてお妃教育を受けている」

「女好き……っ？」

「あはは、そこが一番気になるのかな？　オルテンシアらしいね」

　まず引っかかるべきは他にあるのだが、妹を溺愛するオルテンシアにとっては、ライナスの女性遍歴の方がよほど気になるところだった。

「まぁ、彼は根っからの女好きではないみたいだよ。王位に色気はないと周囲に思わせるため、わざと女性にだらしない男を演じていたみたいだね。今はアリシア一筋らしいから、心配しなくて大丈夫だよ」

　今日も腹立たしいほど美しいリディオットは、胸ぐらを掴んでいたオルテンシアの手をやんわり外すと優雅に座り直した。長い足を組み、悔しいが絵になっている。

「あの王妃は国王に毒薬を盛りじわじわと弱らせて殺害し、自らが実権を握るつもりだったのさ。我が子のルヴィオを傀儡かいらいに仕立ててね。けれど敗因は、全ての罪を被せて暗殺するつもりだったライナス殿下の方が、ずっと優秀でしたたかだったことだね。見事返り討ちにあってしまったというわけだ」

「……皮肉にも、それらの所業こそがライナス殿下に、王位につく決意を促してしまったのですね……」

「そうだねぇ。何もしなければひょっとしたら、彼はルヴィオを支える最高の臣下に下ったかもしれない。まぁ、それはそれで一波乱あっただろうけれど」

　ギリギリまで兄を信じ、玉座に色気はないと主張していた第二王子だが、虐げられる民を見て流石に限界を感じたらしい。自ら立つ決意をして、王妃である義母ははと腹違いの兄を投獄した。

　――アリシアも、覚悟を決めたのね。

　平板な道ではないと知りつつも、愛する人と共に歩むことを決意したに違いない。

「これから大変だろうけど、アリシアなら大丈夫だ。あの子は弱そうに見えて芯が強い。何よりも愛情深く、人を癒す力を持っている。ライナス殿下が惹かれるのは当然だな。流石さすがは僕の妹だ。あの二人が出会えば、きっとこうなると思っていたよ」

　にんまりと笑う兄は、いったいどこまで計算していたのだろう。もしかしたら彼らがカディール子爵の夜会で知り合ったこと自体が、リディオットの策略の内かもしれない。

　――まさかね。いくら何でもそこまで計算できるはずがないわ。

「ところで、お兄様は何をなさっているのですか」

「ん？　愛しい妹の君が、幸せにやっているか確認しに来たんだよ。もしも義弟に蔑ないがしろにされているなら、報復措置をとらないといけないからねぇ」

「ルチアーノ様は私を大切にしてくださっています。ちょっと心配性で、あまり外に出してくださらないだけですわ。そんなことより、お聞きしたいのは別のことです」

　オルテンシアがリディオットの身に着けている旅装について視線で問えば、勘のいい兄は前髪を掻き上げた。

「とりあえずこの国のごたごたは片付いたので、次の任務を拝命したのさ。しばらく隣国へ行ってくる」

「……危険な仕事なのですか？」

　床に伏していた国王は、少しずつ回復している。しかし最近、隣国の動きが怪しく情勢が不安定になりつつあった。かの国は元王妃の生国でもある。彼女の処刑を免れたとはいえ、身柄引き渡しに応じないことを不満に思っているのは確実だった。

　そこへ飛び込むと言うリディオットに、オルテンシアは不安の眼差しを向ける。

　ルチアーノと正式な婚約を結んだオルテンシアは、実質ヴォントレンの責務を負わなくなる。つまりこれまで通り王の意を受け動けるのは、両親と兄だけになってしまうのだ。その分、彼らの負担が増しても不思議はない。

「ふふ……お前は本当に優しいね。大丈夫。アリシアとオルテンシアが嫁いだ先がそれぞれ王位継承権第一位のライナス殿下と伯爵家嫡男……しかも実は王族の血を引くルチアーノ様だからね。今までみたいに危ない任務を任されることはもうないよ。今回は、ただの偵察。安心していい」

　リディオットがごくたまに見せてくれる妹思いの兄の顔をしたので、オルテンシアはほっと息を吐いた。

「良かった……」

「アリシアだけじゃなく、我が妹は二人とも情が深い。だから僕はオルテンシアも因果な家業に巻き込みたくなかったんだよ。君は優秀で素質があるけれど、それ以上に深い愛情を持っている。いつかきっと、苦しむことになると恐れていた。だって未だに僕の怪我を気にしているだろう？　もうとっくに治っているのにね」

　怪我が癒えていると知り安堵する反面、兄の言う通りなので、予見していたと語るリディオットをオルテンシアはじっと見つめる。

「……それでも、ヴォントレンの娘として生きていなければ、ルチアーノ様に巡り合えなかったかもしれません」

　出会っていても今の自分ではなくただの貴族令嬢であったなら、興味を持ってもらえなかった可能性がある。何より彼を守れなかった。だからきっと、全ては無駄じゃない。

「オルテンシアのそういう生真面目で真っすぐなところ、僕は本当に美徳だと思う。義弟殿もそこに惹かれたのかな。――婚約おめでとう、オルテンシア。幸せになりなさい。君たちの結婚式には必ず戻ってくる」

　秀麗な兄は妹の額にキスをし、オズワルド伯爵邸を後にした。このまま、隣国へ渡るらしい。

　どうか無事でと真摯に祈る。そしていつか、あの兄にも唯一の人が見つかればいい。

　――まぁ、女性という花を渡り歩く蝶々ちようちようのお兄様には無理かもしれないけど……

　残念ながら人には向き不向きがある。リディオットが一人の女性を愛し続ける姿が想像できず、オルテンシアは乾いた笑いを漏らした。幸せの形は、人それぞれ。押しつけることはできない。

　華やかな兄が去ると、屋敷内は一気に静かになった。

　ルチアーノがいない寂寥感せきりようかんが余計に強調される。急に侘わびしさを感じたオルテンシアは、ぼんやりと窓の外を見つめていた。すると。

「ルチアーノ様がお戻りなられました」

「えっ」

　サリーの言葉に、飛び上がる勢いでオルテンシアは階下に降りた。ただし所作はあくまでも優雅に。淑女として未来の夫を出迎える。

「おかえりなさいませ、ルチアーノ様」

「ただいま。オルテンシア」

　数日ぶりに顔を合わせた彼は、色濃い疲労を滲ませていた。しかし窶やつれたせいか頬が鋭角的になり、余計に男ぶりが上がった気もする。妙に男性的な色香を感じ、オルテンシアの胸が高鳴った。

「やっと一時帰宅が許されました……また明日、王城に出向かねばなりませんけれど」

「お疲れでしょう。ゆっくり休んでください。寝室はいつでも眠れるように準備してあります」

　ルチアーノを労り彼を一人にしようとしたが、その前にオルテンシアは捕まっていた。

「一緒に寝ましょう」

　それが、添い寝を意味するのではないことくらい、オルテンシアにも分かった。疲れを窺わせていても、ルチアーノの瞳は自分を渇望してくれている。一刻も早く会いたかった、触れたかったと全身で伝えてくれていた。

「休息を取られた方が……」

「ええ、取りますよ。ですから貴女も一緒に」

　絶対に休むつもりがなさそうな笑顔で誘われ、素直に寝室へついていってしまう自分も大概だと思う。オルテンシアだって彼に会いたくて堪らなかったのだ。

　国王暗殺未遂のごたごたの内に、行方不明を装っていたルチアーノは何事もなかったかのようにちゃっかり姿を現して、あれよあれよという間にライナスの片腕になってしまった。今後事業は人に任せ、国政に専念するらしい。

　これまで以上に忙しい彼とは、せっかく正式な婚約を結んでも、共に過ごせる時間は激減していた。

　だが『寂しい』などとは口が裂けても言えないオルテンシアだ。口にできない代わりに、部屋に入り二人きりになった瞬間、そっとルチアーノの背中に手を当て、潤んだ瞳で見上げていた。

「貴女のその、構わせてあげるという態度が大好きです。僕の可愛い子猫。気高く、甘え上手で気難しい。本当はもっと構い倒したいのに、オルテンシアにうっとうしがられたくないからこれでも我慢しているんですよ。感謝してください」

「……私は猫ではありません」

　妙な理屈を堂々と言い放ったルチアーノに抱きしめられ、思わず笑ってしまった。彼の香りを吸い込んで、ようやく会えたことを実感する。

　オズワルト伯爵邸を自分の居場所であると認識して何日も経つが、それはルチアーノがいてこそなのだと思わずにはいられなかった。

「だから今日は、数日会えなかった分、たっぷり構わせてください」

「……いいですよ」

　羞恥を堪え、素っ気なく返事をする。そんなオルテンシアの強がりも、彼にとっては劣情を煽るものであったらしい。

　すぐさまベッドに押し倒され、熱烈なキスを受ける。息つく間もないまま舌が侵入してきて、情熱的に口内を愛撫された。

　ねっとり絡ませあい、内頬も刺激される。舌根を吸い上げられそうな激しさに身を引きかければ、後頭部を固定され更に荒々しい口づけに変わった。

「は……ぅっんん」

　長くキスを交わしていると顎が怠だるくなるのは、ルチアーノが教えてくれたことだ。他にも口づけの合間に相手の耳を弄ったり、膝を立てて太腿を掠めたりすれば、お互い興奮が煽られることも全て彼から学んだことだった。

　夢中になって双方触れ合っていると、肌がしっとり汗ばんでくる。吐息が熱を孕んだら、それが合図になり縺れながら先を争って服を脱がせ合った。

「忙しいことは嫌いではありませんが、貴女に会えないことは拷問のようでした」

「んっ……大事なお仕事を仰せつかっているのですから、頑張ってください」

「ええ、勿論。今後オルテンシアも、貴女の家族も危険な目に遭わせないよう、もっと出世して権力を手に入れますので任せてください」

　台詞はやや悪人じみていたが、ルチアーノの気持ちが嬉しい。こちらが何も言わなくても、先回りするようにオルテンシアの願いを叶えてくれる。

　愛しい婚約者の背に腕を這わせ、男性的な凹凸を楽しんだ。

「少し……身体つきが逞しくなりましたか？」

「そりゃあ、多忙でも鍛錬を怠らないことにしていますから。また貴女に守られるはめになったら、流石に僕も情けなくて泣いてしまいます。これからはオルテンシアが安心して僕の後ろにいてくれるよう、もっと腕を磨くつもりです」

　どうやらあの襲撃者の一件は、彼なりに反省すべきことであったらしい。生け捕りにされた男がその後どうなったのかオルテンシアは知らないが、そうとう酷い目に遭ったことは想像に難くない。

　連日地下牢ちかろうに降りてゆくルチアーノは、笑顔を絶やさないだけに余計恐ろしかった。

「私は気にしません。人には適材適所がありますでしょう？」

「女性に、しかも愛する人に庇われるのは男の沽券こけんに関わります」

　そういうものだろうか。オルテンシアはどちらかと言うと守るべきものがある方が嬉しいのだが、彼に大事にされていることが実感できる今の状況も嫌いではなかった。

　それに、頼れる相手がいると何だか安心する。一人で頑張らなくてもいいと支えられている気がした。

　全て脱ぎ捨てた裸の肌を重ね、大切な人の体温を享受する。女性より硬く大きな身体に包みこまれると、それだけで心地よく、感極まった吐息がオルテンシアの口から漏れた。

「可愛い」

　綺麗とか美しいとは言われ慣れたオルテンシアに、可愛いと囁くのはルチアーノだけ。耳から侵入する媚薬に、ゾクゾクと背筋が震えた。

　大きな掌に頬から首、鎖骨を撫でられて、擽ったさから声が濡れる。自分でも卑猥だと思う音が唇から漏れ、オルテンシアは恥ずかしくて固く口を閉ざした。彼に触れられると、嬌声を抑えられなくなる。何度抱かれても慣れるということはなく、むしろ感度が増してゆく気もした。

「オルテンシア、声を聞かせて。何日も貴女の声さえお預けだったから、耳が飢えているんです」

　一見可愛らしいおねだりだが、ようは喘ぎを抑えないでくれと言われているのと同じだ。とても頷けないお願いに、オルテンシアは唇を引き結んで首を左右に振った。

「意地悪ですね……僕を焦らし煽って楽しいですか？」

「誰もそんなこと、しておりません。……ぁんっ」

　思わず抗議のために口を開いた瞬間、ルチアーノがオルテンシアの乳房の頂いただきに舌を這わせた。ゾクリとした愉悦が駆け抜ける。上げてしまった淫らな声はもう取り返しがつかず、彼が舌先で胸の飾りを嬲る度にこぼれてしまった。

「……ァっ、あ、はぁっ」

「どんな音楽も、貴女の鳴き声には敵わない」

　胸を弄られるだけでも気持ちが良いのに、同時に下肢へ伸ばされたルチアーノの指が太腿を摩った。柔らかな肉の感触を確かめつつ、蜜を吐き出す源泉へと移動する。足の付け根へ到達した指が水音を奏で、そこがもう濡れそぼっていることを突き付けてきた。

「あ……」

「嬉しいな。オルテンシアも僕と同じくらい飢えてくれていましたか？」

　わざと羞恥を煽る意地悪な質問は無視してしまおうかとも思ったが、オルテンシアは気が変わって彼をじっと見つめた。

「……何度もルチアーノ様の夢を見ました」

「……っ、反則ですよ、それは。簡単に転がされてしまう自分が悔しいです」

　真っ赤になり口元を抑える彼が可愛らしい。こみ上げる愛おしさに従って、オルテンシアは彼の頭を掻き抱いた。

「帰りを待つのではなく、そろそろ私が迎えに行こうかと思ってしました」

「それは駄目です。今の王宮は混乱していますし……何より、男性が多い。だから絶対に来ないでください。他の男の目に貴女が映ると思うだけで、苛立ちが治まりません」

「……困った人ですね」

　――でもここまで狂おしく求められて、私も満更ではないのだから同罪だわ。

　仮に自由を奪われる監禁状態にあっても許せてしまう。今までのオルテンシアなら、とても考えられないことだ。

　恋とは、ここまで人の判断力を鈍らせ、価値観を変えるものなのか。

　片手の指を深く繋ぎ、鼻を擦り合わせる。互いの目を見つめたまま、もう一度キスをした。繁みを掻かき分わけた指先に淫芽を探り当てられて、オルテンシアは彼の口内に艶声を漏らす。すっかり膨れた花芯は、愛蜜を塗りたくられ二本の指に弄ばれた。

「ぁ、んっ……ふ、ぁ、あ」

　壊れ物を扱う、優しすぎる手つきがもどかしい。腰を揺らしたオルテンシアにルチアーノの含み笑いが落ちてきた。

　強がる態度とは裏腹に、身体は従順に彼を欲しがっている。とろりと伝い落ちた蜜液は、あまりにも正直だった。

「早く正式に結婚して、オルテンシアを僕だけのものにしたい」

「んっ……もう少し色々なことが落ち着いてからでないと……」

　リディオットは『この国のごたごたは片付いた』と言っていたが、現実的にはまだまだだ。問題は山積し、暫く国内の混乱も続くだろう。だからオルテンシアたちの結婚もとうぶん延期される予定だ。

　彼は不満げに鼻を鳴らし、それから妙案を思いついたと言わんばかりに目を輝かせた。

「いっそ子供を先に作ってしまいましょうか。そうだ、それがいい。母親になった貴女も美しいでしょうし、他の男たちへの牽制にもなる」

「えっ」

　おそらく本音は後半であるルチアーノがオルテンシアの膝を割った。

　結婚前に妊娠なんて、とんでもない醜聞だ。冗談ではない。今も実質嫁いだような生活ではあるが、貴族同士の結婚とは沢山の手続きや慣例と準備が必要なのである。それらを全部すっ飛ばしては、後々面倒なことになると容易に想像ができた。

「待ってください、それは駄目です」

「どうして？　オルテンシアは、僕との子供がほしくはありませんか……？」

　寂し気に問われると、答えに詰まってしまう。

　勿論ほしい。でもそれは今ではない。

「僕は貴女に首輪を嵌めたくて堪らない」

　ちょっと待て、と慄おののく台詞も甘い美声で囁かれると誘惑に変わる。愛しい男の言葉はどれも、オルテンシアの胸を高鳴らせた。もしかしたら、人間にも発情期があるのかもしれない。だとすれば間違いなく、今がその時だった。

　はしたないほど溢れた滴を指に絡ませ、彼が隘路を押し広げる。内壁を探られ花芽を潰されると、もう我慢はできなかった。

「……っ、ァあっ」

　にちにちと粘着質な音を立て、内側を掻き回される。オルテンシアが特に冷静でいられない場所を執拗に攻められて、髪を振り乱して喘いだ。

　肌を辿る吐息にさえ感じてしまい、何をされても気持ちがいい。全身に火を灯されたように、身をくねらせて悶えてしまう。

　オルテンシアは己の痴態をじっくり見下ろされていることを感じながら、ヒクヒクと四肢を戦慄かせた。

　こちらの身体を知り尽くした彼の指は、的確に快楽の種を植え付けてゆく。いつしかオルテンシアは体勢を変えられ、うつ伏せの状態にされていた。

「これ……恥ずかしいから好きではありませんっ……」

「知っています。でも今日は嫌がる貴女を見たいんです。誇り高く毅然としたオルテンシアが、僕の腕の中で乱れる姿を堪能させてください。……駄目ですか？」

　本気で嫌だと主張すれば、たぶんルチアーノは聞き入れてくれる。しかしあくまでも下手から懇願されると、断りにくくなるのがオルテンシアの性格だった。それを熟知しているのか、弱々しく『お願い』してくることが、憎たらしい。

　計算であると分かっていて尚、拒否しきれず受け入れてしまうのだ。

「……後でチェスの相手をしてください」

　抜かりなく交換条件を示し、やられっ放しになるつもりはないと意思表示して体面を保つ。振り返って彼を見れば、至極満足そうに頷いていた。

「喜んで。僕は貴女の下僕ですから、どんな願いでも叶えます」

　甘い毒を塗まぶした嘘だと、オルテンシアは苦笑した。ルチアーノが大人しく下僕に収まる器でないことは、嫌と言うほど理解している。何だかんだと言葉を弄し、人心を操って最終的に自分の思い通りに事を運ぶ人だ。

　怖くてそれ故に、惹かれてやまない。緊張感を孕んだ関係が心底オルテンシアには心地よく面白い。

　もしかしたら自分は、首輪をつけられ檻に入れられて飼われる猫なのかもしれない。これでもかと可愛がられ愛玩されているから、不満を感じないだけで。

　飼い主の腕の中、気まぐれに甘え時に爪を出して翻弄し、自由を満喫しながらも餌をくれる相手から離れられず、その膝で丸くなる。撫でさせてあげているという態度で、あざとい媚を滲ませるのだ。

　――それもまた、悪くないわ。

　愛する美猫に、飼い主は骨抜き。どんな我儘わがままも身勝手さも『仕方ない』の一言で許してくれる。傍若無人に振る舞ったところで、彼はオルテンシアを決して手放さないだろう。むしろ振り回せば振り回すほど、のめり込んでくるはずだ。

　――だとしたら、本当に囚われているのはどちら？

　オルテンシアは美しく整えた爪で、ルチアーノがベッドについた手の甲をなぞった。淡い接触が擽ったいのか、彼がぶるりと肌を波立たせる。ちらりと流し目を後方にくれれば、湿った吐息が襟足に降ってきた。

「誘惑、しないでください」

「されているのは、ルチアーノ様の勝手です」

　声に艶を乗せ、素っ気ない言葉とは真逆の色香を込め放つ。だが、オルテンシアが強気の姿勢を貫けたのは、ここまでだった。

　すっかり煽られた彼に腰を掴まれ、剛直の先端で花弁を捏ね回される。隘路の上にある淫芽を張り出したエラに弾かれて、たちまち快楽の水位が上がった。

「はっ……あ、ァっ」

　挿入されていないのに、にちゃにちゃといやらしい水音が掻き鳴らされる。ルチアーノの楔が前後に擦れ、堪らない喜悦を生み出した。

「もっと後ろにお尻を突き出してください」

「そ、んなっ……はしたない」

「オルテンシアの淫らな姿は、僕しか見ませんよ。ねぇ、貴女が他の誰にも見せない卑猥さを、僕にだけ教えてください。一生の秘密で、宝物にしますから」

　淫靡な猛毒に末端まで冒された。愉悦で濁った頭が身体に指示を与えてしまう。もっと気持ちよくなれるように。もっと彼が喜んでくれるように。

　オルテンシアが上半身をシーツに伏せ、腰だけを高々と掲げた姿勢になると、ルチアーノは感嘆の溜め息を漏らした。

「綺麗で、永遠に愛でていたくなるくらいいやらしい」

　丸い尻を丹念に撫でまわされ、恥ずかしさが飽和したオルテンシアはクッションに顔を埋めた。視界を閉ざしたせいで、一層感覚は鋭敏になる。

　彼の指が白い双丘の弾力を味わい、あわいを探索して、恥ずかしい場所を息が噴きかかる距離で覗きこんでいることも。何もかも、見なくても伝わってきた。

「っや……」

「可愛い」

　オルテンシアの背骨に沿って一本の線を描いたルチアーノの指先が、丁度割れ目の上で止まる。際どい地点で暫し留まり、おもむろに泥濘へ沈められた。

「……っあ」

「もうトロトロだ」

　先ほど解されたところをまた刺激され、背をしならせてオルテンシアは歓喜の声を漏らした。先刻と体勢が違うせいか、同じ場所を摩られていても別の快楽が全身を巡る。きゅんきゅんと下腹が収縮し、中にいる彼の指をしゃぶっていた。

「ぅ、くぅ……っ」

　呼吸がままならず視界がチカチカと明滅する。自分の膝や太腿が震え、淫猥な光景としてルチアーノを楽しませているとは露ほどにも思い至らず、必死で快感に抗い続けた。

「白い肌が、朱に染まってきましたよ」

「教えてくださらなくて……結構ですっ……ァアッ」

「貴女の中に入ってもいいですか……？」

　耳元で囁くのは狡いと思う。しかも耳朶を食むのは反則だ。せっかく我慢し保っていたオルテンシアの理性が瓦解してしまった。

　顔を隠したまま頷けば、長大な質量が隘路を割り開いて侵入してくる。絡みつく内壁をものともせず、一心に奥を目指し、オルテンシアを内側から支配するために。

「ん、ん……ぅ、あっ」

「キツっ……僕のいない間に、自分で慰めてもいなかったのですか？」

「するわけっ……ありませ……ひ、ァあッ」

「本当に待っていてくださったんですね」

　小刻みに揺らされ、合間に円を描かれて、まだ半ばほどしか埋められていないのに、もう極きわまりそうになっている。繋がった場所から空恐ろしいほどの快楽が増産され、オルテンシアはシーツを握り締めた。

「ひ、ぃ……ん」

「こちらも可愛がってあげます」

「あっ」

　彼が背後から前に回してきた手により淫芽を二本の指で扱かれ、オルテンシアはたちまち達してしまった。中にいるルチアーノを締めつけて、小さな悲鳴をこぼす。丸まった爪先が哀れなほど震えていた。

「……っ、酷いな、いきなり締めつけるから、僕もイってしまいそうになりました。まだまだ貴女を味わいたいのに……」

「あぁっ……今、駄目っ……！」

　未だヒクつく内壁をこそげられ、一度達してしまった身体は高みから降りてこられなくなる。すっかり敏感になった花芯を捏こねられ、彼の屹立で濡れ襞を掘削されては、オルテンシアに喘ぐ以外の選択肢は残されていなかった。

「ァっ、あんっ、ひ、ぁああ……！」

　パンパンと肉を打つ音が鼓膜を犯す度、視界が激しく揺れ、溢れる涙と唾液がシーツに沁みこんでいった。髪を振り乱したオルテンシアがクッションにしがみつくと、後ろに腕を引かれ、上体を起こされる。

　突然変わった体勢に慄いていると、今度はルチアーノの膝の上に下ろされていた。

「え……？」

　後ろから膝裏を抱えられ、左右に大きく開かれる。相変わらずルチアーノの楔は埋まったまま。最奥を容赦なく押し上げられ、全身がぶるぶると震えた。

「ルチアーノ様っ……」

「ふふ、こうすると、貴女の身体をより堪能できます」

「……ぅアッ」

　乳房と花芽を同時に揉まれ、彼に寄りかかり痙攣する。媚肉がざわめいて、淫らな動きでルチアーノを咀嚼した。

　熟れ切った秘部が愛蜜を垂らして彼を抱きしめ、言葉より雄弁にオルテンシアの本音を伝えてしまう。快感から逃れようと動かした腰は、余計に淫靡な熱を呼び込んだ。

「ん、ぁああっ」

　すっかり膨らみ、慎ましさをなくした花芯が弄ってくれと言わんばかりに顔を覗かせている。ほくそ笑んだルチアーノは、たっぷり蜜を纏わせた指先で激しく嬲ってきた。

「ぃ、やぁああっ」

　甘い責め苦の只中ただなかで、開脚したまま幾度も跳ねた。身体が落ちる度に下から突き上げられ、理性は淫悦に駆逐される。

　悦楽の波が引く間もなく、次々指で攻め立てられ、肉筒を穿たれて、もう何も考えられない。オルテンシアが涙を振り払い、一際大きく痙攣すると、強く背後から抱き寄せられていた。

「あぁあーっ……」

　手加減のない律動を叩きこまれ、腹の底が熱く煮え滾る。爛ただれた欲望に支配された頭も身体も、もはや愛しい男から精を注がれる期待でいっぱいになっていた。

　誰にも許したことのない内側に彼を迎え入れ、心ゆくまで貪り合う。一番恥ずかしい場所と見られたくない痴態を晒し、生まれたままの姿で獣に返った。
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　オルテンシアが不自由な格好で振り向き口づけを乞えば、全て分かっているとばかりに唇を重ねられる。求める全てを与えられ、オルテンシアは絶頂に飛んだ。

「んぁあああっ」

　頭が焼き切れ、閃光せんこうが弾ける。限界を訴えるオルテンシアの蜜壺が、ルチアーノの熱で満たされた。吐き出される情欲を奥へと誘い、一滴残らず飲み干そうと女の本能が蠕動ぜんどうしている。愛しい男に出ていかないでとねだり、懇願し、最奥へ留めようとするように。

「……ふ、ぁ、あ……」

「愛している、オルテンシア」

　私も、と答えた声は、ちゃんと彼に届いただろうか。激しい疲労感で急速に眠りに落ちるオルテンシアは、震える唇を懸命に動かした。だがもう喉に力が入らない。喘ぎ過ぎて掠れたせいか、ひゅうと息が漏れただけだった。

　それでも、弛緩する身体を優しく抱きとめ、首筋や肩、うなじにキスをくれるルチアーノの仕草は、どこまでも安心感と深い愛情を感じさせてくれた。




※※※

　せっかくの休暇はたった一日だけ。

　思う存分未来の妻と抱き合ったルチアーノは、寝不足のはずなのに妙に生き生きと出仕していた。

「随分機嫌が良さそうだな、ルチアーノ」

「ふふ、幸せの絶頂なので、お許しください」

　うず高く積まれた書類に埋もれたライナスが、嫉妬交じりに皮肉を述べる。自分だって愛しいアリシアと過ごしたいのにと言わんばかりだ。

「結婚式の日取りは決まったのか。俺よりも先に式を挙げるとはいい度胸だ」

「仕方ありません。オルテンシアはアリシア様の姉ですから、そこは順番を守っていただかないと。それに現実問題、殿下の結婚を待っていたら、オルテンシアのお腹が膨らみかねません」

　いけしゃあしゃあと宣のたまう臣下に、ライナスは胡乱うろんな視線を投げかけた。

「ルチアーノ・オズワルドは切れ者だが、人畜無害で野心がない……人の噂はあてにならんな」

「それを言うなら、ライナス殿下は女好きで公務に興味を示さない放蕩者ほうとうものというのも、真っ赤な嘘でしたね。実際にはとても一途いちずで、国民を大切にし、誰よりこの国のことを考えていらっしゃる、理想的為政者だ」

　のほほんとした口調で返せば、ライナスは面白くなさそうに鼻から息を吐き出した。

「褒めても何もやらんぞ」

「僕は真実しか口にしませんよ」

「昔から胡散臭うさんくさい奴だ。俺がお前の期待に応えられそうもなければ、あっさりと切り捨てるつもりのくせに」

「まさか。考えすぎです」

　たいていの人間が警戒心を解き騙されてくれる笑顔をルチアーノは浮かべたが、次の王になることが決まった彼には通じなかったらしい。むしろ信用ならないとばかりに、緩く頭を振られた。

「心外ですね。これでも心からライナス様を支えるつもりですよ」

「能力は信頼しているが、失策を犯そうものならいつ寝首を掻かれるか不安だな」

「失敗など、一つも犯さなければいいのです」

「無茶を言う」

　肩を揺らして笑うライナスは、心底会話を楽しんでいることが伺えた。この聡明な王子はお喋りに興じながらも、書類を処理していく手を休めはしない。

　やはり彼を選んでよかったと、ルチアーノは心から思った。

「本気です。貴方は間違いなくこの国の歴史上最も尊敬を集める偉大な王になるでしょう」

「……お前に言われると、叶いそうな気がするから不思議だ」

　ほんの一瞬こちらを向き、ライナスは苦く微笑んだ。

　おそらく、自分が捕縛を命じた兄ルヴィオのことを思い出しているのだろう。

　ギリギリまでルヴィオを信じ、王太子としての兄を支える夢を見ていたライナスにとっては、今回の一連の事件は永久に忘れられない悪夢に決まっている。今もまだ、傷となって彼の胸を抉っているはずだ。

「できるだけ早く、ライナス様の婚姻が成立するよう、僕も尽力いたします」

「ああ、頼りにしている。我が従兄弟殿」

　不意に予想外の言葉を吐かれたので、ルチアーノは珍しく反応に窮してしまった。しばらく固まった後、迷いつつ口を開く。

「……ご存知だったのですか？」

「お前の驚いた顔は初めて見たぞ。なかなか貴重で気分が良いな。――知ったのは、つい最近だ。父上が教えてくれた」

　何と答えればいいのか判別つかず、僅かに沈黙が落ちる。ルチアーノとしては、自分の両親はオズワルト伯爵夫妻だと思っているし、臣下として王家を支える気持ちにこれまで通り変化はない。

　しかし己の存在が火種と捉えられかねない立場であることも重々承知していた。だからこそ母も『絶対誰にも言ってはいけない』と釘を刺し旅立ったのだ。

「ひとつ、聞きたい。お前も王位を狙えるはずだが、自ら立とうとは思わなかったのか？」

　向けられたライナスの眼差しは、どこまでも澄んでいた。疑念に塗れたものではない。純粋な興味を持って、問われたのだと分かる。

「……ご期待に添えなくて申し訳ありませんが、一度もありません。私は矢面に立つより、裏側で策を巡らせるほうが性に合っているんです。それに、自分よりもっと玉座に座ることが相応しい人間が目の前にいるのに、押しのけるなんて恥知らずな真似はできませんよ」

「そこまで言われては、今更投げ出すことは叶わないな」

「万が一貴方が逃げ出したら、地の果てまで追いかけます」

「男に追いかけられても、何も嬉しくない。しかし粘着質なのは血筋か……？」

　ライナスの呟きに、ルチアーノは笑ってしまった。確かに、自分と彼は似たところがある。一人の女に夢中になり、生き方や考え方を変えてでも求めずにはいられないのだ。

　愛しい美猫が待つ家に、早く帰りたい。

　こんな想いに焦がれるのは、生れて初めてだ。

　最初は深く関わるつもりはなかったのに、価値観が同じで、死者を悼む心を持ち、対等に勝負し言い合えると思えば、純情なところもある女性だと知ると、気持ちが傾いて行くのを抑えることができなくなった。暇潰し程度の興味がたちまち囚われ支配されていた。

　自分は何ものにも執着しない性分だが、一度懐ふところに入れたものには貪欲なのだ。あの手この手で懐かせた誇り高い猫を、もう二度と逃がさない。

「厄介な性質ですねぇ」

「ふん、まぁいい。これからもよろしく頼む。しかし考えてみればお前はアリシアの義兄……つまり俺の義兄にもなるのか。縁とは面白いな。実の兄はなくしたのも同然だが、替わりにお前とリディオットの二人が義兄になるのか。……濃いな」

　やや顔をしかめたライナスの机に新たな書類を積み、ルチアーノは「何か問題でも？」と首を傾げる。すると彼はますます嫌そうに眉間へ皴を寄せた。

「容赦がない。俺は死に物狂いで日々頑張っているのだから、もっと労いたわってくれてもいいのではないか」

「充分、労わっています。ああ、結婚式の手配や打ち合わせで週末は忙しいので、また休暇を申請しますね。それまでにこれら全部終わらせてしまいましょう」

　見上げるほどの紙束に、ライナスの瞳が絶望の色に染まる。うんざりだと全身から語っていたが、投げ出そうとしないところが彼らしい。微笑ましく見下ろし、ルチアーノは一列分を移動した。

「こちらは貴方でなくても処理可能なので、私が目を通しておきましょう。早く仕上げればその分、アリシア様との結婚が近づきますよ？」

「それもそうだな」

　俄然やる気を漲らせたライナスが、じっくりと紙面を読み込み始めた。きっと彼は、善政を敷く賢王になる。してみせる。

　年下の従弟であり義弟にもなるライナスを、ルチアーノは誇らしく見つめた。

　――でももう一つの秘密は、まだ内緒です。

　いつか彼が王位についた時、それは明かされる。自分の妻の実家が代々どんな役目を担ってきたか。

　けれど全てを知っても、ライナスは何も変わらないだろう。ヴォントレン家を色目鏡で見ることは、ないはずだ。全部呑みこんで、愛する妻と未来に向かって歩き出すに違いない。ルチアーノと同じように。

　最後の秘密がなくなった時こそ、この国が本当に安定する時なのかもしれない。闇の中で暗躍する存在の必要が消きえ失うせた時、きっと新しい時代がやってくる。

「我が君。後ほど息抜きにチェスでもしましょうか？」

「ああ、久し振りだな。今度こそお前に勝ってみせる」

　二人の男はよく似た表情で笑い合った。





　　　あとがき







　どうもこんにちは。山野辺りりと申します。

　今回は『気高い猫系女子が一見草食系男子に色々される』お話です。

　勘のいい方はお気づきかもしれませんが、前作『なりゆきで誘拐したら、溺愛されました〜王子様と甘い恋の攻防戦〜』のスピンオフです。今作だけでも勿論お読みいただけます。

　今回はお姉さんである絶世の美女が主人公で（前作は妹ちゃんが主人公）、とある目的をもって誘惑した相手に、ものすごい囲い込みを喰らってしまうお話です。

　そこから始まる二人の主導権争いの戦いと、お互いが抱える裏の事情をお楽しみくださいませ。

　イラストを描いてくださったのは、すがはらりゅう様です。頂いたラフの可愛らしいことと言ったら……！　キュート過ぎて悶絶です。心からありがとうございます。

　担当様、いつもお世話になっております。

　最後に、お手に取ってくださったあなたに、感謝を込めて。ありがとうございます。
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